
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    七歳美郁と虚構の王Ⅱ


    
      陸　凡鳥

    


    
      イラスト　甘塩コメコ

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    序　幕【１９９９／１２／３１】


    第一幕【２００５／０６／０６／０７００】


    第二幕【２００５／０６／０６／１５００】


    第三幕【２００５／０６／０６／１５４０】


    第四幕【２００５／０６／０６／１６１５】


    閉　幕【２００５／０６／０６／１７５３】


    あとがきハンター２ｎｄＧ

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    



    



    【記憶の断章／ティアラ】


    　一九九九年十二月三十一日。


    　米べい国こく上空を、西に向かって飛行する自家用ジェット機がある。


    　機内にいるのは三人。うちひとりはパイロットで、彼のいるコックピットはキャビンから隔かく離りされていた。操そう縦じゆう士は前もって指示されたフライトプランに従い、定められた航路を飛ぶだけの輸送係。


    　だから実質、機内にいたのは主従ふたりだけだった。


    　雲海を下に、旅客機ふねは進む。窓ガラスには、自分の姿が反射していた。


    　その隣となりに映るのは、瀟しよう洒しやな婦女。月明かりに照らされる彼女は、眠っているのか、倒したシートに背を預け、浅い呼吸を繰り返している。


    　客室を支配しているのは静せい穏おん。飛行機の動力部が奏かなでる低音を除いては、聞こえてくる音とてない空間。


    　数分前までは、彼女たちの他にも二名の男性が滞在していた。


    　機内には四人分の座席が、二席ずつ向かい合う形で設しつらえてある。彼らはそれへ黙然と座り、時間になるまで動かなかった。


    　外そと木き場ば外うい郎ろーと、枯かれ野の。


    　どちらも世界最高クラスの暗殺者であり、彼女たちと志こころざしを同じくする協力者である。


    　その彼らも、先さき程ほど最後の目的地点へと降下していった。侍じ女じよ服姿の女、ティアラが聞かされた限りでは、その場所で本作戦における最大級の難敵が待ち構えているらしい。


    　シートの中央に置かれたテーブル上には、一枚の地図が載せられている。畳たたみ一畳じよう分ほどもある大がかりなもので、卓上はその地図で占領されていた。


    　図面には横一列に、赤い押しピンが突き立てられている。その数、百本以上。


    　ピンは一本がひとりの人間を表わしていた。標的を一名抹まつ殺さつする都つ度ど、ピンの数がひとつ増えていく。


    　ここに至るまで、外木場たちはピンの数と同じだけの人間を消してきた。


    　彼らの身を案じながら、ティアラは誰ともなしに問いかける。


    「……さすがの外木場様たちとはいえ、昨晩から続く連戦。お疲れも残っていることでございましょう。つつがなく戦いが進めばよろしいのですが」


    　独り言に近い慨がい嘆たんだったが、主には聞こえていたようだった。


    　それまで深く沈み込んでいた椅い子すから、九ここの重え白しら雪ゆきが身を起こす。


    　答える声は、聞きようによっては闊かつ達たつとも取れた。


    「心配は無用です。私の計算では、彼らが敗れる可能性は二パーセントにも達しません。……そうですね。突然彼らの足下で大地が裂けでもしなければ、外そと木き場ばたちが負けることはないでしょう。これで安心しましたか？」


    「……お戯たわむれを」


    　微笑ほほえみを向けてくる主に黙礼する。


    　彼女は眠っていたものとばかり思っていた。疲労という点では、白しら雪ゆきも外木場たちに劣おとらず酷ひどいはずである。この一か月近く、彼女が休んでいるところを見た記憶がない。日頃は生気に満ちた白雪の美び貌ぼうにも、やややつれの色がのぞいていた。


    　飲み物を、と白雪が注文する。


    　手早くアイスコーヒーを入れる。高度数千メートルで、それも超速度で移動する飛行機の中では、熱いものを用意するのは難しい。生半可に温ぬるい飲み物を主に出すのは侍じ従じゆうの名折れだとティアラは思う。そんな拘こだわりから供きよう出しゆつしたコーヒーを、白雪は喜んで手に取ってくれた。


    　カップを口に運んだ白雪が、僅わずかに嘆たん息そくを漏らす。


    「ああ、とても美お味いしい。……私がコーヒー党だとは教えていなかったでしょう？」


    「はい。……ですが愚ぐ問もんでございます。我われ々われ侍従は、常に主の好みを把は握あくしておこうと努力するもの。言われずともお好みをご用意できて当然。それが仕事でございます」


    　白雪は笑った。


    「なるほど。これは私が謝らなければいけませんね。……あなたが仕つかえてくれるようになってから一年余り。私のことを知るには、充分な期間があったでしょうから」


    　その言葉には、素直に頷うなずけなかった。


    　ティアラはこれまでに数度、異なる主に仕えてきた。


    　普通なら、ティアラは三日、新規の主と同道するだけで、大たい抵ていのことは把握できる。靴下の好みからウィークポイントまで、おおよそ相手のことが理解できる。侍従という職業に就つく身としては、それくらいはできて然しかるべきの、必ひつ須すスキルなのである。


    　だが白雪だけはそうではなかった。今もって彼女の全貌を量りかねている。


    　あるときは善ぜん人にんとして振る舞い、またあるときは非合法すれすれの手段に訴えることも辞さない。


    　いくつもの面を軽かろやかに操あやつってみせる。それが白雪という人物を複雑にしている。


    　わからないと思わせる。


    　にこやかとも見えるその顔を眺めながら、果たして彼女が考えていることを理解できる者がいるのだろうかと自問した。


    　なぜこんな事件を企くわだてたのかと、尋たずねてみたい気がした。


    　白雪はそんなティアラの内心を読み取っている。


    　粛しゆく然ぜんとした話しかたでありながら、毅き然ぜんとした断定。


    　まるで、こちらの考えていることを余すことなく察しているかのような。


    　思考を推測する力、とでも言うべきものが、白しら雪ゆきには備わっている。


    「なぜか、という疑問には、答えてあげることはできません。……ティアラ、あなたは私にたいそうよく尽くしてくれています。いくら感謝しても足りないくらいに。なのにそのあなたにも、私は私の考えを話すことはできない。それはすまなく思います」


    「……差し出がましいことを申しました」


    「いいえ、あなたは口にしていないでしょう？　私が勝手に推量しただけ。……世界中の人々があなたのように誠せい心しんであったなら、私もこんな事件を企くわだてずとも済んだでしょうに」


    　白雪の声には、多少倦けん怠たいな響きがあった。


    「けれどもう遅すぎる。あと三十人余りの死をもって、《拡大人的破壊》は達成される。外そと木き場ばたちが仕事を終えれば、私の計画も第一段階を終えることになる」


    　昨日から、世界各地の午後十一時五十九分を飛び回り続けてきた。


    　白雪が企てた、千九百九十九人を標的とする暗殺劇、《拡大人的破壊》。世界の主要人物のうち、不正に関わる者を生せい者じやのリストから削除するという計画である。成功すれば歴史に残る浄化作戦となるはずだった。


    　昨晩からずっと、白雪とティアラは外木場たちとともにフライトを続けている。要所要所で彼らを降ろし、標的を時間どおりに消す。そしてまた次のポイントへ移動して、また殺す。


    　その作業を繰り返し行おこなってきた。


    　彼ら主要チームの他にも、多くの協力者たちが作戦に従事している。彼らはいずれも午後十一時五十九分に標的を始末するよう、段取りを受け持っている。


    　白雪がここしばらく忙いそがしくしていたのは、この作戦の下準備に忙ぼう殺さつされていたからである。


    　不眠不休という言葉が使えそうなほど、彼女はこの作戦に心しん血けつを注いでいる様子に見えた。ティアラとしても、主の作戦が是非とも成じよう就じゆしてもらいたいと願っている。


    　ただ思うのは、ことの善悪を判はんずるのが困難だろうということだけ。


    　白雪と行動をともにしていたこの一年で、ティアラは世界各地のあらゆる場所に赴おもむいた。貧ひん困こんや飢き餓がを見た。戦争も、平和も見た。白雪がそれらの根源を疎うとましく考えていることを知り、名探偵として諸事件を暴あばく彼女を傍そばで見て、悪を放ほう逐ちくしようとする姿勢に感心した。


    　だからといって、悪事を働いた者を消す、というやりかたには疑問が残る。


    　それでは彼女が敵とする者たちと同じではないのかと心配になる。白雪はこの《拡大人的破壊》で、諸悪の根源を一いつ掃そうするという目的を掲かかげていたのに。


    　またもや白雪はこちらの考えを見通した。


    「……そう、あなたの考えは正しいわ、ティアラ。おそらく、多くの人々はこの事件を喜ばない。悪を排除してことを是ぜ正せいする思想は、短絡的であり、また暴力的であるとして忌き避ひされるでしょう。私もそう思います。ですが私のやろうとしていることには、それくらいのインパクトが必要になる。世界中の人々の意識を根底から揺さぶるに足る衝撃が」


    　飛行機が振動する。気流の裂け目にでも入ったのか。


    　だが揺れはすぐに収まった。ティアラは主が続けるのを待つ。


    「《拡大人的破壊》は、ステップにすぎないのです。これをきっかけにことが進めばよし。……駄目だったとしても、まだ手はある。時間はかかるとしても、やらなければならない」


    　静かな口調で、白しら雪ゆきは言った。


    　彼女の眼まな差ざしはティアラではなく、遠く、窓の向こうを見つめている。長い睫まつ毛げが、瞬まばたきする度たびに、決意が粒りゆう子しとなって飛んでいくかのようだった。


    　その意志の強さに、ティアラは目を奪われる。これだけ大がかりな作戦をようやく終わらせる段階にあっても、白雪はさらにそこから先を見み据すえて行動を始めている。


    　何が彼女をそこまでさせるのかと思った。


    　それを教えてほしいと請せい願がんしたい気分になる。その気持ちが、思わず口から零こぼれていた。


    「……白雪様の目的はどこにあるのですか？」


    　九ここの重え白雪は、優雅に微笑ほほえむ。


    　返事ははぐらかしだった。


    「外そと木き場ばたち一流の暗殺者は、一度受けた依頼を必ず果たすそうですよ？　私もそうありたいものですね。私の目的は、私の願いは、私自身から生まれた自分勝手なものだけど、……それは私のための願いではありません。だからこそ、叶かなえたいと思うのでしょうね」


    　彼女はティアラの考えをすべてわかっているのだろう。


    　自分に胸中を打ち明けてほしいと思っていることを知った上で、一定の距離以上には踏み込ませてくれない。


    　頑かたくななまでに孤独を保たもって、白雪は采さい配はいを振るう。傍そばにいる人間は皆仲間であるとは言いながらも、その誰にも必要以上に親しくはしない。最近では、親友たちとも連絡を取ることが少なくなった。


    　白雪は誰にも本心を打ち明けない。


    　それが苦しく、辛つらかった。彼女の助けになることがしたかった。


    　白雪を信じていた。彼女のやることに間違いはないと思う。いや、たとえ間違っていたとしても、ティアラは白雪に手を貸そうと考えただろう。


    　ティアラは侍じ従じゆうであり、その仕事を己おのれの誇りとしている。


    　そして一流の侍従であれば、自分が仕つかえている人間がどういう人間か、おおよそ肌で察せられるのだった。


    　確かに白雪は摑つかみどころなく、彼女との距離はある。


    　しかし日常、白雪に接し、彼女の行動を間近で見、手ずからコーヒーを入れたならば。


    　このひとの姿に噓うそはない。そう思った。


    　妄もう信しんだと言われようが、関係ない。ティアラは白雪を信じることができた。白雪が行こうとしている場所へ、やろうとしていることに、どこまでもつきあいたいと思い、力になりたいと願う。


    　彼女の主は九ここの重え白しら雪ゆき。弱じやつ冠かん十九にして、世界有数の頭脳を持つ名探偵。


    　全身全霊をかけて仕つかえるに足る主である。彼女の傍そばに侍はべれることを誇りに思っている。たとえ《拡大人的破壊》が正しくない事件だとしても、白雪には考えあっての非道なのだ。それを咎とがめ立てはするまいと、自分の内心を確かめ直した。


    　ひとり頷うなずくティアラは、声をかけられているのに気づかなかった。


    「……聞いていますか、ティアラ？」


    「はい、いえ、聞き逃のがしました。申し訳ございません」


    「おかわりをいただけるかと頼んだの。話しているうちに目が覚めてきました。コーヒー効果ね。……そう、コーヒーもいいものだけど、今度施設の研究員たちに、睡魔に打ち克かつ機械でも発明してくれるよう頼んでみるのはどうかと思いました」


    「それではわたくしの仕事がなくなってしまいます」


    　眉をひそめてみせると、白雪は微笑ほほえんだ。


    「ならやめておきましょう。私もあなたのコーヒーが飲めなくなるのは残念ですから。冗じよう談だんを返してくるとは、あなたも成長しましたね？」


    「恐れ入ります。これも侍じ従じゆうの仕事のうちでございます」


    「主の退屈なジョークに愛あい想そを返すのが？　……嫌いやだわ。これはまるで絶ぜつ無むのような言い回しですね。久しく彼の話を聞けないからかしら？」


    　言いながらも、白雪は窓の外、夜の続く空を見ている。その整った横顔は、ティアラに何も教えてくれない。


    「……もうすぐ日本に帰り着きます。眠るのは霞霞かすみか市で朝日を見てからにしましょう」


    　白雪の言葉にティアラは頷く。


    　日本に帰れば、この凄せい惨さんな一幕も終わる。白雪も体調を戻すことができるだろうし、しばらくはゆっくりと落ち着ける時間も持てるかもしれない。それは主にとって何より必要なことに思えた。


    　今は霞霞市に戻り、白雪とともに外そと木き場ばたちを待つ。


    　それでいいのではないかと思った。


    　彼女の本音を聞くのはその先になっても構わない。いつか話してくれさえすれば、それで満足できる。主にとって都つ合ごうの良い時と節きを待つのも、侍従の職分だろう。


    　ふたりを乗せた飛行機は飛び続ける。


    　このとき、物語の末を知っていたのは白雪だけだった。
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    【今日を生きるための観察日記／①】


    　月曜日の朝でした。


    　私は手早く身支度を済ませ、自室からリビングへと移動します。


    　私こと七なな歳とせ美み郁いくが住んでいるのは、私が働く九ここの重え探偵事務所の前に位置する、六階建ての高級マンションです。私の保護者さん自みずからが大おお家やをされている物件で、その最上階に、彼女の私宅がありました。身寄りのない私は、そのお宅に同居させてもらっています。


    　私が間借りしている部屋は、５ＬＤＫの間取りのうち、もっとも慎つつましい一室でした。慎ましいと申しましても、広さは八畳じようもあり、高校生ひとりが生活するには充分です。


    　私はリビングと一体型になっているキッチンで、朝食をふたり分作ります。毎朝自分と保護者さんのために朝食を作るのが、私の日課になっていました。お世話になっている以上、これくらいのことは当然の端仕事です。


    　時刻は七時十分。当の保護者さんはまだ起きておられないご様子でした。昨晩も仕事で遅くに帰ってこられて、まだお疲れなのでしょう。私は起こしに行かずにおきました。どこかの駄目な所長代理と違い、私の保護者さんはご自分のことはご自分できちんとなさる、立派な大人なのです。


    　私はひとりで朝食をいただきます。食事を済ませ、食器を洗い終えると、そろそろ登校する時間になりました。


    　月曜は、私が高校へ行く曜日に当たります。


    　仕事との兼ね合いで、私は週のうち四日、登校することにしておりました。卒業に必要な単位が修得できるぎりぎりの日数に調整してありますから、休むわけにはいきません。


    　それに、高校はかなり楽しいのです。事務所で所長代理の相手をしながら時間を潰つぶすよりはよほど建設的でした。殺さつ伐ばつとした日常を癒いやしてくれる素敵スポット。それが学校なのです。


    　制服に着替えるため自室に戻ると、電話の子機が鳴りました。


    「はい、蓬ほう萊らいです」


    　蓬萊、というのは私の保護者さんの名字です。


    『あー、おー、私だ、私。朝早くわりーな』


    　聞こえてきたのは眠そうな声でした。


    「ああ、ユウさんですか。おはようございます。私わたし私わたし詐さ欺ぎかと思いました」


    　声の主は私の知人でした。私の姉の友人でもある、荒あら礼らい熊ゆうさん。ファンシーショップ『きら☆べあ』のオーナーでもある、二十代前半の美人さんです。


    『こんな朝から電話してくる詐欺はいねーよ。どんだけ勤勉なんだ。そんな真ま面じ目めな奴なら、きちんと堅かた気ぎの仕事に就ついてるぜ』


    「でしょうね。……それでユウさん、何のご用です？　麗れい華かさんならまだお休みです。私でわかる話なら伺うかがっておきましょうか？　後でお伝えしますけど？」


    　麗華さんというのは、家や主ぬしさんの下のお名前。


    　ユウさんは私でも構わないと仰おっしゃいました。


    『おめーが学校行く前に連絡しといたほうがいいかと思ってな。おめーはケータイもってねーし、麗華は忙いそがしいからよー。……頼まれてた服が仕上がってる。いつでもいいから取りに来てくれ。用ってのはそれだけだ』


    　溜ため息いきがてらに、クローゼットに掛けてある制服を眺めます。


    　私の制服は、特別に手の込んだオーダーメイド品でした。


    　エンジ系統のカラーリングはいいとして、襟えり元もとから袖そで口ぐちまで、フリルと装飾品が飾りつけられておりました。上着だけでは終わりません。長いスカートの踝くるぶしにまで隈くま無なく、ゴージャス化の波は及んでいます。上から下まで麗華さんの少女趣味で仕立てられた制服です。


    　この改造制服を縫ほう製せいされたのもユウさんでした。麗華さんは手先の器用なユウさんに私の衣装製作を委託しておられるのです。今話題に上がった服も、荒あら礼らいブランドの新作でしょう。


    　私は嫌いや々いやながら了りよう解かいしました。


    「……わかりました。ですが常々言うように、私はもっとシンプルな外出着が好みなのです。そろそろ私の要求も聞いてくださいません？」


    　電話の向こうで、ユウさんがひとり笑いするのが聞こえました。


    『わーったよ。じゃあ今度の日曜つきあえ。おめー好みのデザインてのをチェックしに行こうぜ。駅前のモールに新しいテナント入るとか聞いたしな』


    「そろそろ夏物も揃そろえたいですし。……いいですよ。時間はどうします？」


    『店の都つ合ごうもあるからなー。決めたら夜にでも電話する。それでいいか？』


    「ええ。ではまたそのときに」


    　じゃあな、とユウさんは電話を切りました。


    　私はスケジュール帳に予定を書き加えておきました。ただウィンドウショッピングに出かけるだけのことですが、楽しみは楽しみ。買い物が嫌いな女子などおりません。


    　私はよくユウさんといっしょに出かけます。私たち凸でこ凹ぼこコンビが街を練ねり歩く様は、ご近所の名物にも数えられるほど。主に悪目立ちする衣装のせいですが、半分は私の麗うるわしき容姿が人目を惹ひくからでもありました。まこと美しさとは罪なものです。


    　そこでようやく時間のことを思い出しました。現在七時三十七分。


    　私は急いで制服に着替えます。電話があった衣装の件については、麗華さん宛あてのメモを残しておきました。


    　玄関のドアに鍵かぎをかけ、エレベータで階下へ。マンションのすぐ前にある、九ここの重え探偵事務所の敷地内へ向かい、ガレージからＳグウェイを引っ張り出しました。


    　ボディカラーはくすんだピンク。私の愛車は壊れて修理に出したまま戻ってきておらず、仕方なく所長代理のものを無断で借しやく用ようしております。機体を傾けると車輪が回り、出発進行。


    　学園まではＳグウェイで十五分。


    　私にとっては、歩くと疲労で倒れかねぬ長距離です。


    



    　聖セントバーナード学園は、近隣でも有名な私立校です。


    　学園には中高一貫教育を掲かかげる中等部、高等部の他に、下は小学部、上は大学までが設もうけられています。生しよう涯がいを通じての訓育学習を目標にした、近隣でも有数の教育機関。『才能ある子供に当校での教育を！』。それが学園の宣伝文句です。


    　私は中等部の頃からこちらに在ざい籍せきし、この春、高等部に上がったばかり。花の高校一年生でした。


    　聖バ学園は、私たちのマンションからもっとも近い駅である『バ校前』駅を下車してすぐの場所にあります。ラッシュ時でもあり、駅の近辺は混み合っていましたが、私は器用に人混みをすり抜けながら正門を目指しました。


    　七時五十五分、正門前到着。


    　私は守しゆ衛えいさんに挨あい拶さつをして、代用愛車に乗ったまま構内へ。高等部校舎の横手にある駐輪場に向かいます。


    　学園内の位置関係は、大まかに分けて東西南北、四つのブロックから成り立っていました。


    　まずもっとも北側。私鉄駅を降りてすぐにある門は、学園への入り口です。駅にもっとも近いあたりは、小学児童たちの利用する校舎や施設が固まる区画になっています。


    　続いて東側は、私も昨年度まで利用していた中等部。その対面西側に、大学のキャンパスが併へい設せつされています。


    　我われらが高等部の学舎は、駅からいちばん遠い南にありました。小学校正門を抜けてから校舎に到達するまで、かなりの距離を進まなくてはなりません。門から高等部の区画までは一本のメインストリートが通っており、高等部の生徒たちは毎日ここを踏とう破はします。


    　その距離、実に一キロ弱。


    　総面積にして二キロ四方。学外にある運動場なども合わせれば、その倍。


    　聖バ学園の総生徒数はおよそ一万人弱を数えます。これだけの人数を収容するために、学園の敷地はとてつもなく広大になっているのです。


    



    　私はＳグウェイを停めてから、下靴のまま自分の教室に上がりました。


    　教室は二階。大だい理り石せき造りの階段を上った、突き当たりにあります。


    　まだ登校するには早い時間でしたが、私が一番乗りではありませんでした。


    　先客はちょうど教卓のあたりで花か瓶びんの水を換えており、こちらに気づくと、にこにこと笑みを向けてきます。


    「あ、おはよう美み郁いくちゃん。今朝も時間どおりだね」


    　声をかけてきたのはクラスメイトの女生徒でした。


    　大人しめのショートボブに、柔にゆう和わな表情。学校指定の制服を、いっさい手を加えずに着用していることからも、彼女が控えめな性格であるとわかるでしょう。


    　彼女の名前は桃もも原はら楓かえで、といい、中学時代から友情を育はぐくんできた私の親友でした。昨今では、私にも友達くらいいるのです。


    「おはようございます、楓。あなたこそ毎日早いですね」


    「うん。下の子たちの準備もあるから」


    　楓は五人姉きよう弟だいのいちばん上。両親はともに仕事で家を空けておられる機会が多く、故ゆえに彼女は末の妹さんを保育園に送り届けてから通学してきているのでした。その時間に合わせて家を出るため、いつも早めに教室に着いています。弟妹思いの、なんとも感心なお嬢さんです。


    　水を換え終わった楓は、ホワイトボードの汚れを落とす作業に取りかかります。昨日の掃除当番が適当に済ませたせいか、授業に使うボードにはマジックの跡が残っていました。


    　几き帳ちよう面めんにして奇き麗れい好きな私は、楓を手伝い、ホワイトボードの下半分を拭ふきにかかります。公称身長百四十五センチの私には、ボードの上側を拭く力はありません。人間にはどう頑張っても不可能な領域が存在するのです。悔くやしいですが、念じてみても私の手はにょろにょろ伸びたりはしないのです。


    　私たちの自発的清掃活動は今日に始まったことではありません。日々の慣例でした。


    　別段いい子ぶってやっているわけではなく、私も楓も、仕事が中途で放り出されていると気にかかるタイプなだけでした。誰もやらないのなら、いっそ自分がやるほうが余計なストレスを感じずに済みます。誰ですか、細かいことにうるさいなどと言うのは。


    　私が手伝うと、邪じや気きのない微笑ほほえみも眩まぶしく、楓はお礼を言いました。思春期の男児なら，この笑顔だけで報むくわれたと思うことでしょう。


    　我われ々われは公共心に富とむ、誠せい実じつな人間なのです。そのあたり誤解なきように。


    　私たちが掃除を終える頃になると、他のクラスメイトたちが登校してくる時間になります。


    　私のクラスは男子十名、女子十二名。いずれの面々も個性的ではあれど、悪いひとはいません。聖バ校は自由な校風をモットーに掲かかげていますが、目に余る行おこないをしでかせば、さすがに厳しい罰ばつが与えられます。品行方正にして首席合格の私には、縁のない話ですが。


    　高等部の始業時間は八時半でした。私と楓は会話を楽しみつつ、隣り合う席につきます。


    　私の真後ろを除き、教室の席はそれぞれの持ち主で塞ふさがっておりました。


    　空いた席を振り返りながら、楓の呟つぶやき。


    「……香こう理りちゃん遅いね。ひょっとしてお休みかな？」


    　私は首を振りました。


    「まさか。どうせ夜よ更ふかしでもして、寝坊したんでしょうよ。昨日の夜、香こう理りの好きそうな映画をやっていましたから。謎の拳けん法ぽう使いが師し匠しようの仇かたきを求めて旅をするハートフル物語で……」


    「美み郁いくちゃんも観てたの？」


    　私がそこまで話したとき、教室後方のドアが猛烈な勢いで開きました。


    　飛び込んできたのはシャツ姿の女子高生でした。走ってきたのが丸わかりなほど、肩で息をつきながら自分の席に腰を下ろします。


    「やばいやばい。目覚ましかけてなかった。パパンが起こしてくれなかったら、危ないとこだった」


    　ネクタイを緩ゆるめながら、彼女は私の後ろの席に倒れ込みます。机に突つっ伏ぷした拍ひよう子しに、髪の毛がばさばさ私の背に降りかかりました。肩までほどの髪の毛は俗に言うプリンカラーで、毛先に近づくにつれて濃い黄色に染まっていました。


    　彼女も私の友人でした。出席番号一番、秋あき口ぐち香理。中学時代からの知り合いで、楓かえでと合わせ、私の親友一号二号コンビを結成しています。


    「おはようございます、香理。今日もまたぎりぎりでしたね」


    「夜やってたエロティカルな番組が面白くて、つい寝坊した」


    「……カンフー映画を観ていたものと思っていましたが、外れましたか」


    「そっちは録画してたんだけどさあ、今思えば逆だった。作戦ミスですわ。もうなんかすごかったのよ、エロ度が。エロ度とチラリズムが」


    「エロエロと連発しないでください。私は思春期の内気な少女なんですよ？」


    「腹黒な少女の間違いじゃ？」


    　言いながらも、彼女は机の引き出しを漁あさり、半分に折りたたまれたプリントを取り出しました。私たちに向かって家業で鍛きたえた商売用のスマイルを貼りつけながら。


    「課題のプリントを見せてくださいませんこと、美郁さん？」


    「そもそも持って帰ってもいないとはどういう料りよう簡けんです？」


    「この秋口、見せてもらえるとわかっている宿題を、みすみすやったりはしないのだよ！」


    「黙りなさい。怠たい慢まんな人間に、写させてあげる宿題はありません」


    　香理はめげませんでした。これくらいで諦あきらめるなら、潔いさぎよく課題をやってきたでしょう。


    「吝け嗇ちな小娘には頼まんぜ。私にはもひとり心強い味方が。……楓サマ。どうぞこの憐あわれな平民めにお慈じ悲ひをかけてくださいませんでしょうか？　家には私の帰りを待つ病気の父親が」


    「昨日も買い物帰りに寄りましたが、お父様はたいそうお元気そうでしたよ？」


    　ディスイズ真ま面じ目め、とでも言うべき楓はやんわりと拒否。


    「駄目だよ。宿題は自分でやらないと。香理ちゃんの力にならないから」


    　拒絶された親友その一はふて腐くされました。


    「ふたりとも、最近冷たくなーい？　友情パワーに陰りが見える。これは由ゆ々ゆしき問題じゃあ」


    　そこで思い立ったのか、机を揺らして立ち上がる香こう理り。


    「よし、ではここで結束も新あらたに恒例のやつを！　立てよ者ども！　そしてスクラム！」


    　私と楓かえでは半ば強引につきあわされます。


    　三人の真ん中に立った香理が、口火を切りました。


    「まずは私！　生まれたときからこの道一筋！　我が町の気になるホットスタンド、『ブラックコーヒー』マスターの愛まな娘むすめにして厨ちゆう房ぼう担当。人呼んで《ミス・サンドウィッチ公こう爵しやく》、秋あき口ぐち香理！」


    　両手を頭の上でＹの字に上げる香理。姿勢はいつになくぴんとしています。


    「ノリとテンポで、はいネクスト！」


    　次は私の番でした。


    「なんでも切ります炒いためます！　優雅なる両手から造り出される幾いく多たの料理は、もはや芸術の領域か！　《美しき多た国こく籍せき料理》、七なな歳とせ美み郁いく！」


    　私は華か麗れいにポージングを決めました。客観的に見れば、嫌いや々いややっているとは思えなかったはずです。それもそのはず、七対三くらいでノリノリでした。


    「トリは楓です。今こそ輝け、さん、はい！」


    「わ、私も？　やっぱり？　うぅ、……一年一組桃もも原はら楓。得意料理はそのぉ、あまり美お味いしくないかもしれないんですけど、毎日食べるような普通の和食みたいな……。そんな感じです。えっと、《和の南風》らしいです。よろしくお願いします……」


    　もじもじとした小声でしたが、それはそれ、これはこれ。


    　ともかく我われ々われ三人が、今ここに集結したのです！


    「三人揃そろって、『聖セントバーナード学園料理研究会』！　ドギューン！」


    「最後は口で言いましたね」


    　とまあ、最後の効果音は余計でしたが、イメージはお伝えできたかと思います。


    　壮絶な自己紹介のとおり、私たちは三人でサークルを作っていました。料理という共通の得意分野を基盤に、鉄てつ壁ぺきの友情トリオを構成しているのです。


    　三人揃った我々の前に敵はなく、衆目からは《聖バ校の三頭狗ケルベロス》と呼び慣ならわされ、一目置かれているのです！


    　教室からはこのパフォーマンスに対し、ぱらぱらと拍手が起こりました。香理の突とつ飛ぴな行動はクラス中の知るところでしたから、寛かん容ような皆さんは私たちに対し、とても穏やかな視線で見守ってくれているのでした。その大人な態度に私、毎回大変感動しております。


    　ポーズを決め終わった香理は満足そうに吐と息いきを洩もらしました。


    「決まった。百点！　特に私が！　……だけど、そろそろ各おの々おのの名乗りを変える時期なのかもしれぬ。率直に言うと、飽あきてきた。ふたりがマンネリ。全然なってない」


    　朝からいきなりのダメ出しでした。反論せずにはいられません。


    「そうは言っても、これを考えたのはあなたですからね。他にいいのができたなら、そちらに変えてもＯＫかとは思いますが」


    「そう言うと思って、昨日考えてきた。エロ番組見ながらな。抜かりはないよ、美み郁いく助手」


    　香こう理りは私、楓かえでの順番で指を差しながら。


    「《毒ロリウス》。んで、《若おかん》。どう？」


    「嫌いやです。どこの魚竜種ですか」


    「前のほうがいいかも」


    「わがままな小娘どもだ。……じゃあ《衣装だおれウス》と、《若おばはん》」


    「ますますわかりにくくなりましたね」


    「私の、『若わか年どし寄より』みたいなイメージは変わらないの？」


    「美的センスに欠ける奴らめ……」


    　面倒げに首を振る香理に、私は一応尋たずねておきました。


    「で、あなたは？　あなたも変えるんですよね？」


    　香理は重々しく頷うなずきました。よくぞ聞いてくれた、と顔に書いてあります。


    「第一候補は《霞霞かすみか市の聖女》かな？　もしくは《愛という名の女神》」


    「自分だけ神こう々ごうしい名を！　盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはこのことです」


    　美の化け身しんたる私を差し置いて、なんという傲ごう慢まんさ！


    「そんなものは却きやつ下かです。……そういえば以前私がつけてあげた《ファザコンプリン》はどうなりました？　あれは我われながらあなたにぴったりの名前だと思ったのですが」


    　見た目と性せい癖へきから彼女に奉たてまつったふたつ名でしたが、香理は悪びれもせずに答えました。


    「ああ、あれね。格好悪いから後輩にくれてやった」


    　貰もらったほうも困惑したでしょう。なにより他人に譲じよう渡とできるものなのかもわかりません。


    　私はそれ以上深入りするのはよして、話を切り上げることにしました。


    「もう何でも好きにどうぞ。それより、宿題のことを心配するべきだと思いますね。《毒ロリウス》は、あなたには宿題なんて写させてあげません」


    　酷ひどい仇あだ名なをつけられた正当な報復でしたが、香理はおやおやと頭を振り、嘆なげきます。


    「この世には善意の欠片かけらも残っちゃあいねえのかねえ？　美郁みたいな腹黒は、面接で弾はじかれるはずなのに。よく入学できたな。奇跡？」


    「ちょっと！　私が性格悪いみたいな言いかた、やめてもらえます？」


    「じゃあ《若おかあはん》に聞いてみよう。どう思う、かえっちゃん？　美郁は性格に問題を抱かかえておりますよな？」


    「抱えておりませんよね？　正統派美少女路線ですよね？」


    　話を振られた楓は、困った顔の見本のような表情で、首をかしげてくれました。友情とはなんぞやと、涙を流したくなる場面です。


    　ちょうどそのとき、ＨホームＲルーム開始のベルが鳴り、担任の先生が入室してこられました。委員長さんの号令に従い、起立礼着席。授業の始まりです。


    　後ろでは香こう理りが呟つぶやいていました。


    「しまった。アホなことをしてる間に、宿題やっつけとけばよかった……」


    「気づくのが遅くありませんか？」


    



    



    【２００５／０６／０６／１４１４】


    　九ここの重え探偵事務所から一キロ半ほど北へ行った場所に、その店はある。


    　木造ロッジ風の外観は、周囲の住宅からすれば多少浮いていた。


    　店頭は膝ひざ丈たけほどの外そと塀べいで縁ふち取どられた小さな前庭になっており、芝しば生ふと花が植えられている。


    　庭は三メートルほどで終わり、その先は階段。同じく丸太でできたステップ段を三段上ると、入り口にたどりつく。


    　ドアにはプレートが掛けられていた。札は今、表面。手書きの達たつ筆ぴつな文字で『どうぞ』と書かれており、店が営業中であると教えている。


    　久く遠おんはドアを押し開けて、中を覗のぞく。


    「おはようございます。皆さんの久遠です。毎度どうも……」


    　恐る恐る告げたのには理由があった。彼は通常、この店には出入禁止だと言い渡されており、禁を破れば恐ろしい制せい裁さいが待っている。


    　今近衛ここのえ久遠は二十二歳。職業は自称探偵。収まりの悪い髪の他は、取り立てて特徴のない外見をしている。


    　本日の装いは、長なが袖そでのシャツを折り返して七分袖にした上衣と、黒系のワークパンツ。そのあたりにある物を適当に着るのが、彼の服装に関する姿勢だった。


    　久遠の呼びかけに応える声はなかった。呼び鈴りんもついていない。


    　一歩、店内に足を踏み入れる。


    　店内は日差しで満ちていた。採光を目的に、東と西の両側には大きな出窓が設しつらえられ、室内の雰ふん囲い気きを明るくしている。


    　店自体は広くない。


    　ドアを入った右手の窓まど際ぎわには、来店した客が腰掛ける用の椅い子すと、小テーブルが並んでいる。調度類は手作り感溢あふれる木製の品で統一されていた。


    　窓の隣となりからは壁一面に、商品が陳列されている。


    　値打ちのありそうな銀食器や陶とう器きもあれば、ビーズの腕輪、指輪、イヤリングといったアクセサリ類も揃そろっている。他にはぬいぐるみの数が目を惹ひいた。久遠でも知っている流は行やりのキャラクター商品から年代物まで、所ところ狭せましと並んでいる。


    『きら☆べあ』は、雑多な小物類を扱う店なのだった。


    　客の姿は見当たらない。奥に向けて声を張ってみる。


    「ユウさーん！　久く遠おんですけど！　もしかしてお留守ですか？　いるんでしょー？」


    　返事はない。店内は静まり返ったまま。


    　どうしたものかと、久遠は近くに飾られていたパンダのぬいぐるみを手に取った。大きな目玉と半月型に笑った口。なかなか味のある顔つきをしている。


    　いくらくらいするものなのか、ひっくり返して値札を探してみた。掌てのひら大のパンダは、久遠が一日に使用できる紙し幣へいの枚数をゆうに超えるポテンシャルを秘めている。


    「……ぬいぐるみのくせになかなかやるね、君」


    　感心してもとの場所へ戻そうとしたとき、隣となりの部屋から物音が聞こえた。店の最さい奥おう、レジスターの隣にある通用口が開く。


    　現れたのは、背の高い麗れい人じんだった。


    　荒あら礼らい熊ゆうは、眠そうな表情で久遠のほうへとやってくる。トレードマークの羽は織おりを脱いだインナー姿で、足下は鉄製の草ぞう履り。


    　身につけたアクセサリをはじめ、上下に渡って暖色系のコーディネートで統一している。さしずめ今日はオレンジ系統の色が良いとでも占いの結果が出たのだろう。


    　久遠の前まで億おつ劫くうそうにやってきた彼女は、挨あい拶さつもなしに久遠の胸元へと手を伸ばす。


    　瞬まばたきの間に、久遠の手からぬいぐるみは奪い去られていた。


    「汚ねー手で触んな。商品価値が下がるだろーが。……よしよし、ぱややん、もう大丈夫だからな。すぐに消毒してやる」


    「あっ、酷ひどくないですか？　僕は変な病びよう原げん菌きんとか持ってません。ほら、手も奇き麗れい」


    「噓うそつけ。美郁みーの心くらい汚れてる。汚お染せん警戒レベルだ」


    　久遠には中ちゆう傷しようを聞き流すほど気がかりなことがあった。


    「それよりその子、ぱややんって言うんですか？　ぶっ！　なんですそれ？　まさかユウさん、売り物のぬいぐるみ全部に名前つけてるんじゃないですよね？　どこの乙女おとめが……」


    　いきなりユウの手から投げられたぱややんが、久遠の顔にめり込んだ。勢いのついたパンダのヘッドバッドを顔面に受け、床を転げ回る久遠。


    「やられたああ！　絶対これ顔が陥かん没ぼつしてる！」


    　荒礼は表向き雑貨店のオーナーだが、裏では際きわどい仕事にも手を出している。そうした稼か業ぎようで生き残るために当然、腕うでっ節ぷしは強い。


    　その腕力で投とう擲てきされた物体は、ぬいぐるみといえどもただならぬ威力をもつことになる。


    「今のはぱややんの怒りぶんだ。次は私の……」


    「ごめんなさいもう笑いません！　だからその木彫りの熊を降ろして！　そんなものが当たったら、僕死んじゃいます！　クオンマダシニタクナイ！」


    「ちっ。……まあ、さっき掃除したばっかだ。飛び散った脳のう味み噌そ拭ふき取るのも面倒くせーか」


    　命の危機を回避した久く遠おんは続ける。


    「おはようございます、ユウさん。今日は定休日ですか？」


    「うるせーな。この時間はいつも客いねーんだよ。だから店に出てなかっただけだ。もし客が来たとしても、私は気配でわかるしな」


    「だったら僕のときも、始めから出てきてくれればいいじゃないですか」


    「来たのがおめーだから無視してただけだよ。昨日はあんまり寝てなくてねみーんだ。それをおめーが馬鹿みてーに大声出すから……」


    　適当極まりない態度で荒あら礼らいが尋たずねる。


    「それで何の用なんだ？　つまらねーことなら、許さねー。凹ぼこる」


    　改めて用件を切り出す。久遠とて顔が陥かん没ぼつするのは避けたい。


    「そうでした。美み郁いくちゃんの衣装ができてるから取ってこいって言われたんですけど」


    　おそらくそれが寝不足の原因なのだろう。欠伸あくびしながら、荒礼がキャッシャー台の端に置かれた包みを指さす。


    「おー。できてるぜ。そこの、カバー掛かってるやつだ。代金は貰もらってるから、持ってってくれ。……しかしおめーもお遣つかいとは、相変わらずこき使われてるな」


    「ひとからこき使われるのが僕の運命なんです。逆らうと麗れい華かさん、怖いしぃ……」
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    　美み郁いくの保護者を思い、恐怖に震える。荒あら礼らいは冷たかった。


    「泣くならよそでやれ。服に鼻汁つくと汚ねー」


    　中身はカバーに遮さえぎられて見えない。トークのネタを探して尋たずねてみる。


    「また今回も嵩かさ張ばる系ですか？」


    「いや、ちょっとシックな感じにしてある。デザインで麗れい華かと揉もめてよー。……てめーが着るわけじゃねーんだから、文句言うなってんだよな？　客からクレームつけられると、ぶん殴りたくなる」


    「注文したのは僕じゃないですよ。僕を殴る前にそれを思い出して！　大事ですよそこ！」


    　とばっちりで怪け我がをする前に、退散したほうが良さそうだった。


    「じゃあ僕、帰りますね。お邪じや魔ましました」


    「ほんと邪魔だ。さっさと消えろ。どうせ何も買わねーんだろうし」


    「勘かん弁べんして下さい。最近僕、美郁ちゃんにお小こ遣づかい制限されてるんですよ？」


    　久く遠おんがドアノブに手をかけたときだった。


    　レジの隣となりに敷かれてある黒電話が鳴り出した。


    　荒礼が受話器を取り、応対する。


    　久遠は振り返る。荒礼の店では海外から商品の買いつけも行おこなっていたから、その種の電話だろうと見当をつけた。美郁の話では、『きら☆べあ』の滑り出しはなかなか好調らしい。


    　帰るかと踵きびすを返しかけた。


    　しかし出ようとする彼を、荒礼が呼び止める。


    「……待て久遠。おめーにだ。出ろ」


    「あれ？　美郁ちゃんですか？　携帯にかければいいのにな」


    　何気なく受け取る。美郁からかけてくるのはレアケースだった。よくないことでも起こったのでなければいいがと思いつつ、電話を替わる。


    「はいもしもし。こちらは愛のトラブルシューター、略してＩのＴＳ、久遠です」


    『解決してもらいたい問題は愛とは関係ありませんが、よろしいかしら？』


    　声に背中がそそけ立った。その声を聞くだけで誰かを覚さとる。


    　電話の向こうにいるのは、久遠の実姉、九ここの重え白しら雪ゆき。


    　一九九九年末に起こった異常犯罪、《拡大人的破壊》。


    　世界各地の同日同時刻に、都つ合ごう千九百九十九名が死亡するという、過去例のないテロ事件が発生した。


    　白雪はその事件を解決すると宣言し、多くの者たちから賛同を得た。だがその実、彼女こそがことを計画した首しゆ魁かいなのである。


    　その真実を隠したまま、姉は人類の擁よう護ご者として敬うやまわれる立場にいる。そして自みずからに反抗する者たちを排除しようと画策している。


    　受話器の向こうで、姉が言った。


    『久しぶりですね。ちょうど九十日と、二分五十五秒ぶりですか？　元気にしていたのは知っていますよ』


    　答える声が掠かすれるのは、不意だったせいか。


    「……元気なのだけが取り柄でね」


    『そう、何か他の長所を見つけなさいと勧めておきましょう。……前置きはこのくらいで、本題に入ります。時間が惜しいわ。おそらく、あなたにとっても』


    　声のトーンが低くなる。


    「僕にとっても？」


    『あなたたちにとっても、でしょうか』


    　白しら雪ゆきは笑ったようだった。そして次の瞬間には、冷れい酷こくな調子に変化して、言う。


    『新しいプレゼントを贈ります。美み郁いくのもとへ、刺し客かくを送ることにしました。人数は七人。いずれも私が選えりすぐった、精せい鋭えいです。楽しんでもらえると嬉うれしいのだけれど』


    　姉の言葉に震えがきた。


    「……七人の刺客？　なぜそんな……」


    　白雪は疑問を聞き流す。


    『私はひとに贈り物をするのが好きなの。知っているでしょう？』


    「ケーキと花束くらいでとどめておいてくれればね」


    『他ひ人と様さまを歓迎しようというのに、手抜きは許されないわ。招待ホスト役としてのマナーです』


    　昔、彼女の口から同じことを聞いたことがある。


    　そのときから随ずい分ぶんと変わってしまった姉は続ける。


    『刺客たちは聖セントバーナード学園に向かって進んでいます。私と話しているより、急いだほうがいいのでは？』


    　思わず口調が強くなった。聞かずもがなのことを尋たずねてしまう。


    「何のために美郁ちゃんを狙ねらうんだ、姉さん？」


    　案あんの定じよう、姉は答えてくれない。彼女は久く遠おんを話すに足る相手として認めていない。


    『あなたが知る必要はありません。あなたが知ってよいことではないの』


    　通話はそこで切断される。


    　受話器を叩きつけるようにして戻した。


    　憤いきどおりは収まらない。理り不ふ尽じんさと悪お寒かんが混ざり合わさった感情が、久遠を責め立て焦あせらせる。


    　なぜ彼女が狙われなければならないのだと。


    　過か酷こくな運命に巻き込まれてしまった美郁に、同情よりも憐れん憫びんが先にきた。


    　姉からもたらされる災さい厄やくも、幾いく度ど目になるか数えられないほど。それでも受けて立つより道はない。


    　美み郁いくを守る。それは自分自身に課した誓せい約やくだった。


    　学園へ急ごうとする久く遠おんへ、荒あら礼らいが声をかける。


    「店の備品だぞ。もうちょっと丁てい寧ねいに扱え」


    　電話のヘッドを撫なでながら、店主が言う。


    　受話器を渡されたときは気づかなかったが、荒礼の顔からは眠気が消えていた。仕事用の表情で問いかけてくる。


    「また恒例のちょっかいってわけだ。よっぽど暇ひましてるみてーだな、女王サマは」


    「やりとりを聞いてたんですか？」


    「耳はいいんでね。……私も行くぜ？　人数制限はねーんだろ？　七人も相手にしようってんだ。おめーひとりじゃ危ねー」


    　援軍の参戦には素直に頷うなずいておいた。


    「助かります。その七人、やっぱり《女王陛下の五十二枚》ですかね？」


    　白しら雪ゆき直属の仕事人組織は通称、女王陛下の五十二枚と呼ばれている。武力や知力、各おの々おの秀ひいでた特技のあるメンバーから構成されており、敵としては誰ひとり取っても手て強ごわい相手だった。


    　その構成員の幾いく人にんかを知る荒礼だったが、彼女はそれと断定しなかった。


    「どーだか。敵の面ツラ拝おがむまではわかんねーな」


    　カウンター奥のフックに引っかけてあった羽は織おりを手に取りつつ、荒礼が促す。


    「相手が誰かは、行けばわかる話だ。……それより急ごーぜ。走れば二分ほどで着く」


    「ユウさんだけですよそれは。だけど、ぐちってる場合じゃないか」


    　先に立って表へ出る。荒礼は表札を裏返し、『留守』の文字に掛け替えた。


    　学園はここから二キロほど南東に位置する。二分とは言わずとも、急げば十分ほどで行き着ける。


    　ふたりが出発しようとしたときだった。


    　不意に正面道路脇の小道から、ひとりの影が現れた。


    　幽霊のような足取りに、静かな気配。身を包むのは灰色のロングコート。


    　頭には同系色のフードをすっぽり被かぶっており、その下、顔までは窺うかがい知れない。


    　久遠の隣となりで、荒礼が息を整えるのが感じられた。


    　このタイミングで登場した不気味な人物が味方では有り得ないことを、ふたりは気配で嗅かぎ取っている。


    「……まずはこいつがひとりめ、ってことか」


    　庭先の小こ砂じや利りを足で平ならしながら、荒礼が呟つぶやく。


    　敵らしきフードの人物は、ふたりの眼前、十メートルの位置でじっと動かない。こちらの動きを待ちつつ、誘っているかの如ごとき佇たたずまい。


    　刺し客かくは七人、と白雪は語っていた。


    　ならばこのひとりめは、こちらを足止めするための壁役といったところか。


    　戦う準備に入ろうとする久く遠おんを、荒あら礼らいが制した。


    「先に行きな、久遠。せっかく来店されたお客様だ。もてなしもせずに帰すのは忍しのびねー。こいつの相手は任せておきな」


    　それは駄目だと言いかけて、やめる。


    　優先するべきは、一刻も早く学園へたどりつくことにある。ここでふたりとも時間を取られていては、助けられる者も助けられなくなってしまう。


    　荒礼の心遣いに感謝して、小さく頭を下げるだけにとどめた。


    「……気をつけて、ユウさん」


    　返るのは強気の答弁。


    「すぐ追いかける。みーに怪け我がさせるんじゃねーぞ？」


    　久遠はフードの人物の動きを計る。こちらが横をすり抜けようとしたところを攻撃してくるつもりなのか。それともこの敵の狙ねらいは、自分かユウの、どちらか一方か。


    　迷う時間が惜しかった。


    　立ち止まる敵の真横を、久遠は一直線に駆け抜ける。


    　通り過ぎる際にも、フードの位置は微動だにしない。久遠が行くのを妨ぼう害がいするそぶりは見られない。


    　それをかえって不気味に感じながらも、ユウに後を託して走る。


    　間に合わないのはもう御ご免めんだった。


    



    　フードの人物は、走って行く久遠を追おうとはしなかった。


    　残った荒礼は、敵らしき影に話しかける。


    「さて、だ、ねーちゃん。女だってのはわかってるぜ？　少しばかり、覚えのある香水の匂いが鼻につく。白しら雪ゆきの好きだった匂いが。……あいつと親しい奴のひとりだな？　フード取って挨あい拶さつする気はあんのかよ？」


    　影は無言を貫つらぬいた。聞こえていないはずはない。


    　その様子を観察しながら、再度荒礼は挑発を仕掛ける。


    「なあ、てめーが五十二枚のひとりなら、私の知ってる奴かもしれねー。お互いに挨拶し合うといこうぜ。私はなんでも礼れい儀ぎ正しくやるのが好きなんだ。そう躾しつけられたんでな。……ま、もっとも挨拶っても、拳こぶしで語るほうになるだろうけどよー」


    　荒礼の指先が、仕掛けどきを窺うかがって曲げ伸ばしされる。


    　そんな好戦的な態度を前に、フードの人物は挨拶に応じる気になったようだった。


    　細い指先がフードの目め庇びさしにかかる。


    　女は一息にそれを後ろに払いのけた。


    　広がる髪の色はフードに近い灰はい褐かつ色しよく。


    　どんな顔が現れるのかと待ち構えていた荒あら礼らいにも、フードの下に隠れていた顔はあまりにも意外なものだった。


    　言葉を失い、ただ見つめる。


    　剛ごう胆たんで鳴らした荒礼をして驚きよう愕がくさせるほど、その人物は彼女が想定もしていなかった人物だった。


    「……なんでお前がここにいる？」


    　声を絞り出すのがやっと。それだけの言葉を紡つむぎ出すのが苦行に感じられるほど。


    　驚きが荒礼を支配している。


    　目の前の女は優雅に微笑ほほえんだ。その微笑みかたは、多少きらびやかでありすぎたものの。


    　そこにいる女は紛まぎれもなく、彼女。


    「……月つき子こ……」


    　短く発せられた名前に、女はもう一度笑んだ。


    　今近衛ここのえ久く遠おんの元恋人にして、七なな歳とせ美み郁いくの失しつ踪そうした姉。


    　そして荒礼にとっての懐かしき友人。


    　七歳美み日か月つきの顔がそこにあった。
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    【今日を生きるための観察日記／②】


    　太陽も中天から傾いた、午後三時。


    　本日の授業を終えた私たち、私と香こう理り、楓かえでは、理科準備室に向かっている途中でした。


    　というのも問題児・秋あき口ぐち香理嬢が、課題を提出できなかった罰ばつとして、六限目の授業で使った実験器具を片づけるよう、担当教きよう諭ゆから厳命されていたからです。


    　我われ々われ三人は運命共同体。友人の危機に手を貸すのは当たり前のこと。


    　私は満面の笑みを浮かべながら、ちくちくと香理を責め立てつつ歩きます。


    「さあ！　私の貴重な放課後も、誰かのおかげでとても有意義に過ごせそうですよ！　感謝してもしきれぬとはこのことですね！　私は今、奉ほう仕しの喜びに身を震わせております」


    「だからごめんって。今度うちの店でなんか奢おごるからさぁ」


    「いえいえ、そんな滅めつ相そうもない！　私、秋口さんのお手伝いをできるだけで、大変光栄に思う次第です！　汚れ役を引き受けることさえ厭いとわぬとは！　それも放課後居残ってまで！　なんという自己犠ぎ牲せいの化け身しんなのか！　宿題を忘れて怒られてまで！」


    　廊ろう下かをすれ違う男子生徒が、私の美声に驚きながら通り過ぎていきます。


    「ちょっ！　今の絶対聞こえてた！　私の恥が全校生徒に伝達されていく！」


    「まだまだ！　秋口様の素晴らしき献身精神ボランテイアスピリツトは、この程度では伝えきれませんよ！」


    「ねえ、もうそれくらいで許してあげたら……」


    　心優しき楓はそう窘たしなめてきましたが、私のターンは続きます。


    　普段は私のほうこそ背が低いだの脚が短いだの背が低いだの言われ放題でしたから、たまには攻守替わってもよろしいでしょう。ときには私も攻め手に回りたいのです。いえ別に、いやらしい意味ではありません。


    　自分の醜しゆう態たいを喧けん伝でんされるのを恐れた香理は、か弱い私を背後から羽は交がい締じめにしながら、泣き言を繰り出しました。


    「それくらいでご勘かん弁べんくだせぇ！　あっしには帰りを待ちわびる病気の父親が……」


    「それはさっき聞きました。ネタが被かぶっています。不許可」


    「だってぇ！　私このままだと留年させるぞとか脅おどされたんだよ。その傷しよう心しんの私を、もっと労いたわってくれてもいいじゃないのさ！　それが友達でしょうが！」


    「……よく聞いてください香理。友達だからこそ厳しいことも言うのです。どうでもいいと思っている相手になら、適当な言葉でお茶を濁にごしておくのが私流。ですがあなたにはきちんと更こう生せいしてほしいからこそ、言いたくもないことを言わなければならない。……そんな私の気持ちをわかってください。私も楓も、あなた以上に辛つらいのです」


    「美み郁いく……！」


    　感動するふりポーズをする友人に、私は事実を突きつけました。


    「留年したら、私たちを呼ぶときには敬称をつけるように。私は七なな歳とせ先輩です。ほら、試ためしに呼んでみてください。今から練習しておいたほうがいいですよ？」


    「留年なんて大嫌い！」


    　マジ落ち込みする友人Ａ。


    　もっとも聖バ校はこの十年で、ひとりしか留年者を出しておりません。少しくらい課題を出さなかったからといって、進級できないなどということは有り得ないのです。


    　しかし面白かったので、そのことは伏せておきました。この秘密は墓の下まで持って行く覚悟です。


    　とはいえ香こう理りは、元気と能天気だけが取り柄のおなごです。立ち直りの早さにかけては、起き上がり小こ法ぼ師しも敵かないません。


    「気分転換にゲームでもしませう！　恒例の、いきなり連想ゲーム！　じゃあ美み郁いくから！　さん、はい！」


    「何がいいですかね？　……私今ふと、『留年』という単語が思い浮かびました。初めのワードはそれにしましょう」


    「よみがえる私の不安感！」


    　気分転換に失敗した友人に、私は優しく言いました。


    「まあ今のは小こ粋いきな美郁ジョークですが」


    「そんなジョーク聞きたくなかった！　やっぱり悪魔の申し子だよあんた！」


    「ふたりとも仲良しだね……」


    　おおむね楓かえでのまとめで正解でした。


    　私たちが理科準備室の前まで来ると、ちょうど校内放送で呼び出しの音楽が流れます。普段は聞き流している呼び出しでしたが、耳に留まったのは、私の名前が呼ばれていたからでした。自分の名前はなぜかよく入ってくるものです。


    『高等部一年三組、七歳美郁さん。至急高校正門前まで来てください。繰り返します。一年三組、七歳美郁さん……』


    　期待をこめた目で私を見る秋あき口ぐち嬢。


    「もしかして美郁も留年コースなのでは！」


    「そんな夢も希望もないコースには入りません。……ひとりで行ってきますから、ふたりは片づけを始めていてください」


    　無論香理が、こんな面白そうな事態を見み逃のがすはずがありませんでした。


    「水くさいぞよ親友！　あんたの危機ピンチは私のチャンス。もとい、私にも危機！　私があんたのお悩みを、ズバッと解決してやるぜよ！」


    「結構です。余計にこじれそうですから。……楓、この愚おろか者をそこらの柱にでも縛りつけておいてくれますか？」


    「え、ううん、でも、紐ひもがない……」


    「紐なぞ不要！　なぜなら私は大人しく縛られてはいないから！　私たちもお供しますぜ、美み郁いくの旦だん那な！　あっしに何でも命じてくだせえ！　駄目だっつってもついてくからね！」


    　私は抵抗するのを諦あきらめて、お供を引き連れ正門へと向かうことにしました。


    　校内放送での呼び出しを受けたのはこれまでも何度かあります。大たい抵ていの場合、所長代理かユウさんが何かをしでかし、その後始末のために呼ばれるケースがほとんどでした。例えばふたりが何かを壊したとか、身許引受人が必要だとか、そうした場合に私が呼ばれるのです。霞かすみ霞か市内でなら、私は知名度抜群、おまけに保護者が高名な弁護士とあって、未成年でも所長代理の身み請うけくらいはできるのです。


    　玄関口から敷石の張られた広場を通り、正門まで歩きます。


    　私たちが目指す高校の正門は、朝登校してくる小学正門とはまた違った門です。高等部の校舎から五十メートルほど離れた場所にある門で、学園の最南端に当たることから、通称裏門と呼ばれていました。


    　その裏門までは、緩ゆるやかな下り坂になっておりました。赤いアスファルトで舗ほ装そうされた道を降りながら、三人で雑談に興じます。


    　門に着いたとき、ちょうど掃除時間終了の予よ鈴れいが鳴り響くのが聞こえてきました。三時十五分の合図。


    　裏門と呼ばれるわりに、門構えは立派なものでした。トラック二台が横並びに通れるくらいの幅に、ゴシック風の鉄てつ柵さくが嵌はめ込まれた両開きの造り。


    　付近に人の気配はありませんでした。


    　無人。目に映るのは、門の外から飛んできた紙かみ屑くずくらい。


    　なんとここまでひとを呼び出しておいて、その呼び出した当人が来ていなかったのです。


    　私たちは人影を探して周囲を見回しましたが、やはり誰も見当たりません。


    「帰ったのかな？　でもそんな時間経ってないのに。せっかちな奴めが！」


    「間違って中学の門とかで待ってるんじゃない？」


    　学園には小中高大それぞれに通用門がありますから、楓かえでの話もわからないではありません。けれど放送では『高校正門』と言っておりました。ならばここのはず。


    　私は門脇の守しゆ衛えい待機所の窓を叩きました。中にいた守衛さんに、誰か私を訪ねてきた人がいなかったかを聞いてみます。


    　そんなひとは来ていないとの答え。学園の守衛さんは所長代理のように仕事をさぼったりはなさいませんから、門を通る輩やからを見み逃のがしたりはされないでしょう。守衛さんが来ていないと仰おつしゃるからには、来ていないのです。


    　ではあの呼び出しは何だったのでしょうか。


    　どうにも肩すかしを喰らった気分です。あまり気持ちのよいものではありません。


    「悪ふざけにしては手が込んでいますね。クラスメイトの皆さんの中に、こんな悪いた戯ずらをするひとはいないでしょうし」


    　香こう理りを除いた級友たちは常識人ばかりです。その香理も、授業が終わってからはずっと私といっしょにおりましたから、悪戯を仕掛ける時間はなかったはず。


    　私たちはしばらくそこで待ってみましたが、遅れて誰かがやって来ることはありませんでした。


    　十分も待ったでしょうか。見切りをつけた香理が私に言いました。


    「もう来ないと思うね、私は。そろそろ帰る？　帰りどっか寄る？」


    「その前に、実験室の片づけをしないと。……なぜそんな悲しそうな顔をするのです？　あなたが課題をやってこないからいけないんですよ？」


    　他に用事もありません。私たちは校舎に戻ることにしました。


    　下りてきた坂道を引き返します。その中腹で、楓かえでが何気なく言いました。


    「クラブ始まってるのに静かだね。まるでお休みの日みたい」


    　楓が指摘したように、周囲は静かすぎました。


    　坂を上がった横手には、三年生の校舎がありました。なのに開け放たれたどの窓からも、ざわめきひとつ聞こえてきません。学園に通う生徒たちがよほどお淑しとやかな子し弟てい揃ぞろいなら話はわかりますが、そんなことは有り得ません。もし仮にそうであったとしても、吹奏楽の音色すら聞こえないのは不気味です。放課後はいつも熱心に練習しておられますのに。


    　良い予感は、まったくしませんでした。私は質の良くない事件に出くわすことにかけては、世界屈くつ指しの確率を誇る美少女なのです。


    　坂を登りきり、二年生の校舎前まで差しかかったときでした。


    　ひとつの影が、玄関口に現れます。


    　一歩、その影が前へ。それによって陽の光が当たる結果となり、全身が確認できるようになりました。


    「……何、あれ？」


    　ふたりにも、その人物は幻まぼろしでなく映っていたようでした。


    　黒いブラウスに、黒いロングスカート。


    　きっちりとした上下揃いの、目立たぬ衣装。それだけなら非常にストイックな装よそおいだと言えたのでしょうが、彼女の前半身には、さらに謹直ストイツクさを引き立てるものがつけられていました。


    　腰回りから膝ひざ下までを覆おおう、白灰の一枚布。


    　おそらくはシルク張りであろうそれは、どこからどう見てもエプロンでした。


    　つまりわかりやすく言うなら、彼女は完全なクラシック・メイドスタイルであったのです。いえ、メイドより格上の、婦長クラスの装い。


    　香こう理りが何、と言ったのも、無理のないことではありました。


    　一般的に、メイドさんは都会の一部地域か、ブルジョワなお宅にしかいないはずなのです。


    　ここが近世のヨーロッパであれば、彼女の存在はそれなりに風景に溶け込んでいたことでしょう。しかしここは現代の日本であり、おまけに教育施設のど真ん中。メイドさんがいるのは不自然極まりないことでした。


    　私たちがぽかんとしていると、当のメイドさんから話しかけてこられます。


    「……七なな歳とせ美み郁いく様とお見受けしましたが」


    　およそ不適当な場所に出現した彼女が言いました。


    　年の頃は三十前くらいでしょうか。衣装ばかりに目を奪われがちですが、慣れてくると彼女の容よう貌ぼうにまで注意が向きます。


    　切れ長の眦まなじりに、引っ詰め髪。左の目には、片眼鏡モノクルが嵌はまっています。


    　全体に冷たい印象の、国こく籍せき不明な美女でした。


    　隣となりにいた香理が、私を肘ひじでつつきました。


    「……呼ばれてるよ、美郁。それにしても、私、生まれて初めて生メイドさん見たよ」


    「馬鹿なことを言っていると舌を抜きますよ」


    　私は正面のメイドさんから視線を離さず答えました。


    「……お察しのとおり、私が七歳美郁です。逃げも隠れもしたいところですが、どうやらそちらは私に御用の様子。名乗られるなら、聞かないでもありません」


    　メイドさんは謹きん厳げんそうに頭を下げられました。


    「失礼を。……わたくし、九ここの重え白しら雪ゆき様のお側そば付づき、《シャトー》・Ｓ・ティアラでございます。女王にお仕つかえできるのは身に余る光栄にして我が誉ほまれ。どうぞお見知りおきくださいませ」


    　無論よろしくと挨あい拶さつを返している場合ではありません。


    　世界の女王、九重白雪さんこそ、私の大敵でした。私の命を弄もてあそび、どころか人類そのものをも嬲なぶりものにしようと企たくらむ、世界史上屈くつ指しの詐さ欺ぎ師なのです。


    　大勢の人々に自分が正しいと思わせ、敵対する者たちを容よう赦しやなく刈り尽くそうとする大悪人だと、私は知っているのです。


    　ですから、白雪さんの部下であることを自慢げに語るひとに、こちらこそどうもと返礼するなど、不見識中の不見識。


    　私は香理たちの間から一歩、前に出ました。まだよく状況が呑み込めていないふたりを制して、来訪者に尋たずねます。


    「白雪さんのお仲間と仰おつしゃいましたが、……そんなかたを、私が諸もろ手てを挙げて歓迎すると思われているのではないでしょうね？　私はあなたがた白雪さんの御同輩全員を大鍋にでも入れて、下から火をつけたらどうかと思っているのです。そのサイズのお鍋が手近にあったら迷いなくそうします。それくらいあなたがたのことは嫌いですし、仲良くする気にはなれません」


    「白しら雪ゆき様ならこう仰おつしゃるでしょう。好きになってくれとは言わない、と」


    　ティアラさんは少しも動じませんでした。


    「わたくしがここに来たのは、あなたのご意見をお聞きするためではございません。……いささか不ぶ躾しつけなお願いではございますが、人ひと質じちとなっていただきたく存じます」


    「勝手な理屈を。……そういうやり口は好きになれませんね。何が嫌いと言って、私は自分に不利益がもたらされることほど、嫌いなことはありません」


    　人質になってくれと言われて、はいわかりましたと答える人間はいません。


    　対決姿勢を前面に出す私を諫いさめるつもりか、香こう理りが後ろから袖そでを引きました。


    「ちょっと、美み郁いく！　喧けん嘩か売るのは拙まずいって！　指導の先生にでも見られてたら、それこそ後でおおごとに！」


    「あのメイドさんは何言ってるの？」


    　楓かえでのもっともな質問を、私は受け流しました。


    「話せば長いことながら、話しても詮せん無なきことなのです。ハッピーエンドが好きなあなたには格別愉ゆ快かいな話とも思えませんしね。……下がって。彼女が何をしてくるかわかりません」


    　ふたりを安全な場所に避難させようとする私に、ティアラさんからの問い返し。


    「……協力してくださる気はございませんね？」


    「あなたがたに協力するくらいなら、ゴキブリとハウスダストについて協同研究でもするほうがましです。ああ、これは遠回しな悪口ですよ。気づいておられぬといけないので教えてあげますが」


    「……なるほど」


    　ティアラさんが、立っていた場所からさらに一歩こちらへ。


    　それに対し、私たちはひとかたまりのまま一歩後退。できるだけ距離を取ろうと試こころみます。


    「……わたくしへの悪口暴言は、いかようにでも。そんなものに関心はございません。……されど、我が主への中傷は看過できるものではない。殺すなと申しつかってはおりますが」


    「走って！」


    　彼女の言が終わらぬうちに、私は友人たちへ促うながしました。背を押すようにして、坂道の方向へと走り出します。


    　白雪さんから派は遣けんされてきた刺し客かく。私の事情に、無関係なふたりを巻き込むことはできません。


    　走りながらも、香理には口を利きく余よ裕ゆうがあるようでした。


    「どうなってんの？　白雪って、九ここの重え白雪？　あんたのお姉さんと友達なんじゃなかった？」


    「昔は友達だったのです！　でも今は……」


    　私の右横で悲鳴があがりました。


    　振り返れば、横を走っていたはずの楓かえでが後方に飛んでいく光景が見えました。彼女の胴体に巻きついた何かが、彼女を引っ張り、ティアラさんの手元へと手た繰ぐり寄せたのです！


    「楓！」


    「かえっちゃん！」


    　私たちの叫びに、捕まった楓は必死に声を返します。


    「ふたりとも、に……」


    　おそらく逃げて、と言いかけたのでしょうが、それは叶かなわぬ算段でした。


    　ティアラさんが腕を振るうと、彼女のブラウス袖そでから、黒い鎖くさりのような紐ひもが伸びてきました。それは低空を飛び交う燕つばめよりも素早く、私たちに向かってきます。


    　そして今度は香こう理りがそれに捕まりました。ティアラさんが手首を返すと、香理の躰からだも飛び攫さらわれていきます。気づけば香理も、彼女の足下に倒れ伏していました。


    　浴衣ゆかたの帯ほどの太さをした紐は、ふたりを捕らえて放しません。


    「鞭むち？　それともワイヤ？　しかしこの距離で……」


    　私たちと彼女との間には、二十メートル余りの間かん隔かくがありました。


    　その距離を精確に狙ねらって標的を巻き取るテクニック。そして五十キロはある香理を、細い紐だけで持ち上げる力の使いかた。


    　いずれも、一般人にできる技ではありませんでした。使いこなすためには、拳銃やナイフの扱いとは一味違った訓練を積まなくてはできない特殊技術です。


    　倒れながらも、香理はめげていませんでした。頭上のティアラさんに向かって怒声を張りあげます。


    「何すんだこのメイドさん！」


    　返事は厳しいタイトなものでした。


    　巻きついた黒色の紐が、香理の躰を硬くタイトに締め上げます。たまらず悲鳴を洩もらす香理。


    　彼女に説明するように、ティアラさんはゆっくりと言葉を紡つむぎました。


    「……初めに申し上げておきますが、わたくしはメイドではございません。《オベルブシャトー》に名を連つらねる侍じ従じゆうは、選えり抜きの一流揃ぞろい。奉仕と献けん身しんにかけては、他に劣おとるものではございません。メイドを超えるメイド。それが我われ々われ侍従の心得でございます」


    　御ご託たくに興味はありませんでした。


    「ふたりを返しなさい！　返さぬと言うのなら、私にも考えがあります！」


    「どうなさるのでございましょう？」


    「……そこまで近づいて、助けます」


    　自分でも自信なく、私は答えました。


    　困ったことに、私は武器らしき武器を持っておりません。愛と勇気、知恵に愛あい嬌きようは路上で叩き売りしてもよいほど潤じゆん沢たくでしたが、この場で役に立ちそうな攻撃道具は、ナイフ一本持っていないのです。飛んでくる鞭むちだかワイヤだかを切断しようにも、せいぜい歯で嚙かみつくくらいしかできそうにありませんでした。


    　そして私が嚙みついたくらいでは、ティアラさんの紐ひもは切れそうもなく。


    　無言で相対すること数瞬。


    　楓かえでを片腕に抱えたまま、残るティアラさんの手が振り抜かれました。


    　私に向かって伸びてくる紐先。あわや私もそれに捕らわれ、香こう理りたちと再会するのかと思われました。


    　鞭が巻きつく感触が制服越しに伝わります。私が釣り針にかかった魚のように引き上げられようとした瞬間。


    　飛び込んできた銀色の閃せん光こうが、紐とぶつかり煌きらめきました。


    



    　黒色の紐を断たち切ったのは、銀色の脚きやつ甲こう。


    　それが放つ光が頼もしいとすら見えたのは、おそらく私の錯さつ覚かくでしょうが。


    「……ここまでの僕は合格点だろう」


    　私の眼前にそびえる影が言いました。


    「待ち合わせに遅れず着いたんだから。……しかしこの学園は相変わらず広いな。走り回るほうの身にもなってほしいもんだ」


    　そこまで呟つぶやいてから、唐とう突とつに影はこちらを振り向きました。見慣れた顔が、倒れる私の上からこちらを見下ろしています。


    　所長代理は屈くつ託たくなく、私にぷらぷらと手を振りました。


    「やあもうまったく、誰かと思えば我が義妹いもうとじゃないですか！　かなり危ないところだったと見えたけど、そんな窮きゆう地ちを颯さつ爽そうと救った僕に、何なに某がしかの御礼があると僕は嬉うれしい！　そう、例えばお小遣いアップ、とかね？　いや、一応言ってみただけで、無理なら別にいいんですけどね？　僕は現状のままで、不満なんてないんですけどね！」


    　私は思わず安心してしまいました。我われながら情けないことに、所長代理如ごときが現れただけで助かったと思ってしまったのです。これが外そと木き場ばさんであればそう思うのも当然でしたでしょうが、所長代理で。


    　しかし私がそう思ってしまうほど、危地は危地であったのです。


    　所長代理とはいえ、ひとりで立ち向かうよりはまし。状況は、猫どころか所長代理の手を借りたいほどに切迫しています。


    「……今日は本当、珍しくいいときに来ましたね、所長代理。私としても、お小遣いアップを考えないでもありません」


    「え、ほんと？　……言ってみるもんだ。だがここで調子に乗るとしくじることを、僕は過去の体験から学習している！　だからここは敢あえて正論に出よう！　その件に関しては、このひとをなんとかしてから改めて話し合おうと！」


    　今日の所長代理はまともすぎてどうにもらしくありません。何か悪いものでも食べたのでしょうか。


    　私の懸け念ねんをよそに、所長代理はティアラさんの姿に目をやります。


    「……お早いお着きで。あなたは遅れてくれてもよかったんだけどね……」


    　そんな所長代理の態度も、相手のペースを崩すことはできません。


    「お噂うわさはかねがね、九ここの重え九く音おん様」


    　ティアラさんの態度は慇いん懃ぎんでした。


    「白しら雪ゆき様からの伝言は受け取っていただけたことと思います。……七人の刺し客かく。それを打ち倒せば、この勝負、あなたの勝ちでございます」


    「七人？　どういうことですか？」


    　私の問いかけは、すぐにわかることでした。


    　ティアラさんが、一ひと際きわよく通る声で呼びかけられます。


    「では、これより勝負といたしましょう」


    　それが合図だったのか、突然校舎の扉が開かれました。


    　そこに現れたのは、さらに三人。


    　いずれも灰色のフードと灰色の長衣を被かぶり、外見は区別がつきません。揃そろいのフードの下は、隠れていて見えないようになっていました。


    　あれがティアラさんの言う刺客たちかと、私は目を凝こらします。しかし謎めいたフードたちは一言も発せず、黙って各おの々おのの位置からこちらを見下ろしているだけでした。


    「あれに控えるは、《毒どく蝶ちよう》、《煙使いストーブリーグ》、そして《シナモン》」


    　右から順に紹介される刺客たち。


    「それぞれが《女王陛下の五十二枚》にして、異能の長エキスパート。彼らの芸を見事破り、屋上まで到達なさいませ。そこまで来れば、このふたりは解放いたします」


    　私は校舎の天てつ辺ぺんを見上げました。


    　屋上は生物部などが利用する、植物の温室になっています。中学時代生き物係をやっていた楓かえでに連れられて、私も何度かそこへ行った覚えがありました。


    　所長代理は説明に納得せずに問いました。


    「姉さんは七人だと言った！　残りの三人、……いや、あなたを入れると、ふたりか？　そいつらはどこにいるんだ？」


    「ご安心を。この校舎にいる者をすべて倒さぬ限り、彼らはあなたたちに手出しをいたしません。ものごとには順序がございます」


    「なるほどね。囚とらわれのお姫様たちを助けるために塔を登るゲームってわけだ」


    　ティアラさんは首を振りました。


    「この勝負、そんな容易たやすきものではございません、九く音おん様。懸かかるのは常に命。それをゲームだなどと言い立てるのは、軽々しくございませんか？」


    　所長代理は舌打ち。


    「いっそ本当にゲームで決着がつけられたらと思うよ。……だがいいさ。始めよう。できるだけ早く片づけて、陽が暮れる前に帰る」


    　ティアラさんの微笑ほほえみは冷たいものでした。


    「了りよう承しようしていただけた、とみなします。……ではのちほどお目にかかりましょう」


    　そう言うと、彼女は香こう理りと楓かえでを引き立て、校舎へと姿を消しました。


    



    　彼女が入り口へと消えると、私たちは深呼吸じみた長息を吐き出しました。


    　ティアラさんが連れていた三人の配下たちも、彼女に従って引き下がっていました。これで一時的にではあれ、話し合う時間をもつことができます。


    　私は所長代理から、ユウさんの店であった出来事を聞きました。それにより先さき程ほど、所長代理が残りの敵は三人、と言ったわけもはっきりします。


    　ユウさんと対決している刺し客かくがひとりいるのですから、残りは三人。


    　ティアラさんを刺客に含めるのなら、ふたり。


    　所長代理は、そちらは後にしようと言いました。


    「香理ちゃんたちを助けるのが先だ。あのひとの言葉を信じるなら、僕たちがふたりを助け出すまでは、次の試合は始まらない。まずは屋上まで上って、ふたりを助ける。まだ姿を見せてない残りの敵はもっと強いのかもしれないけど、それはそのときになってから考える」


    　私にも異論はありませんでした。


    「基本方針はそれで結構かと。……所長代理、武器はもう履はいているのですね？」


    　所長代理の足下には、銀色のブーツが見えておりました。拾じゆう壱いち断だん銀ぎん鎧がい仗じようと呼ばれる、最先端技術で鍛きたえられた特殊装備。幾いく層そうにも重ねられた鋼はがねの脚きやつ甲こうが頼もしく光ります。私が捕まっていた糸を切ったのはこのブーツでした。


    「ああ。途中事務所に寄って、断銀鎧仗これだけは取ってきた。丸腰で戦うのはさすがにね。……間に合って良かったよ」


    「良くありません。おかげで香理たちが攫さらわれてしまいました。彼女らに何かあったら、いったい私は今後、誰とお昼を食べればいいのですか？　はっ！　まさかひとり？　小学校時の悪夢がリバースしてきます！」


    「ちょっと美み郁いくちゃん？　正気を取り戻してくれ！　そのためなら目覚めの接せつ吻ぷん的なことも視野に入れて検討するよ僕は！」


    「セクハラ断固反対！　衝撃の美郁ナックル！」


    　カウンター気味に入った私の右拳フアーストブリツドが、所長代理の顔面を容よう赦しやなく打ち抜きました。


    「おおぅ！　本日二回目の顔面直撃！」


    　転がる所長代理を見たことで、私は正気を取り戻します。


    「一撃目はどこでやられたのです？」


    「いや、ユウさんに。……どうも敵より味方のほうが凶暴に思える……。僕に会えて嬉うれしいのはわかるけど、はしゃぎすぎだよ、美み郁いくちゃん！」


    「学園内にいるとテンションゲージが上がり気味でして」


    　しょうもないやりとりの結果、私はだいぶ落ち着くことができました。


    　私がせねばならないことは、攫さらわれたふたりを奪だつ還かんすることです。そして充実したお昼休みライフを取り戻すのです。


    「そうと決まれば所長代理、すぐ出発しましょう！」


    　所長代理は頷うなずきませんでした。顔には言いにくいことを切り出すときの表情が貼りついています。


    「……僕がふたりを追いかける。だから美郁ちゃんは、ここにいてくれ。動き回られるとかえって困る」


    「私が足手まといみたいな物言いですね。それこそ物言いクレームがつきそうです。私はこう見えてサバイバル能力には定評があるのです。白しら雪ゆきさんからの攻勢に、これまで生き残ってきたのですからね」


    　所長代理は何も言わず私の目を見つめました。


    　言いたいことはわかっています。


    　私はこのとおりの華きや奢しやな一女子高生ですから、白雪さん麾き下かのでたらめ超人たちと腕比べできようはずはありません。今しがたにせよ、所長代理が来なければあっさり捕まっていたでしょう。私がついていっても、所長代理のお荷物になるだけでした。


    　渋しぶ々しぶ、私は了りよう解かいします。


    「……わかりました。今回は大人しく引っ込んでいることにします。そうですよね、私みたいな体力なしは、階段を上る途中でへたばるのが関の山ですものね。待っていればいいんでしょう待っていれば。その代わり、ふたりは……」


    　友人たちのことを請うけ負おう所長代理。


    「うん。任された。僕が絶対助け出すから。……たぶん後からユウさんも来てくれると思う。見かけたら合流して」


    　今現在どこかでバトル中のユウさんも気にはなりましたが、とりあえず目の前の男に言っておきました。


    「一応言っておいてあげますが、……死なないようにしてくださいよ、所長代理」


    「おお、まったく力強い励ましの言葉だ！　やる気チャージＭＡＸ！」


    「それから香こう理りたちを無事に助け出せなかったら、末まつ代だいまで呪のろいますからね。それは覚悟しておいてください」


    「なにその背後から督とく戦せん兵へいが槍やりを突きつけてるみたいな、逃げ場のない進軍のさせかた！　せっかく溜たまったやる気を著いちじるしく損そこねること鬼の如ごとし！」


    　悪あつ鬼き羅ら刹せつと呼ばれようが、ふたりを取り戻してほしい。


    　それがそのときの私の思いでありました。


    　所長代理は私にひとつ頷うなずくと、玄関口へ歩を進めていきます。


    　その背中が見えなくなったところで、私はそこをあとにしました。


    　建物の陰を縫ぬって移動します。所長代理が救出作戦に向かっている間に、私には是非とも確かめておかねばならないことがあったのです。


    　目下の敵は所長代理を待ち受けるために動けません。その間に、私は私にできることをやろうと決めていたのです。


    



    



    【２００５／０６／０６／１５２４】


    　美み郁いくと別れ、玄関から校舎内へ。


    　少女の姿が見えなくなったところで一息。気分を引き締め直す。


    　状況はたぶんそれほど良くない。


    　脳内で彼との連動を開始する。


    　頭のどこかにある、見えない通話ボタンのスイッチを押すイメージ。それだけで、プログラムを構成するもうひとつの補助人格と会話が可能になる。


    　待つほどもなく、甲かん高だかい声が久く遠おんの頭に流れてきた。


    『……やっと呼び出しやがったか。今回は出番がねえんじゃないかって、心配になってたところだ。放置プレイなんか面白くも何ともねえんだぜ、久遠？』


    　声の主は死んだ男だった。名を階きざはし絶ぜつ無む、と言う。


    　今近衛ここのえ久遠という人間は、既すでにこの世には存在しない。


    　彼の躰からだを動かしているのは、九ここの重え白しら雪ゆきが開発した《多角的推理プログラム》と呼ばれるシステム。コードネームを《救世主殺しオラトリオスレイ》と呼こ称しようされる、九十九人のデータから成り立つプログラムである。


    　今近衛久遠、本来の名を九重九く音おんという男はかつて記憶データを摘出され、そのデータを組み込んだ《救世主殺しオラトリオスレイ》が再び九音の肉体に戻されたことで、奇跡的に意識を取り戻しただけの人間である。見方によっては人間ですらないとも言えた。


    　階絶無も久遠の同類。かつて外そと木き場ば外うい郎ろーという暗殺者に殺された男のデータがプログラム中に取り込まれ、自我らしきものを形成しているだけの、実体のない存在である。


    　ひとつ身に相乗りする補助役に向かって、久遠は語りかける。


    「さあ、行くよ絶ぜつ無む。今までの話は聞いてたか？」


    『当たり前だ。ここのところ退屈してたから、眠気覚ましにはちょうどいい』


    　久く遠おんとは違い、戦うことをそれほど苦とも思わない階きざはしは、切迫した状況下でも楽しげですらある。往年は《救きゆう世せい主しゆ》と呼ばれ、白しら雪ゆきとともに数々の事件に関係した彼は、豊富な戦闘実績と知識を抱かかえていた。


    　階の注意は前方以外にも向けられている。


    『それより、あのガキはどっか行っちまったみたいだぜ？　待ってろって言ったのによ。あそこの姉妹はひとの言うことを全然聞かねえな？』


    「いいんだ。安全なところに隠れててくれればそれで。……それよりこっちのことだ。さっき喋しやべってた女のひとに見覚えは？」


    『あるぜ。俺の知り合いだ』


    　問いかけに、心やすく答える相棒。


    『あいつは《シャトー》・Ｓ・ティアラ。警備保障の複合企業、《オベルブシャトー》に所属する、世界で五人しかいねえ戦闘侍じ従じゆうだ。オベルブシャトーでは、抱えてる構成員をそれぞれ五つのクラスにランク分けしていて……』


    「なんだ、妙に詳しいね？」


    『知り合いだって言ったろ？　黙って聞けよ。……ともかくだ。《シャトー》は世界中の有名人にスタッフ・サーヴィスを派は遣けんしてる。雇やとわれた連中の仕事は、掃除や洗濯なんかのクリーニング業だ。シャトーも、表向きの登録は清掃会社ってことになってる。だがよりお得意になった上客様エグゼクテイブには、それ以外のサーヴィスも提供してくれるってわけだ』


    「それが、護衛業ってことか？」


    『警護だけじゃねえ。場合によっちゃ敵を排除することもある。……ティアラはその中でも超エリート、Ｓ級だ。これはシャトーでも上位五人しかいないランクなんだ』


    　言葉だけなら情報を整理しきるのは難しかったかもしれないが、久遠たちには便利な特性がある。データのみの存在である彼らは、脳内で互いの知識を交換し合うことができる。


    　階から久遠へと、ティアラについての大まかな情報が流れ込んできた。


    　それを確認してから、久遠がわからない部分を尋たずねる。


    「じゃあ彼女は姉さんの側そつ近きんってことだね？　彼女が姉さんに協力することになったきっかけは？」


    『そこらは俺も知らねえな。だが《オベルブシャトー》は、金さえ払えば世界中どこにでも人材を派遣してくれる。白雪が秘書役をひとり雇おうと考えたとしたんなら、それで説明がつくだろう。普通はＳ級侍従なんか雇えるもんじゃねえが、世界の名探偵からの頼みとあっちゃ、シャトーの上層部も喜んで手配しただろうよ』


    「いかした出張サーヴィスだ。刺し客かく業まで請うけ負おうなんて」


    『なに、目標を掃除するって点だけ見りゃ、普通の清掃業者と変わらねえ』


    　思いつきのジョークに注意が続いた。


    『それと、あいつの目の前で《メイド》って言わねえほうがいいぜ？　ティアラは職業意識だけは高いからな。正確にゃ、連中は《侍じ従じゆう》と呼ばれてる』


    「その差が僕にはわからないな……」


    『俺だってわからねえよ。だけどまあ、気をつけるだけは気をつけろってことだ。とはいっても、あいつ自身はたいして強くねえけどな。メッセンジャー兼進行役ってところだろう』


    　建物の内部は静まり返っていた。


    　学園内の各棟は、それぞれ個性的な形をしている。長方形の校舎で窓は一面南向き、といったいかにもな規格の建物はひとつもなかった。


    　久く遠おんがいるのは高等部の第二校舎棟。主に二年生が使用する校舎である。


    　建物自体は丸い円柱状。玄関を抜けると広いエントランスホールになっており、真ん中は吹き抜け構造。そこから各階放射線状に、通路と教室が並んでいる。


    　各階に上がるための階段は一本道。吹き抜けの中心を貫つらぬく螺ら旋せん階段だけだった。


    　つまり進行ルートは一筋に限定される。刺し客かくたちがこの建物を戦闘区域に選んだのは、こちらの進路を絞り込みたいがためかと見当をつけた。


    「……非常階段を上るのは、たぶんルール違反だろうしね」


    『そりゃそうだ。決闘の様式美に反するぜそりゃ。ティアラが怒って人ひと質じちをどうかするかもしれねえ。……俺だって学園内はよく知ってる。白しら雪ゆきと初めて会ったのはここだった。上に行くには、あの階段を上るしかねえ』


    　二階へと続く段に足を乗せる。


    　階段自体の幅は広い。


    　軽自動車が二台、ゆうに対向できるほどの横幅がある。しかし傾斜はかなり急きゆう勾こう配ばいで、使いやすさよりもデザイン重視で設計された建物であるのは確実だった。


    　二階に到着するまではおよそ二十段強。高さにして一階分が四メートルは下らない、開放感のあるフロア構成になっている。


    　時間をかけて二階にたどりついた。敵影は見えない。


    　建物は六階建て。ティアラは最上階、七階に該がい当とうする温室にいるとして、およそ二階層にひとり、刺客が待ち構えている計算になる。


    　ブーツの感触を確かめながら、階段を上る。空調が効いているのか、この季節特有の湿気は感じられない。だが、階段の手て摺すりを握る掌てのひらには汗が滲にじむ。


    　危険に向かって進んでいる感覚が、緊張を運んでくる。


    　三階まで上る必要はなかった。


    　中二階とも言うべき階段の踊り場で、敵は久遠を待ち受けていた。


    　灰色のフードにコート姿。季節外れの外衣を脱ぎもせず、敵は久く遠おんを正面に捉える。


    　その袖そで口ぐちには、なにやら蠢うごめくものがあった。


    　その生き物に気づいた階きざはしが、敵の正体を言い当てる。


    『蠍さそりか。……とするとこいつは《毒どく蝶ちよう》崔さい壺こ娘じようか。初しよっぱなから飛ばしやがる。《女王陛下の五十二枚》、ダイヤの３。毒性の生き物ばかりを使う女だ』


    　踊り場から五段ほど隔へだてた下で、久遠が戦闘体勢に入る。


    「彼女の戦わ法ざは？」


    『だから虫とか蛇へびだよ。気持ち悪わりぃのばかり。……毒素を持つ生物を自在に使し役えきするのがこいつの戦いかただ。咬かまれないよう気をつけろ。さすがの俺も、毒を取り除く方法なんかには詳しくねえぜ？　知りたくもねえ』


    　階はそれほど昆虫類が好きではないようだった。


    　じりじりと階段を上る。敵はぴくりとも動かず、こちらの出方を誘っている。


    　階が指示を出した。


    『先手必勝だ！　サイドを使え！』


    　腕元の蠍が、威い嚇かくするように尾を上げる。


    　久遠の脚が階段を蹴り上がり、手て摺すりへと飛翔する。敵はその動きについてきていない。


    　手摺りを蹴って、一足飛びに《毒蝶》へと跳躍。断だん銀ぎん鎧がい仗じようが唸うなりをあげる。


    　振り下ろした久遠の右足が、敵の右肩へと墜おちた。階の十と八く番いでもある踵かかと落としが見事に決まる。


    　蹌踉よろめめく敵に、攻めろと言う檄げき。


    『こいつは肉体的にゃたいしたことねえ！　試合が長引かないうちに決めるぞ！』


    　久遠とて、ここで手間取るつもりはない。


    　敵の反撃がこない間に、攻め立てる。


    　躰からだが反転。右足を軸に、左足を伸ばす半回転捻ひねり蹴り。階からのデータ転送は、戦いの合間も途切れることなく続いている。それに従って足を出せば、世界ランカーと対たい峙じしても引けを取らない正確無比な打撃を放つことができる。


    　コートの鳩みず尾おちへ、一撃が飛んだ。《毒蝶》が躰ごと吹き飛んでいく。


    　上り階段に叩きつけられた敵は、動きを停める。


    　そこまでがすべて一瞬の攻防だった。


    　今近衛ここのえ久遠の戦闘力はそう低くない。自みずからの根幹でもある《救世主殺しオラトリオスレイ》、そこに宿る階のデータは、二流の敵程度ならば軽く粉ふん砕さいするだけの能力を秘めている。


    　久遠の躰がごく平均的な成人男子のものであったとしても、それを動かすサポートに当てられる階絶ぜつ無むの力は、外そと木き場ば外うい郎ろーに匹敵する。躰は並でも、それの動かしかたを指示するナビゲータは超一流。


    　肉体面で、速さで突出した敵が現れでもしない限り、敗北することは有り得ない。だからこそ過去数度、白しら雪ゆきからの刺し客かくにも対抗することができた。


    　その頼れる補佐役が、主格である久く遠おんに文句を言う。


    『おい、久遠。攻撃が遅れてたぞ。送った戦術プランどおりに動けよな。女相手だからって加減するな。変な優しさ見せてる場合か。下へ手たすりゃお前が虫どもにやられるんだぞ？』


    　だが《毒どく蝶ちよう》は立ち上がってこなかった。


    　彼女のコート下からは、蛇へびや蜘く蛛も、毒どく蛙がえるなどの生き物たちが姿を現した。夥おびただしいその数に驚きながらも、久遠はあることに気づく。


    「……？　この虫たち、みんな死んでるみたいだけど……」


    『虫のことなんかどうでもいいだろ。ほっとけ。それより、一匹目！　ってか？　この調子でどんどんいくぞ』


    「次もうまくいきますように……」


    　倒れた《毒蝶》の脇を駆け抜ける。まだ先は長い。


    『知ってるか？　悪い子のお願いは聞いてもらえねんだぜ？』


    「僕は生まれたときからずっと良い子さ。だろ？」


    『美み郁いくじゃあるまいし。……急ぐぞ。もう蠍さそりも出ねえだろう』


    　ひとりめを撃破したことで、ふたりには余よ裕ゆうが生まれていた。


    　階段を駆け上がる。普通に走れば、最上階まで二分もかからぬ距離。


    　次の刺客は、早くも四階で待ち構えていた。


    



    　階段を上る久遠の目に、灰色の全身が飛び込んでくる。


    『てめえらよお、どこの量販店で買ったんだ、そのコートは？』


    　いい気分で軽口を飛ばす階きざはしの声を受けながら、四階フロアで敵と向かい合う。


    　灰色の影はやはり無言。


    　下の階にいた《毒蝶》よりも、ひと回り体格に優れた長衣が、上階を塞ふさぐように立ちはだかっていた。


    　顔の見えない敵の正体を、階は看かん破ぱする。


    『《煙使いストーブリーグ》のご登場か。公おおやけの場にこいつを差し向けてくるとは、白雪も何を考えてやがるのか……』


    　彼ひ我がの距離はおよそ四メートル。動かない敵の、一挙手一投足を観察する。


    『《煙使いストーブリーグ》は本名不詳。米べい国こくを中心に活動してた、化学薬品系の爆弾使いだ。凶悪な奴さ。昔、セントルイスを火の海にしようとしてたのを白雪が取っ捕まえて、配下にした。俺なら友達になりたいとは思わねえな』


    「姉さんは誰とでも仲良くなるんだよ。僕の知ったことじゃないけどね」


    　攻撃に移ろうとする久く遠おんに、階きざはしが忠ちゆう告こくを投げかける。


    『コートの下はおそらくガスボンベだ。誤ってそいつを打ち抜きでもすれば、爆発するかもしれん』


    「校内で？　冗談じゃない」


    『なら狙ねらいは頭だ。昏こん倒とうさせる。……難しいぜ、できそうか？』


    「やるんだよ。そうだろ？」


    『お前、いつになくポジティブだな。母校の空気が懐かしいのか？』


    　久遠は笑って答えない。


    　懐かしいのかと言われれば、そうなのだろう。


    　胸をよぎるのは思い出の数々。


    　かつてここで数年間を過ごした。そのときも平凡な学生生活とはいかなかったが、生き死にを懸けて右往左往する世界とは縁遠かった。


    　学校へ来れば友人がいて、家に帰れば姉がいて。


    　そして、彼女がいた。


    　七なな歳とせ美み日か月つき。美み郁いくの姉であり、久遠の恋人だった女性。


    　彼女のことを忘れてはいない。ここで交わした会話を憶おぼえている。


    　時間。ここで流れていた穏やかな時間。友人たちとふざけ合い、姉の探偵業に嘴くちばしを挟さしはさんだり、美日月と一緒に過ごした。


    　そのときがずっと続くと信じていたのに。


    　姉は事務所を残して世界の女王となり、美日月は消えた。


    　あらゆることが周囲から抜け落ちていった。平和な日常も、安あん穏のんも、すべてが掌てのひらからこぼれ落ちていった。


    　彼自身の命さえ。


    『……久遠？』


    　階の怪け訝げんそうな声も遠く。


    　失なくしたのはそれだけではない。


    　それ以上に大切なものをも失ってしまった。


    　七歳美郁の肉体と魂たましいは、過去の事件で取り返しのつかない傷を負った。


    　白しら雪ゆきの配下によって、その身にプログラムを投与された彼女は、内臓をはじめ各器官に治ち療りよう不可能な負担を被こうむっている。プログラムの拒絶反応は肉体を痛めつけ、命すら脅おびやかす。美郁に残された時間は、そう長いものではない。


    　妹を頼むという美日月からの約束。


    　その約束を、一度は果たせなかった。美郁が傷ついたのは、久遠の失態が原因でもある。


    　もう一度と願うのは都つ合ごうがよすぎることなのかもしれない。


    　だが奇跡的に、償つぐなう機会を得た。ならばやることは決まっている。


    　美み郁いくを護る。そして、彼女の大切にしているものも守る。


    　そのためにここにいる。


    　思い出せと自分に言う。


    　ここに通っていた数年前。何も恐れることはなく、何も不安などなく、あったとしてもそれは手近な未来を怖がって揺れていただけの時代。


    　失うことの絶望を知りもしなかった当時。


    　あの頃はもっと勇ゆう敢かんに生きていたはずだ。


    「……プランをくれ、絶ぜつ無む」


    　友人に語りかける。


    「このひとを突破する。香こう理りちゃんたちが退屈してるといけない」


    『やっぱ今日はどうかしてるぜ、明日は雨だな、きっと』


    　楽しそうに階きざはし。


    『データを送る。速さの勝負だ。駆けっこは得意かよ？』


    「殴り合いよりは。……作戦了りよう解かい」


    　断だん銀ぎん鎧がい仗じようが床音を響かせる。


    　依然、敵に動きなし。あくまで守勢に徹する心積もりか。それともこの間にも、自分に有利なフィールドを作るよう、それとなく動いているのか。


    　久く遠おんの意識は前方へと集中する。敵の動向が読めない以上、残る手は攻めるか、守るか。


    　階は攻撃だと言った。戦闘において、彼のアドバイスは何より信じるに足りる。


    　階段を守るように立つ《煙使いストーブリーグ》。そこから離れ、教室に近い廊ろう下かまで距離を取った。


    　相手に向けて助走していく。


    　六メートルほどまで詰まった間かん隔かくから、全力疾走。


    『噴ふん霧む器きに気をつけろ！　奴がボンベを捻ひねる前に喰らわせる！』


    　階の言葉を聞く間も、直進は止まらない。


    　滑かつ走そうによって勢いのついた久遠の躰からだが、敵の眼前で消失する。横で試合を眺めている者があれば、そう見えたはずの動き。


    　床に手をつき、体勢を低くした久遠が、敵の両脚を狙ねらって刈る。


    　銀色の閃せん光こうが低空を薙ないだ。断銀鎧仗の重量は、片足でおよそ一キロ強。勢いよく当たれば人間の脚程度、容よう赦しやなく破壊するだけの威力となる。


    　支軸を奪われた《煙使いストーブリーグ》の上半身が揺らいだ。そこを見み逃のがさず、久遠の連撃。


    　倒れかかる顔面目がけて、膝ひざ頭がしらが飛ぶ。直撃。そこで終わらず、さらに追撃。


    　全体重を乗せた回し蹴り。


    　久遠より大きな敵の躰が、浮き上がる。衝撃に回転しつつ、階段の手て摺すりにぶち当たる。それを半分破壊しながら、壊れた手て摺すりに引っかかるようにして《煙使いストーブリーグ》が停止する。


    　階きざはしからは称賛の嵐が吹いた。


    『完璧パーフエクトッ！　奴がガス使う暇ひまもなかったな』


    　肩で息をつきながら、転がった《煙使いストーブリーグ》を眺める。


    　俯うつぶせに倒れた敵の表情は見えない。それに、彼が抱かかえているはずの武装も、同じく見当たらない。


    　階の計算どおりに勝負はついた。それは彼が優れた戦術家であることを示す結果だったのだろうが、一方で頭をよぎった考えもある。


    　あまりにも簡単すぎるのではないかという疑問。


    　はしゃぐ相方を抑えるようにして尋たずねる。


    「……絶ぜつ無む。なぜ彼は攻撃してこなかったんだろう？」


    『ああ？　勝ったのになんか不満でもあるのか？』


    「君の知る《煙使いストーブリーグ》は、化学ガスを専門に扱う相手だっていう。でもこのひとは、それらしい装備を持っていない」


    　階段から半身を突き出してぶら下がる、灰色男の腹部を眺める。


    　そこにはただ彼自身の肉体があるだけで、階が注意した器具類は見当たらない。


    「ガスボンベにせよ、その他の道具にせよ、彼は何も持っていない。おかしくないか？　これから戦うってわかってるのに、何の準備もしてきてないなんて。僕に関する情報は、向こうも熟知してるはずだ。いくら姉さんが僕を認めてないとしても、自分の部下には最低限の支し度たくくらいはさせるだろう？　なのに、このひとは空から手てで来た」


    　刺し客かくとして差し向けられた男が、自分の得意武器も用意せずに敵と戦おうとする。


    　その行為からは、まるでこの試合そのものがどうでもいいとでもいうような、投げ出した印象を受ける。


    　階は単純な思案を出してきた。


    『ならそのフードを剝はいでみりゃいいだろうが。俺は《煙使いストーブリーグ》の顔を知ってる。こいつが整形したんでもなけりゃ、すぐにわかるぜ。なんならお前にもそのデータを見せてやってもいい。ほれ、フードを捲めくってみろよ』


    「君を疑ってるわけじゃないんだ。ただ、どうしても気になって」


    　灰色のフードは男の顔面からずれかけていた。久く遠おんはそれを払う。


    　フードの中では、髭ひげ面づらの男が白目を剝むいていた。久遠の蹴しゆう打だによって顔の判別はつきづらくなってはいたが、階はそれが当人だと断定する。


    『ほら見ろ。やっぱり《煙使いストーブリーグ》じゃねえか。こいつも武闘派じゃねえんだよ。こっちの素早い動きについてこられなくったって当然だ。それに、お前もやる気旺おう盛せいだしな。俺がいつも言うだろ？　何事も楽しんでやればうまくいくんだよ』


    　悩みすぎかと思う。姉の思おも惑わくを気にするうちに、いつの間にか物事の裏を考える癖くせでもついてしまったのか。


    『それより、早く行こうぜ。まだあとひとり残ってるんだ。《シナモン》は、こいつらよりも格上だ。楽勝とはいかねえかもな』


    　喜ばしい情報ではなかったが、行くしかない。


    　気を引き締め直し、階段へと足をかける。こんなところで迷って時間を取られているときではない。仮にふたりを助けられたとしても、刺し客かくはまだ残っている。それがいつ、どういう形で襲ってくるのかも判明していない。


    　螺ら旋せん階段を上る。方向感覚をおかしくさせる階段の作りは、学園を卒業して随ずい分ぶん経つ久く遠おんを、往事のように混乱させる。上までの距離が遠く感じられた。


    　着実に歩を進めようとする久遠に、階きざはしが呟つぶやくのが聞こえた。


    『それにしてもやけに静かだな。今日は遠足か何かなのか？』


    　なぜこれほど静かなのか。ティアラは、白しら雪ゆきは、この校舎に人払いでもかけたのか。


    　その疑問は、刺客の問題に比べれば些さ細さいなことに思われた。


    



    



    【今日を生きるための観察日記／③】


    　所長代理と別れた私は、植え込みに隠れるようにして移動中でした。


    　香こう理りと楓かえでが連れて行かれたのは、第二校舎の屋上。そちらは所長代理に任せることにして、私はそこから離れた高等部中央棟を目指しておりました。


    　友人たちのことを考えると後ろ髪を引かれる思いですが、仕方ありません。私が行ってもできることはないのです。戦闘面で足手まといなのは自覚しております。


    　ですから私は、私に最大限できることを行おこなうべく、ある場所に行こうとしていたのです。


    　高等部中央棟は、主に一年から三年まで、全学年の生徒たちが利用する共同施設が集まっている棟むねでした。食堂や図書室を始め、高等部で教えておられる先生がたの職員室、保健室まで、ひととおり集められています。


    　位置としては、トライアングルを描く各学年校舎の中心に当たります。そのため中央棟と呼ばれているのです。


    　私の目的地は、その六階にある放送室でした。


    　放送室には全校生徒へと呼びかけるための機材が設置されており、構内への連絡事項は、この部屋を経由して流されます。先さき程ほど私を正門前へ呼び出した放送も、この部屋から流されたのに違いありません。


    　そして放送室にはもうひとつ、見過ごせない要素がありました。


    　そこは、高等部各所に配備された監視カメラの映像を一括管理する部屋でもあるのです。放送室は付近の様子をまとめて観察するのにうってつけの場所なのです。


    　もし所長代理の戦いを傍ぼう観かんしようと考える者がいたならば、必ずそこに現れるはず。


    　そんな考えから、私は放送室へと向かっておりました。


    　危険は百も承知。百どころか、十万くらいは危険でしたでしょう。


    　ですが所長代理が私の友人たちのために戦っている最中、私だけがぼやっとしていることはできません。敵もまさか私がひとりでそちらに赴おもむくとは考えていないでしょうから、不意を突くことができるのではないかとも思いました。


    　そこにいるのがただの刺し客かくであれば、対処のしようはあるはず。


    　もし刺客でなかったとしても、尚なお更さら好都合。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスです。


    　第二校舎から北東へ進めば、すぐに中央棟が見えてきます。私は忍にん者じやよりも密ひそやかに、その入り口へと忍しのび寄ります。


    　扉から廊ろう下かを覗のぞきましたが、誰もいません。不気味な静けさに占領された廊下は、いつもより長く感じられました。


    　中央棟は正三角形に近い形をしており、それぞれの頂点が各学年の校舎に向くよう造られていました。私が入ったのは、二年生校舎側の頂点に口を開けた入り口だったわけです。


    　この先は職員室と保健室。階段は私のすぐ横と、突き当たりにあります。放送室は六階の奥でしたから、どちらにせよ一度は突き当たりの階段を上がらなければならない計算になります。


    　私は忍び足を心こころ懸がけながら、職員室の前までにじり寄りました。ドアガラス越しに中を覗きます。


    　室内では、数人の教きよう諭ゆがそれぞれの席に腰掛けているのが見えました。話し声は聞こえません。またしても、不気味なほどの沈黙。


    　先生がたが戦闘に立ち入れないよう、白しら雪ゆきさんが何なに某がしかの手立てを講じたのでしょうか。


    　いずれにせよ、彼らに救援を求めるのは馬鹿げていました。


    　外部からの協力はあてにできません。一般の人々が、《女王陛下の五十二枚》を相手にどう立ち回れるでしょうか。死体が増えるだけです。それにもし、『校内で不審者が暴れているから警察に連絡を』などと頼んだとしても、意味がありません。警察は白雪さんの味方です。不審者というキーワードで、所長代理を連行していくくらいがせいぜいです。


    　私はドアから離れ、入ってきたほうに近い階段まで戻りました。私ひとりで放送室まで行くしかありません。そこにいるであろう人物を押さえれば、こちらが優位に立てるのです。


    　残るふたりの刺客か。それとも背後に控える黒幕か。


    　私が気合いを入れ、階段を上ろうとしていたときでした。


    　階段の上から、靴の音が聞こえてきました。私は隠れようとしましたが、生あい憎にく隠れる場所とてない廊下の一角。逃げても私の足ではすぐに追いつかれてしまいます。


    　開き直った私は、階段の下で足音の主を待ちました。敵であっても、すぐ殺されるとは限りません。抵抗するだけは抵抗してやろうと決めます。もしかしたら先に着いていたユウさんかもしれないと、甘い考えも浮かびます。


    　しかし、降りてきたのは刺し客かくでもユウさんでもなく、制服を着た男子学生でした。


    　一瞬、私の頭は硬直しましたが、無論それも起こり得る事態ではありました。刺客のことなど何も知らない生徒が上階の科目教室から降りてきたとしても不思議はないのです。


    　ほっと一息。この中央棟までは、ティアラさんの支配力も及んでいないようです。これなら放送室までは案外楽に行き着けるかもしれません。


    　しかし、現実は私の予想を常に裏切ってくれるのです。


    　その男子生徒に見覚えはありませんでした。襟えり元の校章から三年生と知れましたが、大事なのはそこではありません。


    　彼が握っている物体に、私の注意は集中しておりました。


    　彫刻刀。美術の時間などに使われる、何の変へん哲てつもない工作の道具。


    　Ｖ字型の先端がゆっくりと持ち上がり、私へと狙ねらいを定めて構えられたのです。


    　明確な敵対の意思表示と捉えるには充分なジェスチャ。


    　試こころみに私は尋たずねておきました。


    「……あなたが残る刺客のどちらか、……ではありませんよね？」


    　返事はなし。


    　突然、彼が私に向かって階段を下りてきました。ことがよく呑のみ込めぬうちに、すぐ目の前まで男子生徒は迫っています。


    　無む秩ちつ序じよに突き出された彫刻刀を、私はどうにかかわしました。びらびらのスカートが足に絡み、私の動きを邪じや魔まします。


    　しかし避よけられたのは一度目だけ。私の運動神経では、次々と振るわれる彫刻刀を延々かわしきることなどできません。私は外そと木き場ばさんではないのです。


    　こうした場合の防衛策として、私は自分の改造制服を頼りにすることしかできません。


    　彫刻刀の刃が袖そでを叩き、しかし貫通することなく弾はじかれます。ユウさん特製の制服は、肘ひじ先からスカート下に至るまで、その道の専門家が開発した防ぼう刃じん繊せん維いがびっしりと刺し繡しゆうされています。男子高校生の彫刻刀捌さばきで傷をつけられるほどお安くはないのです。


    　それにいくら刃物とはいえ、彫刻刀は斬ざん撃げきを繰り出すのには向いていません。


    　闇やみ雲くもに攻撃を繰り出す愚ぐを悟さとったのか、彼が一いつ旦たん私から離れました。その彼に、私は尋ねます。


    「最近では、初対面の気になる異性にとっておきのバイオレンスを披ひ露ろうするのが流は行やりなのですか？　いくらなんでも、これはやりすぎでしょう」


    　私の指摘にも反応はありませんでした。虚うつろな両の眼が、私の顔をじっと眺めているだけです。その目は何の色も映しておらず。


    　およそ普通の状態ではない。


    　彼が操あやつられているのだと覚さとるまで、長い時間はかかりませんでした。三か月ほど前、私はこれとよく似た症状にあったかたと対面した記憶がありました。


    　この彼の状態は、三か月前に現れた暗殺者、枯かれ野のさんと瓜うりふたつ。


    　であればやはり白しら雪ゆきさんのせいで、このかたは私を攻撃するよう仕向けられているのです。


    　戦うしかないと私は思いました。ですがどうやって対抗すればいいのか。


    　先に行動を決めたのは彼のほうでした。


    　彫刻刀での攻撃が功を奏さないと見るや、もっと原始的な攻撃に出てきます。


    　即すなわち、肉体を使った封じ込め。


    　彼の右手が私の腕へと伸びてきました。抵抗する間もなく摑つかまれ、捻ひねり上げられます。私の改造制服も、こうした直接的な技は防げません。


    　それでも私はどうにか振りほどこうと藻も搔がきました。彼の左手には依然、彫刻刀が握られており、そこから離れるためにはどれだけ暴れても暴れ足りないほど。


    　揉もみ合うようにして、もつれることしばし。


    　持ち替えられた彫刻刀が、私の左手を掠かすりました。鋭い痛みが走ります。けれど傷の具合を確かめている余よ裕ゆうはありません。流れる血もそのままに、私はどうにかこの場を逃のがれようと死力を尽くしました。


    　私の顔へと彫刻刀の刃が伸びます。それを避よけるのに必死になっている隙すきに。


    　男子生徒の両手が私の喉のどにかかりました。


    　躰からだが壁に叩きつけられました。彼の腕によって、私は二、三度壁面にぶつけられ、最後には吊り上げられました。足が床から離れ、軽い躰が宙に持ち上げられます。


    　支えを失った状態で、なおも私は暴れました。男子生徒の手をなんとかもぎ離そうと、彼の腕に手をかけます。しかし渾こん身しんのひっかきも、決定的なダメージを与えるには及びません。


    　次第に意識が遠くなりかけました。首を絞められるのは恍こう惚こつ感にすら等しいと聞いたことがありますが、そんな気分はまるでしません。


    　ただ死が。近づく終しゆう焉えんの足音が。頭に流れ出す走そう馬ま燈とうの断片が。


    　その死に際ぎわの感覚が、私に心強い味方を連れてきます。


    　死に近づくにつれ加速する思考と魂たましい。


    　私に植えつけられた《多角的推理プログラム》が、私の危機に反応して意識の表層へと浮かび上がり、私と接触を図って呼びかけてくるのです。


    　私の特技は昨晩見たカンフーなどでは無論なく。


    『計けい較かく白紙／プログラムコード／ナナトセ・ミカツキ』


    　雑音が脳内を軋きしませ、私のプログラムが発動しました。


    



    　私の体内から洩もれ出すプログラムの奔ほん流りゆう。


    　それは逆流する電気のように伝達されていきます。私の指先、彫刻刀によってすぱりといかれた傷口から流れる血には、私のプログラムから溶け出した成分が含まれていました。そのプログラムの一部が、男子生徒の両腕に伝わり、私がつけた擦さつ過か傷しようを侵入経路として、彼の体内へと浸食を開始。


    　次の瞬間には、勝負は決着しておりました。


    　彼の指が私の首元から離れ、私は地面へと落下。尻しり餅もちをつきながらも、ようやく自由を回復いたします。


    　まだ収まらない動どう悸きを宥なだめようとしながら、私は溜ため息いきをつきました。


    「なんとまあ乱暴な……。しかし助かりました。まだまだ私の冒険は始まったばかり。こんなところで退場するのは惜しいですからね」


    　私の呼びかけに答えてくれるのは、脳内のデータ。


    『……私が起きると、いつも妹がピンチになってる』


    　途切れがちな小声で話すのは、私の姉、七なな歳とせ美み日か月つき、そのデータでした。


    　所長代理と同じく、私も昔、白しら雪ゆきさんの目もく論ろ見みによってプログラムを注入されておりました。


    　私のプログラムは《非礼自在コトミカツキ》と名づけられた特殊プログラム。


    　それは他のプログラムを破壊するために作られたカウンタープログラムであり、血液を媒ばい介かいに、プログラム所持者の体内に侵入すると、その活動を停止させる効果をもっておりました。


    　また多角的推理プログラムは、人間の記憶をもとに産み出されるシステムです。その核として使われている記憶データが、私の姉の記憶なのです。


    　故ゆえに私はプログラムを起動させているときであれば、いつでも姉と交信することができるようになっていました。


    　久しぶりに意識化した姉は、ようやく自分がどこにいるか気づいたようでした。


    『学校はいい。我が心のふるさと』


    　周囲の環境に関心を払わないのが彼女の生きかたですから、姉が学園を誉ほめたりするのは意外なことに思われました。


    「姉さんが学校好きだったとは初耳です。毎日行くのをぐずっていたではありませんか」


    『高校は別。好き』


    「どうですかね。……私、理事長を始め諸先生がたから、姉さんが起こした数々の問題行動について、散々嘆なげかれましたけど？」


    　授業中起きていたことがない。なのに試験は満点。重役出勤どころか、ひとりだけフレックスタイム制度を導入している。白雪さんが仕事で休むと自分も出てこない。やりたい放題だったそうです。


    　姉は臆おく面めんもなく言いきりました。


    『それもまた偉大な伝説を打ち立てたと思わば、思える』


    　この十年でただひとり留年した強つわ者ものが言いました。そう、その猛も者さこそ我が姉なのです。極めて遺い憾かんなことに。


    『あのときは、二回留年したら九く音おんと同じクラスになれると思って』


    「理由がつまらなさすぎる！」


    『つまらなくない。すべては愛のため。マキアベリもそう言ってる』


    「言っていません。勝手に話を捏ねつ造ぞうしないでください。……だいたい愛だの恋だの、そんなものにうつつを抜かしていいものですか。学生の本分は勉学にあるのです。そもそも爛ただれた関係に興味をもつこと自体がですね……」


    　説教を遮さえぎる姉。


    『でも昨日美み郁いくが夜中に見てたエロティカルな番組は……』


    「何を言い出すのですかこの姉は！」


    　急いでその先を封じます。私にも美少女キャラとしての立場があるのです。


    　姉との連動により、互いの思考は筒つつ抜ぬけですから、プライバシーも何もあったものではありません。


    　私の繊せん細さいな心にはお構いなく、姉は淡たん々たんと続けました。


    『思春期の青少年が不健全な番組に興味をもつのは自然なことだって、白しら雪ゆきも言ってた。昔、九音のことで相談したときだけど』


    「誰に相談しているのです誰に」


    　実のお姉さんに、ナイーブな秘密ダダ洩もれ。それも恋人経由で。所長代理が少しだけ憐あわれになりましたが、それはそれ、これはこれ。


    　お礼がてら、私は姉に言いました。


    「ともかく、助かりました。窒ちつ息そく死しするのは御ご免めんですから」


    『でもまだ安心してられないと思う』


    　姉の言葉に従い視線を移動。階段を見上げた私に、芳かんばしくない場景が飛び込んできました。


    　上の階からは次々と、制服姿の群衆がこちらへ降りてくるところでした。


    　私たちのやりとりは短い時間で行おこなわれます。実際に人間同士が会話するよりも遥かに短いスパンで交信し合うことができました。ですからこれだけ会話をしても、男子生徒が倒れてから数秒しか経っておりません。


    　ひとりがやられたのを察知したのかどうか、彼と同じく操作された生徒たちが、私に向かってきていたのです。


    　その光景は、意志のないゾンビが襲い来るようであり、私は寒気を催もよおしました。


    『逃げても無駄』


    　私の内心を読み取った姉さんが話します。


    『美み郁いくは私の次くらいに足遅いから。……逃げたって何も解決しない。そんなのは美郁のやりたいことじゃないはず。私の妹は、ここで逃げる子じゃない』


    　姉の言葉が続きます。


    『友達を助けるんでしょう？　友達は大切にしなさいって、白しら雪ゆきも九く音おんも言ってた。それが本当に大事なものならそうしないといけないと、私も思う』


    　それが決定打でした。


    　姉さんがまともなことを言ったことよりも、その言葉にこめられた気持ちが私に力をくれました。


    　進まなければ何かを失う。


    　それを再確認し、私は言います。


    「……誰が逃げるなどと言いました？　私は七なな歳とせ美郁ですよ？　この程度の試練、今までくぐってきた修しゆ羅ら場ばに比すれば、たいしたことはありません。ここは正面突破あるのみです」


    『うん』


    　実に嬉うれしそうな返答。


    　私は彼女に、考えていたことを打ち明けました。


    「先さき程ほどの男子学生には《非礼自在コトミカツキ》が通用しました。とすれば彼らを操あやつっているのは、《プログラム》であるとはっきりしています。そしてプログラムを持つ敵に対しては、私たちはほぼ無敵。……問題はどうやって《非礼自在コトミカツキ》を打ち込むかですが……」


    　私のプログラムは強力ですが、それを相手の体内に伝わらせるのが一苦労なのです。浸しん透とう圧あつ式の注射器でもあれば話は別でしたが、一般に学生は注射器など持ち歩いていません。


    　しかし姉はいとも簡単に請うけ合いました。


    『それは私がなんとかする。美郁は私の言うとおりに躰からだを動かせばいい』


    　従うしかありません。姉は言動こそ奇き矯きようではあるもの、頭の回転は鈍にぶくはありませんでした。白雪さんが感かん嘆たんしたほどの思考速度の持ち主です。


    　その彼女ができると言うからには、勝算はあるはず。


    　私は男子学生が落とした彫刻刀を拾うよう言われ、それを右手に装備。


    　装飾過多の改造制服に、臨時の小刀。ＰＴＡから苦情がきそうな出いで立ちで、先頭のひとりがやってくるのに備えます。


    　できるだけ引きつけて、と姉さん。


    　まず私に襲いかかってきたのは三年生の女子でした。無論知らないかたです。


    　彼女の手が私に伸びます。それを躰を傾けてよける。


    　襟えり首くびを摑つかもうとする手を前に、指令がきました。


    『はいそこで突く』


    　気負いのない声に従い、私は腕を突き出しました。


    　彫刻刀を受け止めようと手を出した女学生へと吸い込まれていく刃先。


    　肉を削そぐほどもいかない、小さな傷がつきます。彫刻刀の切れ味と私の腕前では、それがせいぜいのところでした。


    『そこを摑つかむ』


    　手相線が一本増えたくらいの傷に向かって、私は摑みかかります。


    　握る掌てのひらがプログラムの射しや出しゆつ口こう。


    『発動』


    　無気力な声とともに、私の躰からだから電子の衝撃とでも言うべき脈動が、相手へと送り込まれました。


    　手を添えるだけで終わりの凶悪極まりないプログラムが、彼女の身を支配するプログラムを打ち消していきます。


    　決着までほんの四、五秒。


    　女学生は躰を震わせ、倒れました。しばらくするうちに、痙けい攣れんじみた動きは収まり、あとは目をつぶった彼女が横たわるのみ。


    　ひとりめを退しりぞけた私は、威い嚇かくするように彫刻刀を振りました。ひとりを相手にしている間に、残りは私を中心に包ほう囲い網もうを敷き始めていたからです。総勢で三十人ばかりもいるでしょうか。


    　できるだけ近寄らせまいとする私の努力に、姉さんが囃子はやしをつけてくれました。


    『寄らば斬るぞとぉ～、手負いの美み郁いくぅ～』


    「案外お上じよう手ず……」


    　しかしそんな即興の鼻唄は正しかったのです。


    　私に迫っていた包囲が若じやつ干かん下がりました。私の彫刻刀に恐れをなしたのか、それともどこかからそういう命令を受けているのかはわかりませんが、敵は確かに怯ひるんだようでした。


    　私の懸け念ねんは、思考を共有する姉さんも考えていたようでした。


    『このひとたちがどういう仕組みで操あやつられてるのか、それがわかれば攻撃を止められる』


    「ですね。それさえわかれば、私が肉体労働を強しいられる状じよう況きようも……」


    　考えに気を取られていた私と違い、姉さんは油断していませんでした。


    『美郁。右から来てる』


    　見れば新手の顔が私のすぐ傍そば、手を伸ばせば届くところまで迫っていました。


    　私の右手が煌きらめきました。実際は飛んでくる蠅はえも叩けないほどのろのろとしたスイングでしたが、気分的には外そと木き場ばさん級の一いつ閃せんを放ったつもりです。


    　幸さいわい敵方の動きは鈍にぶく、私の攻撃でもよけられることはありません。


    　流れる血の線へ、私は左手を触れさせます。破壊を呼ぶ《非礼自在コトミカツキ》の逆流が、背の高い女子に炸さく裂れつし、戦闘不能に陥おちいらせます。


    　戦いはなおも続きました。私は左右の手を使い分け、効果的に包囲を攻撃。


    　姉さんからの指示に従って、さらにふたりを撃げき退たいすることに成功。そこでようやく包囲の一角を破ることができました。


    　私は囲みから抜け出し、襲撃者たちから距離を取ります。


    　相次ぐ攻防に肩で息をつきながらも、私は姉を誉ほめました。


    「……なかなかやりますね、姉さん」


    『そう？　まっすぐ向かってくるだけの相手なら、タイミングを合わせて突けば大たい抵てい当たると思う。ちょっと計算すればいいだけ』


    　口にするのは簡単でしょうが、私には真ま似ねできません。


    　そのちょっとの計算がどれほど大変なことかわかっていないのでしょうか。


    「そんなことが瞬時にできるのは、姉さんの他では白しら雪ゆきさんくらいのものです」


    『白雪と言えば』


    　唐とう突とつに話を切り替える姉さん。


    『白雪、近くにいるかも』


    　衝撃的なはずの告白でしたが、私はさほど驚きませんでした。私もおそらくそうではないかと予想していたからです。


    「……やはり来ていますか？」


    『うん。だってティアラテイーがいるから。ティーは白雪の傍そばを離れない。だから彼女がいるなら、白雪も近くにいるはず。……理屈としては、合ってる？』


    「私に聞かれても。……ですが、私もそう考えていたのです」


    　白雪さんは世界の女王。そのお顔は全世界に遍あまねく知られており、並のアイドルなど敵かなわないほどの人気と知名度を誇ります。お忍しのびで出歩くことがあったとしても、ひとりで行動することは考えられません。常に護衛がつくはずです。


    　外そと木き場ばさんという、世界最強の暗殺者と敵対しているとあらば、とりわけ用心しているに違いありません。警備態勢は万全のはず。


    『白雪はティーを信頼してる。それにティーが、白雪のガードを他人に任せて出てくるとは思えない。こういうとき何て言う？　確率は八十八パーセント？』


    　信頼するに足る数字でした。


    　私の考えでは、放送室にいるのは刺し客かくのふたりか、それとも白雪さん本人かの、どちらかであるはずでした。


    　なぜならこの事件を計画した白雪さんが、それを見ていないなどということは考えにくかったからです。白雪さんが事件を引き起こすからには、必ず何か意図があるはず。


    　彼女腹ふく心しんの護衛が来ている。ならば白雪さんも近くで、この学園内でことの成り行きを観戦しているに違いない。それが私の読みでした。


    　白しら雪ゆきさんがこの先にいるなら、進むのは危険でした。彼女がどんな罠わなを仕掛けているかは想像もつきません。武力だけの刺し客かくよりも遥かに始末の悪い相手です。


    　しかし同時に、それは絶好の機会でもあります。


    　白雪さんを捕まえることさえできれば、多くの謎が明らかになります。彼女の目的や、これまで彼女が行おこなった悪事を吐かせることもできるでしょう。それは私が持っている最大の望みでした。


    　進むしかないのは明白です。


    　私は姉に試合再開を告げました。


    「征いきますよ、姉さん。白雪さんがいると仮定して、放送室を目指します。たまには頑張って働いてください」


    　多少不平そうな声。


    『私のアクティブハートはもうじき売り切れそう』


    「大人気商品ですね。これからは増産してください。……でないと厄やつ介かいなことになりそうです」


    　見れば階段の上からは、増援部隊が降りてこようとしていました。


    　まだ接続を切らないよう頼んでから、私たちは進軍を開始します。


    　姉さんとの連動が可能となった今、データ破壊の通用する敵など塵ちり同然。


    　私は階段へと足をかけました。行く手を阻はばむ学生の群れをかきわけながら六階へ。


    　このときはまだ、私は自分たちでどうにかできるだろうと考えていたのです。私のプログラムはとっておきの切り札だと。


    　しかしそれは、私の思い上がりだったのです。


    



    



    【２００５／０６／０６／１５３０】


    　荒あら礼らい熊ゆうは、目の前にいる友人を観察する。


    　色白の細ほそ面おもてに、長い髪。透すき通るような美び貌ぼう、とでも言えばいいのだろうか。


    　久しぶりに再会した七なな歳とせ美み日か月つきは、『きら☆べあ』の店内で椅い子すに座っている。


    　彼女の前には荒礼が出した紅茶。


    　美日月は入店してからも口をきかず、カップの取っ手を摑つかんだまま目を閉じていた。


    　カップの中身は空からだった。偏食の美日月だが、紅茶は飲む。荒礼はそれを知っていた。彼女と美日月は、それなりに長いつきあいがある。


    　美日月が失しつ踪そうするまでは、毎日のように顔を合わせていた。


    　何も言わない彼女を、カウンター奥の指定席から眺め続ける。美日月は、髪の色だけが昔と違っていた。その色は薄い銀ぎん灰かい色しよくで、美み郁いくの髪色に似ていた。


    　数分が過ぎた。美み日か月つきは沈黙を守っている。


    「……おめーよー」


    　とうとう痺しびれを切らし、話しかけた。


    　美日月が黙っているのはいつものこと。彼女は自分が話したいと思わなければ、一年でも二年でも平気で黙っている。変人という一言では語り尽くせない、変わった女なのだった。


    　だからといって、彼女が話し出す気になるまで待つわけにもいかない。


    「そろそろ何とか言ったらどうなんだ？　仏像だってもう少しお喋しやべりだぜ？　突然ひとの店に来といてだんまりじゃ、どうしていいのかわかんねーだろーが」


    　問いかけに、訪問者は反応する。


    　美日月の瞼まぶたが開いて、荒あら礼らいを見た。


    「そう、そろそろ予定の時間になる頃ですね」


    　およそ五年ぶりに聞く鈴声で、彼女が答える。


    　口元に浮かぶのは、笑み。


    　荒礼はその顔を凝ぎよう視しする。美日月が久く遠おんの前以外で笑顔を見せることは滅めつ多たにない。呆あきれながら言った。


    「おめーが笑うとこなんて、久しぶりに見たぜ。ハンバーガー売る店のカウンターでやってみな。スマイルで金取れるだろーよ」
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    　それを聞いても、美み日か月つきは笑顔を崩さなかった。


    「ねえ、ユウ。まだわからないの？　裏の仕事を続ける気なら、もっと観察力を磨かないと」


    「……は？」


    　突然放たれた言葉を問い返す前に、美日月の指が自分を差した。


    「私は白雪です。《救きゆう済さいの女王》にして、あなたの友人、九ここの重え白しら雪ゆきですよ。美日月よりは社交的なつもりなのだけど」


    「……冗じよう談だんにしても、笑えねーな」


    　自みずから白雪だという美日月に尋たずねる。


    「てめーは、どこからどう見ても美日月だ。白雪の馬鹿には見えねー」


    「荒あら礼らい熊ゆう。本名、唯ゆい熊」


    　美日月の顔をした女が話し出した。


    「父親は理工学者、唯栄えい太た郎ろう。母親は唯日ひ野の輪わ。輸入家具店経営。荒礼は母方の旧姓。……彼らは九〇年代半ば、ある殺人事件に巻き込まれ……」


    「やめろ」


    　過去の話は聞きたくなかった。


    　その話を知っているのは限られた者だけ。白雪の他は数人しかいない。


    　美日月は知らないはずの知識だった。それを知っているからには、やはり彼女は白雪であると考えていい。


    　そして彼女を白雪だと思って見直せば、幾いくつもの特徴が洗い出せる。


    　笑顔。香水。仕草や会話の進めかたまで。過去の記憶と照らし合わせれば、そこにいるのは白雪本人に違いないと思えてくる。


    　ようやく、荒礼は認める。


    「てめーが白雪だってのはわかった。月つき子こはそんな爽さわやかな笑いかたしねーしな。……だがおめーが白雪なら、白雪の躰からだはどこでどうしてる？」


    「私の躰はもうありません。……《拡大人的破壊》を起こす前、私は自分にプログラム《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》を投与しました。ですが当時はまだプログラムの完成度が低く、私の躰はその負担に耐えられなかった」


    　ふと洩もらされた大事に、告白を遮さえぎる。


    「待て。おめーは自分自身にプログラムを打ったのか？」


    「そうしなければならなかったからそうしただけです」


    　他ひ人と事ごとのような白雪。


    「……躰が保もたないと判明した時点で、私はそれを捨て、新しい肉体を探す必要に迫られました。候補はいくつか挙げられましたが、最終的に私が選んだのはこの躰です。美日月の精神と肉体は分割スプリツトしてありましたから、改めてデータを弄いじらずに済みましたし」


    　なんら強弱もつけずに、白しら雪ゆきは言った。


    「だから乗り換えたの。幸さいわい、よく動いてくれています」


    　白雪の説明は簡略すぎた。


    　荒あら礼らいは椅い子すを引いて立ち上がった。


    「……感想はそれだけか？」


    　カウンターの横を通り、彼女が座るテーブルの前まで近寄る。


    　彼女が口にしなかった部分が引っかかっていた。白雪が美み日か月つきの躰からだに入っている。


    　ならその逆はどうなったのか。


    　そこに思い当たったことで、荒礼の心中から瞬間的な怒りが湧わき起こった。


    「何を吹かしてんだてめーは！　乗り換えただと？　電車じゃねーんだよ！　てめーが月つき子この躰を使ってるなら、あいつはどうなったんだ！　あいつの精神てのはどこへいった？」


    「そういえば、あなたはデータについての知識を聞きかじっている程度でしたね」


    　白雪は思い出したように言った。


    「なら難しい話はやめておきましょう。……あなたの想像どおりです。美日月の精神はデータ化され、あるプログラムを造るための基礎となりました。彼女はもうこの世の存在ではない」


    　荒礼の手が、白雪の首元を摑つかむ。灰色コートの襟えりが締め上げられる。


    　その状態でも、白雪は落ち着き払っていた。


    「殴りたいならどうぞ。ただし、美日月の躰がどうなってもいいのならですが」


    「くっ……」


    　怯ひるんだ荒礼へ、穏やかな語りが投げられた。


    「あなたは優しいわ、ユウ」


    　聞く者を魅了する、女王の声音が荒礼を包む。


    「あなたのキャラクタは、いわばあなたの仮面です。生きるために身につけたスタイルであり、本音を隠すためのオーバーコートにすぎません。本当のあなたは繊せん細さいで、頭も良い。それを覚さとらせないように、伝でん法ぼうを装よそおっている。……よくあるペルソナだけど、私は好きですよ。私は優しいひとが好き」


    「適当なこと抜かすな」


    「でも本当のことだもの。違う？　違わないでしょう？」


    　美日月の笑みが、かつて目にした白雪の笑みと重なる。


    「私はあなた以上にあなたのことを知っている。知り合った誰のことでも、私はそのひと自身よりも深く知ることができる」


    　噴き出る女王の威圧感が荒礼を包んでいた。


    　白雪を前にした者だけが感じられる空気。ここは彼女の領域内なのだと錯さつ覚かくしそうな、支配される感覚が押し寄せてくる。


    　それに飲み込まれてしまう前に、荒あら礼らいは退しりぞいた。


    「……てめーに比べりゃ、誰だって心優しき聖せい人じんだ」


    　拳こぶしを引き込め、乱暴に椅い子すまで戻って座り直した。


    　大きく息を吐き出してから、旧友に尋たずねる。


    「……なんで今日ここに来た？　刺し客かくを七人も寄よ越こしときながら、自分はのんびりティータイムかよ？　まさか私に会いたくなったとか言わねーよな」


    「自己評価が低いところも、私があなたを好きな理由のひとつです」


    　白しら雪ゆきはテーブルの上で指を組む。


    「勿もち論ろん、すべては綿めん密みつな戦略に基づく行動です。今回の作戦は、ある遠大な計画を進める上で欠かせない布石を打つためのもの」


    　一語一語、語られる白雪の言葉が聞く者の心を刺し揺さぶる。


    「何だその計画ってのは？」


    　美み日か月つきの両眼が荒礼を見み据すえた。


    「……《核かく代だい神しん的てき崩ほう壊かい》」


    　溜ために続いて、白雪が言う。


    「《拡大人的破壊》の事後策として考えた計画です。これが実現すれば、拡大人的破壊よりもさらに人心の在ありかたは変わっていくでしょう。拡大人的破壊が《審判の刻とき》なら、核代神的崩壊はその審判を覆くつがえす、最後の戦いなのです」


    　堂々と語る白雪の様子に、悪びれたところはなかった。


    　そのことがかえって荒礼を苛いら立だたせる。


    　かつて彼女が引き起こした拡大人的破壊。そのときあれだけの被害を出しておきながら、白雪はこの上まだその被害を上回る事件を起こそうとしている。


    　自分の親友の躰からだを乗っ取っておきながら、それをなんでもないことのように語っている。


    　その冷淡さが怒りの琴きん線せんに障さわった。


    「……てめーはやっぱ、ここでぶっ殺しとくほうがよさそうだな」


    　荒礼の指が拳の形に固められる。


    　考えようによっては、ここに白雪がいるのは好こう都つ合ごうなことでもあった。


    　彼女の周囲に護衛はついていない。


    　白雪は肉弾で戦った経験など持ち合わせていないはずだった。対して荒礼は、格闘を主体とする仕事人。己おのれの身しん体たいだけで幾いく多たの手合わせを経へてきた。一対一の接近戦には絶対的な自信がある。


    　いくら白雪が切れ者でも、戦いくさの場では無力となる。


    　理屈では、生身の拳を止められない。


    　今荒礼が腕を振るうと決めれば、白雪の野望は潰ついえる。その事実を荒礼は悟さとり、数秒間だけ考えを巡めぐらせた。美み日か月つきの躰からだだが、少しくらいなら乱暴に扱っても構わないだろうと。


    　彼女の決断は早かった。


    　白しら雪ゆきに向かって、荒あら礼らいの指先が伸びる。


    　素人しろうとの目には映らない速さで指は進む。荒礼の思惑は、白雪の動きを止めることにあった。とりあえず捕らえてしまえば、後からいくらでも手の打ちようはある。


    　白雪はまったく動かなかった。彼女には迫り来る荒礼の動きは見えていない。見えるはずがなかった。美日月の身体能力は、平均的な成人女子と比べてもやや低いくらい。


    　荒礼の腕が白雪に伸びる。テーブルの上をその影が通過する。白雪には見えていない。空気の動きでさえ、腕がどこにあるかを教えてくれるものではない。


    　その見えないはずの腕へ、何かが突き立った。


    　突とつ如じよ走った痛みに、荒礼は伸ばしていた腕を止め、違和感のもとを見る。


    　そこに刺さっていたのは、小指の先ほどの長さをした一本の炭たん素そ繊せん維い。


    　それがプログラムであることを荒礼は知っていた。


    　白雪は指の間に隠して握り込んでいたプログラムを、その上を通過する荒礼の腕に打ち込んだのだった。


    　それは有り得ない事態だった。物理的に見えてもいない攻撃の手に、寸秒のずれもないタイミングでプログラムを打つ。勘で指を動かしたとしても、まず当たることなどない。


    「……なぜおめーが私に当てられる……？」


    　洩もれる声の向こうで、白雪が微笑ほほえむ。


    「なぜ？　来るとわかっている的まとに当てるくらい、子供にだってできますよ？　今頃学園内あちらでも、似たようなことを言っているでしょうね」


    　荒礼の躰が折れた。


    「あなたのことはわかっていると言いました。あなたの指先がそこに到来する時間まで、私には手に取るように見えた。脳内の一光景として。……それが私の力でもある」


    　プログラムが荒礼の血液中に溶解していく。


    　荒礼の意識が徐々に薄れていく。思考力が欠けていく感覚を味わいながら、彼女は女王の姿を睨にらみつけた。


    　白雪は敵意の視線にも動じない。椅い子すに座ったまま問いかけてくる。


    「ねえ、ユウ。強さとはいかなる基準で規定されるのだと思う？」


    「……なんだって？」


    「私が出した解答のひとつは、強さとは思考力の速度だということです」


    　荒礼の躰はいよいよ自律感覚を失いつつある。


    「これまで私は外そと木き場ば外うい郎ろーのような、肉体面から派生する速度を強さだと考えていました。あなたにしてもそうでしょう。……ですがそれは考え違いでした」


    　躰からだをコントロールすることができない。


    　荒あら礼らいは床に倒れた。その頭上から降り注ぐ女王の述じゆつ懐かい。


    「フィジカルな強度は、人間の片面でしかない。肉体という外的な要素に対比されるのは、思考です。考えるという内的な力。それを武器として使うことを覚えれば、身しん体たいにおけるディスアドバンテージは克こく服ふくできる」


    　霞かすむ視界の向こうで、女王は笑った。


    「私の前では、もはや外そと木き場ば外うい郎ろーは最強ではない」


    「……てめーらの狙ねらいは、外木場か」


    　ようやく荒礼にも白しら雪ゆきの目的が見えてきた。


    　巨大な計画の手始めに、白雪は外木場という邪じや魔ま者を取り除くつもりなのだろう。外木場を、そしてその偽にせ物ものであるソトキバ・ウィローを排除する。


    　そのためにまずは久く遠おんを消し、次いで外木場外郎を殺す。


    　それだけではないと、白雪の声。


    「彼の抹まつ殺さつは、もっともミクロな目的でしかありません。私の計画は、彼を捕らえることから始まる。本物の外木場を捕らえ、彼の知識を引き出す。そして……」


    　そこで白雪は言葉を切った。


    「これ以上は秘密です。あなたが知る必要のないことですしね。……それに、もうすぐあなたの意識も消える」


    　白雪の言葉どおり、荒礼の意識は虚うつろになり始めていた。眠りに落ちる間ま際ぎわのように、周囲の音や場景が遠のいていく。


    「いずれにせよ、すべては《核かく代だい神しん的てき崩ほう壊かい》へ繫つながっていく。それだけわかっておけば充分です。……おやすみなさい、ユウ。あなたは私の良き友でした」


    　それが荒礼の耳にした白雪の惜せき別べつ句くだった。


    　聞きながら、彼女の意識は墜おちていく。


    　倒れた荒礼に、白雪は告げる。


    「電話を借りますね。それと、お茶をありがとう。とても美お味いしかったわ」
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    【２００５／０６／０６／１５４２】


    　現れた《シナモン》を一いつ蹴しゆうした。


    　久く遠おんと階きざはしは、撃破した灰色のフードを見下ろす。


    　ここにきてようやく、階も不信感を抱いている。


    『よう、久遠。お前、俺に黙って急激なパワーアップとかしたんじゃねえだろうな？』


    　階がそう言うほど、敵は弱かった。


    　六階で控えていた三人目は、一撃でけりがついた。出合い頭がしらに叩き込んだ久遠の横蹴り一発で、敵はあっさりとノックダウンしている。


    　最上階が近いせいか、階段に当たる陽は強くなった気がする。そう感じるのは躰からだを動かしたせいで体温が上がっているからか。


    　ガラス越しの日光に照らされ横たわる敵は、ぴくりとも動かない。


    　久遠は額ひたいの汗を拭ぬぐう。敵は強くなかった。だからそう激しく動いたわけではない。


    　それなのに、躰は全力で短距離走を数十本走った後くらい疲れている。張りつめた神経が、普段以上の疲労を強しいているのだろうか。


    　階は対戦結果に満足できないようだった。不審げに言ってくる。


    『白しら雪ゆきの段取りにしちゃ、拙まずい配置の仕方だ』


    　階の説明では、《シナモン》は香料を使って敵を幻げん惑わくするタイプの遣つかい手だという。


    　ここまで用意された戦闘相手は三人。


    　その陣容に、階が踏み込んだ疑問を呈する。


    『どうして職人気質かたぎの奴ばかりが出で張ばってきてるんだ？　ガチでやり合うフォワードが誰もいないってのはおかしい。魔法使いばっかでパーティ組んでるみたいなもんだ』


    　ダイヤの３。ダイヤの４。そしてダイヤの５。


    『《五十二枚》を簡単に分類するなら、ダイヤ系列の配下たちは頭使うタイプの、研究者系がほとんどだ。普段なら前線に出ることはない。そいつはスペード系や、ハート系の仕事になる。敵を蹴散らすのは、荒っぽい連中に任されてる』


    　久遠の知るうちにもスペードがひとりいる。荒あら礼らいはスペードのクィーン。


    　まさしく荒っぽく、前線向きの人材である。


    　階の要求で、久遠は敵のフードを外すことにする。《シナモン》はまだ若い女性のはずだと階は言う。


    　だがフードを取り去った顔の下には、予想よりも若い顔があった。


    　高校生ほどの男子。


    　下のコートも脱がせてみる。


    　上着を外した下に現れたのは、聖バ学園の指定制服。エンジ色のベストに身を包んだ男子学生が横たわっている。襟えりのラインから二年生と知れた。


    　階きざはしが胸元の名札を読みあげる。


    『なるほど。二年三組、大おお橋はし君ね。……どう見たって白しら雪ゆきの配下には見えねえな。ひとは見かけによらんと言うが、こいつが《女王陛下の五十二枚》の新メンバーなら、俺は宇宙飛行士だ。冥めい王おう星せいまで泳いで行ってやる。……どう思う、久く遠おん？』


    「さっき倒したのは《煙使いストーブリーグ》だったんだね？」


    『ああ。首をかけてもいい。俺の躰くびはもうねえけどよ』


    　念のため、ここまでに倒してきた《毒どく蝶ちよう》の姿を確認に戻ることにした。


    　中二階には、《毒蝶》が動かず横たわっていた。久遠はその被かぶりものを外す。


    　フードの下には、まだ若い女の顔があった。


    「どう？」


    『……こいつは本物だ。本物の《毒蝶》だよ』


    　階の声は乾いている。彼が噓うそを吐つく必然性はない。


    　理解に苦しむ展開だった。


    　階段を上りながら、階が疑問を整理していく。


    『現れた三人の刺し客かく、《毒蝶》、《煙使いストーブリーグ》、《シナモン》。そのうち《毒蝶》と《煙使いストーブリーグ》は本人だったが、残るひとりはフェイクだった。なぜ三人のうちふたりは本物で、ひとりは偽にせ物ものなんだ？　本物の《シナモン》はまだどこかに隠れてるのか？』


    　階の疑問には続きがあった。


    『それだけじゃねえ。さっきから、どうにも手応えがなさすぎる。なぜ配下どもはろくに抵抗もしやがらねえんだ？　それも白雪の策中なのか？』


    　久遠にも正解はわからない。


    　ただわかっているのは、これら一連の事柄が、すべてどこかに繫つながっているということだけだった。この事件が姉の、九ここ重のえ白雪の企くわだてた事件であるからには、無駄な枝葉はどこにも含まれないはず。


    　どんな些さ細さいなことにすら意味があるはずなのだ。


    　階もそれを感じて呟つぶやく。


    『やばい臭においがしてきたぜ。いつものことだがよ』


    　明るいはずの階段ホールが、陰りを帯びて感じられる。


    　もう一階層、階段を上る。


    　とりあえず、ティアラが置いた三人は片づけ終えた。もし本物の《シナモン》が襲ってくることがあっても対応できるよう、注意しながら上を目指す。


    　屋上にいるであろうティアラを倒せば、美み郁いくの友人たちを救出できる。


    　疑問は残っていたが、それを考えても答えは出そうになかった。久く遠おんたちにできるのは、目の前の課題をこなしていくことだけ。白しら雪ゆきを相手にしては、いくら凡ぼん人じんが熟考したところで、わからないものはわからない。


    　そう割りきって、ふたりは階段を上ることだけに専念する。


    　足取りも一定に、五階まで戻ってきたときだった。


    　久遠の全身を、激しい痛みが貫つらぬいた。


    　脳内に流れる緊急警告。


    　プログラム負ふ荷か上昇。各神経系へのダメージ蓄ちく積せき率大。プログラム切断推奨。


    　頭痛が久遠を襲う。断続的に頭の中身を鎚つちで殴られるような感覚。


    　苦痛の声を洩もらし、階段に膝ひざを突いた。立っているだけで襲ってくる嘔おう吐と感に耐えながら、身体の状じよう況きようを再確認。


    　窮きゆうした階きざはしの声が、事態の深刻さを語っている。


    『久遠！　くそっ、プログラムが俺からのコマンドを受けつけねえ！』


    　久遠は答えることもできない。


    　痛みに頭を搔かきむしる。痛みは頭部だけにとどまらない。躰からだの各部位から猛抗議が奏かなでられた。骨が軋きしみ、筋肉が痙けい攣れんする。頭に触れている手ですらも脈打ち、発熱時のように震えている。


    『久遠！　返事しろ、おい！』


    　階の音声が大きくなったかと思うや、途切れそうになる。安定しない。


    　倒れ込む久遠の躰。二分ほどは呼吸すら満足には取れなかった。


    　その状態が続けば命すら危あやういと思えたのだが、久遠を襲う苦痛には波があった。


    　しばらくそうしていると、多少は意識がはっきりしてきた。


    　痛みが少しずつ引いていく。やがてどうにか頭を巡めぐらせられる程度にまで回復した。


    　すぐに階から確認が問いただされてくる。


    『大丈夫か？　生きてるなら返事しろ』


    「……死んだほうがましかって痛みだったけど……」


    　天てん井じようを見上げながら、過ぎ去った激痛の発ほつ作さを振り返る。


    「……プログラムにどこか不具合が？」


    　階は久遠の躰を走査しながら報告する。


    『ああ。いつもより躰への負荷が大きい。そのくせ連動率は下がってる。簡単に言うなら、調子は最悪だってことだ』


    　階から送られてきた情報は、いずれも喜べないものだった。


    『……枯かれ野のとの戦いで加か重じゆう召しよう喚かんを使ってから、《救世主殺しオラトリオスレイ》はご機き嫌げん斜めらしいな。もともと無理なシステムだから文句は言えねえんだが』


    　久く遠おんたちのプログラム、《救世主殺しオラトリオスレイ》には、隠された機能がある。


    　九十九人分のデータをもとに、ある特定の一個人を[image: ]造する裏コマンド。


    　世界最強の暗殺者、外そと木き場ば外うい郎ろーの虚像を久遠の躰からだに現出させる。それが《救世主殺しオラトリオスレイ》を開発した白しら雪ゆきの目的であり、このプログラムの存在意義だった。


    　偽いつわりの外木場、ソトキバ・ウィローは実在の外木場にも引けを取らない戦闘力を発揮する。いざとなればそれを呼び出すことができる。


    　それが彼らの強みであり、切り札でもあった。


    　だが今日までの戦いで、プログラムは想像以上に破損していた。ほんの数分稼か働どうさせただけで、今のような激痛がもたらされている。久遠の躰がプログラムを拒絶しつつあるのは明らかだった。


    　臨界点はもう間近。


    　現に白雪からも、加か重じゆう召しよう喚かんの使用限界はあと三度と告げられている。三度目には久遠のデータが消えるであろうとも、予測されている。


    　これ以上の破損、乱用は避けなければならない。できることなら今すぐ接続を切るべきなのだろうが。


    『拙まずいぞ。ここでプログラムを休ませてはいられねえ』


    　階きざはしの声に、久遠も頷うなずく。


    　彼らが今いるフロアは、敵の陣地内。どこにどんな罠わなが仕掛けられているかもしれず、《シナモン》の件もある。


    　さらに屋上にはまだ敵テイアラが控えている。階のサポートなくしては、それらを突破することはできそうになかった。


    　とはいうものの、プログラムに蓄ちく積せきされているダメージも相当なもの。このままプログラムを使い続ければ、あるいは加重召喚を使うことにでもなれば、プログラムと久遠の躰双方に影響が出るのはわかりきっている。


    　階は妥だ協きよう案を出してきた。


    『いいか久遠。今から言うことをよく聞けよ。……今回の戦い、加重召喚は絶対に使うな。今の状態でこの消しよう耗もう。使えば躰も精神も、保もたねえぞ。俺との相互リンクだけで乗りきるんだ。そうすれば消耗は最小で済む』


    「……そんなこと言ってられるときだと思う？」


    　久遠は反論する。敵の狙ねらいは未いまだわからず、この先、どんな刺し客かくが待ち受けているかも不明である。簡単に約束はできなかった。


    　階は思案を並べていく。


    『幸さいわい、敵は楽勝レベルだ。出てくるのが役立たずと偽にせ物ものばかりならな。ティアラにしても、そこそこ腕が立つ程度。加重召喚を使わなくとも倒す手はある。俺の力だけでもなんとかなる相手だ』


    　階きざはしの分析は正確だった。


    　いくら《オベルブシャトー》の侍じ従じゆうといえども、ただの人間。かつて無敵を謳うたわれた階絶ぜつ無むのデータを持つ久く遠おんに勝てるほど強くはない。


    　ヒトの規格には収まりきらなかった男の意識が言う。


    『お前が心配するように、ティアラをぶっ倒した後どんな化け物が控えているかはわからねえ。けど、前の枯かれ野のに比べれば、ほとんどの野郎は雑ざ魚こだ。そうだろ？　どんな奴が出てきたところで、俺たちなら勝てる。召しよう喚かんを使わなくとも、なんとか対処できるだろう』


    　三か月前に戦った枯野という暗殺者は、外そと木き場ばに次いで強いと言われていた男だった。彼と比較すれば、どんな刺し客かくもかたなしになる。


    「それはそうだけど。本気で言ってるのかい？」


    　階の答えは鼻先での嘲ちよう笑しようだった。


    『俺流の励ましだよ。悲観的なこと言ったって仕方ねえだろ？』


    　そう聞かされたところで心は晴れない。


    　階段は終着点に近づいている。見えてきた屋上扉の前で、もう一度階が念を押した。


    『俺の言ったことをよく考えろよ？　召喚使って自じ滅めつなんてオチだけは、勘かん弁べんしてもらいてえからな』


    「わかったよ。僕だって死にたいわけじゃないんだ」


    『ときどきそう思えなくなるんでな。人間には死にたがりが多いからねえ』


    　本番前の会話はそこで中断された。


    　久遠と階は、最上階へと到達する。


    



    



    【今日を生きるための観察日記／④】


    　襲いかかる生徒軍団に《非礼自在コトミカツキ》を連発しながら、私は単身、放送室を目指しました。


    　私のプログラムには副作用があります。よく効く薬と同様、弊へい害がいがあるのです。


    　破壊されるデータは、外部から打ち込まれたプログラムによってもたらされたものだけではない。


    　それが《非礼自在コトミカツキ》の欠点でした。


    　つまり簡かん潔けつに申すなら、被破壊者に記憶障害が出ることがあるのです。《非礼自在コトミカツキ》で破壊される記憶には、持ち主本来の記憶も含まれることがありました。


    　記憶とはデリケートなもの。心とは複雑なシステムです。《多角的推理プログラム》の構造は、我われ々われにとってブラックボックスであり、白しら雪ゆきさんくらいしかそれを把は握あくしているひとはおりません。なぜ記憶が失われてしまうのかも、どういうケースにそれが起こるのかさえ、私たちには完全に理解できないのです。


    　ですから私が《非礼自在コトミカツキ》を使えば、学生たちのお脳がパーになってしまうかもしれなかったのです。


    　けれどもそんな話、私の知ったことではありませんでした。


    　まとわりつくゾンビもどきをかきわけて、私は進みます。


    　六階建ての校舎のうち、今私は三階にいました。ここまでで半分。


    　やたらと打ちかかってくる制服の男子に、彫刻刀一本で応戦。勇ゆう敢かんな私は、敵の群れに突撃を繰り返し、進路を切り開きます。


    　プログラムを行こう使しするのに、いささかの罪悪感もありません。


    　他人のことより我が身が大事と、昔の偉いＧＳゴーストスイーパーも至言を残しているのです。襲われているのは私であり、被害者は私のほうでした。これは正当防衛です。


    　それにどのみち操あやつられたままでは、生徒の皆さんも今後生きていく上で不自由なことは請うけ合いです。私が彼らのプログラムを破壊するほうがいいに決まっています。


    　強引な理屈で自分を納得させながら、私は《非礼自在コトミカツキ》を振るいます。


    　姉さんの言うとおりに躰からだを動かせば、面白いように敵を倒すことができました。


    　彫刻刀で擦さつ過か傷しようをつける→そこ目がけて《非礼自在コトミカツキ》。


    　そのコンボだけで、既すでに何人の罪なき学生たちを打ち倒してきたことか。


    　私たちの行くところ、暴ぼう虐ぎやくの嵐が吹き荒れました。まさに美み郁いく無む双そうです。


    　当たるを幸さいわい薙なぎ倒し、乗り越え跳び越え、進みます。壮快は壮快なのですが。


    「それにしても多い！」


    　そう叫ばなくてはやっていられないほど、襲撃者は次々と湧わいてきました。


    　プログラムは使用するだけでかなり体力、精神力を消費します。ただでさえ体力には自信のない私は、階段を駆け上るだけでも辛つらいのです。なのにその上まだ妨害するものがひしめき合っているとは。


    『頑張れ美郁』


    　姉さんが適当な応援をくれました。自分は躰を動かさないで済むわけですから、気楽なものです。その誠意のない声援にかえって発はつ奮ぷん。


    　四階をクリア。五階へ。膝ひざが、限界だ、休みましょうと懇こん願がんしていましたが、それを聞いてやることはできません。敵に捕まり手足を封じられれば困ったことになります。


    　私はこの半年でいちばんという粘ねばりを見せて、階段を上へ上へ。ここの階段は明かり窓も少ない、薄暗い急きゆう勾こう配ばいでした。幅もそう広く造られておりません。


    　それが私に味方しました。もう一方の階段はこちらより広く、そちらを通っておれば、より広範囲に注意を向けなければならなかったでしょう。ですがこちらなら、壁を背にしながら上ることができました。


    　じりじりと、しかし確実にゴールを目指します。


    　おそらく四十人ばかり敵を駆く逐ちくした頃。


    　階段の終わりが見えてきました。あと一息。追ってくる連中を蹴倒しながら、私は階段を上りきりました。足が出たのはいささかお淑しとやかさに欠けていましたが、今いま更さらです。


    　残るは直線のみ。


    　私の視線の先、廊ろう下かの突き当たりから向かって右手奥に、放送室はあるはずでした。高等部ブロック全体で見れば、三年生の校舎が窓越しに見える、中央棟の東端です。


    　しかし安心はできません。


    　放送室に到るまでの教室からは、制服の影がこちらへと進んできていました。美術室から彷徨さまよい出てくる亡もう者じやたちは引きもきらず。


    　姉さんが驚くべきことを言い出しました。


    『美み郁いく。私もう飽あきてきた』


    「もう少しです！　あとはここを抜ければ！」


    『もう少しって言葉は嫌い。指示範囲が曖あい昧まいすぎる。具体的に、あと何秒？』


    「いつもは曖昧の代表格みたいなくせにこんなときだけ！」


    『もう疲れた。頭使いすぎてる』


    　この土ど壇たん場ばでそれを言い出すあたりが、どうしようもなく姉さんでした。


    　走り抜けるしかない、と私は決めます。


    　いくら姉さんとはいえ、可愛かわいい妹を見殺しにしたりはしないでしょうが、できればこれ以上《非礼自在コトミカツキ》を使うのは避さけたいところでした。私の頭にはプログラムの行こう使しによる鈍どん痛つうが流れ始めており、それが危険信号となって警告を発しています。


    　残るは五十メートルほど。私は五十メートル走十三秒一九という仰ぎよう天てん記録の持ち主でしたが、迷っている時間はありませんでした。私が立ち止まっている間にも、敵はどんどん押し寄せてきています。


    　私は走り始めました。


    　私の前に立ち塞ふさがる生徒の群れ。私はすっかり手に馴な染じんだ彫刻刀を振りかざし、修しゆ羅らの如ごとき形ぎよう相そうで駆けました。しかし操あやつられている敵は、私の顔つきなどでは怯ひるみません。


    　十メートルまではなんとか勢いで進むことができました。しかしそこまで来たときです。


    　敵が摑つかみかかってきた拍ひよう子しに、彫刻刀の狙ねらいが逸それました。


    　校舎の壁に刃先が当たります。


    　そしてぱきりと音を立て、銀色の切っ先が空くうへと飛びました。


    　ここまで苦楽をともにしてきた私の小刀は、刃の根元から折れてしまったのです。


    　衝撃を受ける私に、いくつもの魔手が伸びてきます。


    　危険な刃物がなくなった敵は、与くみし易やすしと襲いかかってきました。私は手足を動かし逃のがれようとしましたが、抵抗はいつまでも続きませんでした。敵に傷をつける手段のなくなった私は、《非礼自在コトミカツキ》を打ち込むことができません。


    『美み郁いく！　逃げないと！』


    　わかっていてもどうしようもありません。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいとはこのことです。


    　私はそのまま廊ろう下かに引き倒されました。ぶつけた肩が痛みます。姉さんがまだ何か言っているようでしたが、よく聞き取れません。本日最大の窮きゆう地ちにも、私の頭は働きませんでした。プログラム酷こく使しの影響とそれによる消しよう耗もうで、かなり疲ひ弊へいしていたのです。


    　今度は腕を取られて、無理矢理立たせられました。放してくれと言っても、聞いてくれる相手ではないのです。


    　遠目に見える放送室の扉が、やけに遠く感じられました。


    　あはれ私の命運もここに尽きるかと思われましたが。


    　と。人垣の向こうで扉が開くのが見えました。


    「お待たせいたしました、美郁様」


    　冷静な声が聞こえたかと思うや。


    　数条の黒糸が、私の身を搦からめ捕りました。


    



    　私の躰からだは冗じよう談だんのように宙を飛んでいました。


    　私を取り囲んでいた敵群の上を跳び越え、彼らから離れた地点に着地。それも音を立てて墜つい落らくするような降ろされかたではなく、自分で床に降り立てるようにと気を配られた運びかたでした。


    　気づけば私は彼女の腕の中に収まっておりました。


    　私を包囲から連れ出してくれたのは、余人ではありません。


    　黒の上下に、白エプロン。


    《シャトー》・Ｓ・ティアラと名乗った侍じ従じゆうさんが、私の背後に立っていたのです。


    　彼女の衣服からは、よい香りが漂ってきます。それはこのような戦いくさの場に相応ふさわしくない、甘い香りでした。どこかひとを和なごませるような、ほのかな香気。


    　私はしばらく呆あつ気けにとられておりましたが、ようやくのことで声を絞り出しました。


    「……ティアラさん？　なぜここへ？」


    　侍従はにこりともせず答えます。


    「いえ、あなたをお迎えする準備が整いましたもので。……プログラムはお切りください。お疲れのご様子。いつまでもご使用になったままでは危険かと」


    　言われずとも姉さんとの接続は切れておりました。過か剰じよう酷こく使しと、私の集中が乱れたことで、プログラムは自動的に切断されています。


    　それを確かめるでもなく、ティアラさんは続けました。


    「白しら雪ゆき様より、美み郁いく様をお連れせよとの仰おおせ。いささか計画とは異なりますものの、主の言は絶対にして神しん聖せいなるものでございます。行けと言われれば是非もなく」


    　私を助けたことが不本意だったのでしょうか。歓迎ムードは感じられません。


    　気になることを尋たずねます。


    「どうやって中央校舎へ？　あなたは第二校舎にいたはずでは……」


    「たいしたことではございません。あなたがここへ入ったのを第二校舎の屋上から確認し、先回りしただけでございます」


    「まさか、屋上から飛び降りたのですか？」


    　私は昔、ユウさんが地上十二階から飛び降りるのを見たことがあります。今回はその半分。彼女らにしてみれば、そう驚くべきことではないのかもしれません。


    　しかしティアラさんは首を振りました。


    「まさか、わたくしはただの侍従でございます。多少は武芸の心得もあれど、暗殺者たちほど鍛きたえているわけではございません。階下へは……」


    　話を最後まで聞くことはできませんでした。


    　私たちが話している間にも、操あやつられた学生の群れは私に向かって行こう軍ぐんしてきておりました。ティアラさんは彼らを一いち瞥べつし、呟つぶやきます。


    「……少々プログラムを撒まきすぎましたか。面倒な」
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    「できれば彼らを止めていただきたいのですが……」


    　私の希望に、ティアラさんは首を振りました。


    「生あい憎にく、わたくしも止める方法は存じません。それを知るのは白しら雪ゆき様のみ」


    「！　だったら白雪さんを呼んでください！　こっちに来る！」


    　ティアラさんは迫る集団を前にしても動じていないようでした。冷静至し極ごくで続けます。


    「そんな畏おそれ多い……。白雪様のお手を煩わずらわせるまでもございません。この場はこれで充分」


    　ティアラさんが手を振ると、私に巻きついていた糸が一いつ斉せいにほどけました。糸は彼女の指先に手た繰ぐり寄せられます。


    　次に彼女が両の手を交差させたとき、糸の先には尖とがった針が縫ぬいつけられておりました。


    「教本四よん則そく、《ボタン縫カガリ》」


    　ティアラさんの手が持ち上がり、二十人あまりの生徒たちに向かって襲いかかります。


    　糸の乱舞。細い糸が幾いく重えにも飛び、蜘く蛛もの巣の如ごとくに広がりました。


    　それらは生徒ひとりひとりに巻きつき、手足を何重にも縛っていきます。


    　最後に学生服の表面に針が刺さり、糸がほどけないように縫いつけられました。それで完成。


    　生徒たちは針と糸によって、完全に動きを止められておりました。ひとりを拘こう束そくするのに十秒もかかっていません。


    　動きを拘束された襲撃者たちは、立っていることもできなくなって床に横倒しに転がります。大きな蛹さなぎのように固められたまま、虚うつろな視線を明後日あさつての方向へと向けておりました。全員が一言も話さないで転がっている様は非常にシュールです。


    「こんなことをして大丈夫なんでしょうね？」


    「ご安心を。ただの裁さい縫ほう糸でございます。彫刻刀で斬りつけるよりは穏おん便びんな方法かと」


    「どうも嫌いや味みに聞こえますが」


    　侍じ従じゆうは口元だけで笑顔を作りました。


    「正しよう真しん正しよう銘めいの皮肉でございます」


    　私は顔をしかめました。


    「彼らを縛る糸が外れないことを祈りますよ」


    「ご心配には及びません。ほんのお目汚し、小手先だけの芸なれど、針糸の扱いには習熟してございます。拘束が弛ゆるむなどとは」


    　少しばかり自慢げに、ティアラさん。


    「侍従は侍従らしく、裁縫箱にあるものを得え手てとしております。《シャトー》でもそれら道具の使いかたは、ひととおり教わりますもので」


    　寡か聞ぶんにして初耳でした。


    　そんな私には構うことなく、ティアラさんは先に立って歩き出されます。


    　私は後に従うより仕方がありませんでした。逃げようとしても、彼女の糸に足をすくい取られるのがせいぜいでしたでしょう。それに、白しら雪ゆきさんのもとへ案内してくれるなら望むところです。


    　しかし放送室まで行く前に、その手前、美術室の後方ドアが開いて、中からはやはり操あやつられた男子学生が姿を見せました。


    　彼の瞳が私をロックオン。こちらに来ようとする彼に、侍じ従じゆうさんの独白が告げられます。


    「たとえ気の進まぬ相手とあれど」


    　袖そで口ぐちから抜き出されるひと巻きの黒い糸。


    「招待されたからには、白雪様のお客人。それを傷つけさせるわけにもいかず」


    　今度は糸の先に針はついておりませんでした。


    「教本外則。《教育的指導しつけ》」


    　ひとりだけ遅れて現れた男子学生に、束ねられた糸が波打って飛びます。十数条の糸が一本の太い紐ひもとなり。


    　甲かん高だかい音が、男子学生の胴どうから聞こえました。音に比例するように、その威力も相応のもの。


    　道を空けよとばかりに打ち振るわれた紐ちゆう帯たいが、男子生徒を壁かべ際ぎわまで弾はじき飛ばし、昏こん倒とうさせました。


    　何事もなかったように廊ろう下かを進むティアラさんに尋たずねます。


    「それも侍従が習う技ですか？」


    「いえ。鞭むちは個人的な嗜たしなみでございます。お気になさらず」


    　技の名前ネーミングといい、むしろ大変気にかかりましたが、深く問い詰めることはできませんでした。


    　私の前には放送室の扉があり、ティアラさんの手は早くもその扉にかかっていたからです。


    　この中に彼女がいる。


    　私の心臓は、敵に襲われていたときよりも激しく拍うっておりました。


    　白雪さんと直接対面するのはいつ以来のことになるでしょうか。最後に会ったのはずっと昔のことに思われます。


    　彼女が九ここ重のえ探偵事務所を去ってから、五年以上の月日が流れているのです。テレビの映像を通して、あるいは電話を通して声だけ聞くことはあれども、実際に彼女と向かい合うのは久方ぶり。


    　初めに何を話せばよいのか。それとも彼女から口を開くのを待つべきか。


    　考えはまとまりませんでした。


    　そうするうちにも、ティアラさんは扉を開き、私が入れるよう、ドアの脇へ一歩下がって待っておられます。


    　私は覚悟を決めました。


    　ドアをくぐり、室内へ。


    　けれどもそこには、私の期待していたどなたもおられなかったのです。


    



    　放送室は無人でした。


    　部屋の中に、白しら雪ゆきさんの姿は見当たりません。残りの刺し客かくも不在。


    　あてが外れた私は室内を見渡します。


    　そこにはマイクを始めとする音響設備のほか、監視カメラから送られてくる映像を断片的に映すモニタの列しかありません。上下左右に六列、計三十六並ぶモニタは、廊ろう下かから遠い壁を占領する形で、一面に設置されておりました。


    　振り返ると、私に続いて入室してきたティアラさんが、礼れい儀ぎ正しくドアを閉めるところでした。そこには私を騙だまして閉じ込めた、というような険けん呑のんな雰ふん囲い気きはなく、ただ恭うやうやしき姿勢のみが感じられます。


    　私が彼女へ尋たずねるより早く、私のすぐ前にあった音声出力機スピーカから声が聞こえてきました。


    『見ればわかると思いますが、私はそこにはいません。予想が外れたでしょう。あなたの予想は大たい抵ていの場合、自己の欲求が混じりますね、美み郁いく。悪い癖くせですよ？』


    　この声。そして喋しやべりかた。


    　スピーカーの隣となりにあるマイクが、私の発言を拾う役目を担になっているようでした。そちらへ私は話しかけます。


    「では、私を呼んだ説明をしていただきましょうか、白雪さん。納得のできるお話を期待したいものですね。ゲストをがっかりさせたまま帰すのは、マナー違反です」


    『ティアラが行かなければ、あなたは死んでいたでしょう。なのに随ずい分ぶんと強気なこと』


    　白雪さんは笑いました。


    「彼女の助けがなくとも、私はここまで到達していました。それに私を襲わせたのはあなたがたでしょう？　それを何です、恩着せがましい」


    『あなたは死んでいましたよ。確率は九十パーセントを超えます』


    　白雪さんは指摘しました。


    『だからティアラを行かせたのです。私が考えていたよりも、彼女は少々張りきりすぎていたようでしたから』


    　その言葉に、無言で頭を下げるティアラさん。


    　白雪さんは部下を労ねぎらいました。


    『責めているのではありませんよ、ティアラ。そう恐きよう縮しゆくせずともよろしい』


    　私が尋ねる番でした。


    「……この場の風景、あなたはどこかで観察しているのですね？　それに所長代理の戦っているほうも？」


    『なぜそんなことをする必要があると思うの？』


    　白しら雪ゆきさんの返事は否定でした。


    『見ずともわかりますよ。そちらの状じよう況きようなど、この目で見ておらずとも再現できます。その部屋のことにしても、久く遠おんたちにしても。……あなたはまだ自分が誰と戦っているのかわかっていないようですね？』


    　悠ゆう然ぜんと、白雪さんは嘯うそぶきます。


    　彼女がそう言うのも当然でした。


    　九ここ重のえ白雪は世界有数の思考速度の持ち主。


    　彼女の頭がきれることは、私もよくわかっています。白雪さんはその頭脳によって《拡大人的破壊》という、およそ人智で引き起こし難い事件を発生させたのです。常人とは比べものにならぬ彼女の思考力をもってすれば、いかなる状じよう況きようをも想定することができるでしょう。


    　その場におらずとも、一秒の誤差もないほど精確に、そこにいる人間の言動ひとつひとつまで言い当てることができる。そう考えてよいと思います。


    　そんな白雪さんの立てる計画に穴があろうはずがありません。ほとんどの場合、彼女の考えるとおりにことが運んでいきます。一から十まで完全に、過不足なく。


    　ですから白雪さんは、自分のプラン通りに物事を運ぶことができるのです。


    　その白雪さんが、どうして私をここへ呼んだのか。


    『簡単です。あなたと話がしたかったから。それに、私は計画を立てる際、いつも複数の案を練ねっておきます。いつでも切り替えられるように。……物事は変わりゆくものなのです。だからこそ面白い。そうではありませんか？』


    　こちらの内なる思いにすら反応する白雪さん。ご丁てい寧ねいに解答まで添えられていました。


    　私は何と答えればよいのか躊ちゆう躇ちよしました。的確な言葉を選べないでいる私の動向も、白雪さんは汲くんでいたのでしょう。話が続きます。


    『私の計画は着々と進んでいます。だから今日の私はとても幸せな気分なの。……そんな私の幸せを、あなたにも分けてあげます』


    　話は意外な方向へ転がり始めていました。


    『私に尋たずねたいことがあるなら、尋ねてみなさい。あなたが子供のとき、よくそうしていたように。……それが答えられる質問なら、答えてあげましょう』


    　親切すぎる申し出でした。


    「……何か裏があるのですか？」


    　白雪さんの答えは、微苦笑と憐あわれみが半分ずつ混じったものでした。


    『ひとはしばしば機会を失います。そこにあるものに手を伸ばすことを恐れて。それは遠慮とは言えないでしょうね』


    　ここまで言われれば、腹を決めるよりほかありません。


    　私はマイクの前にある椅い子すを引き出して座りました。


    　もしこのやりとりにも何らかの意味が含まれているのなら、受けて立つ以外に選択肢は残されておりませんでした。白しら雪ゆきさんは自分が好きなときに、好きなように私を弄もてあそぶことができるのです。


    　それが避けられないのであれば、少しでも有益な情報を引き出すべく行動すべきでした。


    『座りましたね？　ではどうぞ』


    　私はやや考えてから尋たずねました。


    「まずひとつめの質問です。学生たちに打ったプログラムを解除する方法を教えてください」


    『適切な質問です。入りかたとしては正しいわ』


    「答えてくださらないのですか？」


    『いいえ。話してあげますとも』


    　どこから声を飛ばしているのかも定かではない白雪さんが、マイクの向こうで答えます。


    『ティアラが生徒たちに使用したのは、私たちが開発した第三世代のプログラムです』


    　マイクから流れる優雅な説明。


    『我われ々われは《空色々紙クリアカラー》と呼んでいます。これまでのように、個人に特定の能力を与えるものではなく、むしろ不特定の対象への使用を前提とした種類のプログラム。効果は植えつけられた者の意識を半無む為い化かし、思考を操あやつること。ひとを強制的に制御するため造ったプログラムです』


    　打たれて嬉うれしい類たぐいの装置ではありません。


    『開発自体は数年前に完了していました。その後幾いく度どか改良を加え、臨床実験した結果、今回の使用に踏みきりました』


    　それを聞いて、私には思い当たる節ふしがありました。


    「……枯かれ野のさんに使おうとしていたのもこれですね？」


    　三か月前、外ほかならぬ白雪さんから電話口に聞いた覚えがあります。


    『そうです。もっとも、枯野の場合は必要なかったのだけれど。データを抜いたのに、動いていましたからね……裏世界の人間には時折規格外れがいて困ります。人間らしく生きなさいとでも窘たしなめるべきなのでしょうか？』


    　冗じよう談だんを寸すん評ぴようする気分にはなれませんでした。


    「私は解除方法をお聞きしたのですよ？　まだそれに答えてもらっていません」


    『そうですね。……でも解除方法なら、あなたが持っているではありませんか？　プログラムを取り除くには、何よりあなたのプログラムが有効です。彼らをどうにかしたいと考えるならあなたがやりなさい。私はそこまで面倒を見きれません』


    「投げっぱなしはよくありませんよ」


    『忙いそがしいの。大人はよくそう言って責任逃のがれをするのです』


    　話しても埒らちが明きません。さすが姉さんの友人だけあり、白雪さんは摑つかみどころなく逃げてしまうのです。


    　私は違う道から攻めることにしました。


    「次の質問です。この事件の狙ねらいは？」


    　私は今一歩踏み込んだ問いを発しました。


    「今回はいつものあなたのやりかたと違います。それはどうしてです？」


    『私は言いたいことをはっきり言う子が好きですよ』


    　つまり、と私は咳せき払ばらい。


    「これまで奇妙と言っていいほど、あなたは学園その他、無関係な人々に被害が出る方法を選ばれていなかった。私たちに刺し客かくを差し向けるにしても、できるだけ他人を巻き込まない方法を採っていた。……そこは私も密ひそかに認めていたのです。ですが今日、あなたへの信頼、そうしたあなたの常識、善性といったものへの評価も粉々になりました」


    『それは残念ね』


    　本当に惜しいというふうに、白しら雪ゆきさん。


    『ですが先にも言いました。私は常に複数の計画を考えています。これまで外に被害を出さなかったのは、あくまで結果論にすぎません。私はあなたに認めてもらうほど人格者ではないのです、美み郁いく』


    「薄々気づいてはいました」


    　私はできるだけ侮ぶ蔑べつ的に聞こえるように言いました。


    　白雪さんは私の挑発を気にせず流しましたが、代わりに私の後ろに控える侍じ従じゆうが気にしたようでした。背後から視線が突き刺さるのが感じられます。それに露ろ骨こつな舌打ちも。


    　しかしティアラさんが手を出してくる気配はなく、会話が続行されます。


    『なぜこの事件を考案したかについてですが』


    　白雪さんの調子は変わることがありません。


    『それは言えません。話すと面白みがなくなってしまいますから。……でもそう、少しだけ言うなら、今日という日は前触れです。おそらくは次に起こる事件のための前夜祭とでも位置づけられるでしょう。そのゲストを迎えるための準備であり、彼への供く物もつを用意する狩りの場でもある。言葉遊びをするなら、仮の場ね。それが理由のひとつ』


    「……ふたつめは？」


    『欲ばりなこと。……ふたつめは、あなたに楽しんでもらおうと思って、かしら？　それがどういう意味なのかは自分で考えなさい』


    「……私？」


    　無論こんな催もよおしが楽しいはずはありません。白雪さんの言葉は、私には言い逃のがれか誤ご魔ま化かしにしか聞こえませんでした。


    　もう一歩切り込んだ問いを投げてみます。


    「私のことはいいです。なら所長代理は？　彼がここで果たす役割とは何なのです？　あなたは刺し客かくを所長代理に向けて送り込んだ。それは何のためなのですか？」


    　白しら雪ゆきさんは、この問いも読んでいたようでした。


    『それが最後の質問ですね？　なぜ九く音おんのことを初めに聞かなかったのですか？』


    　反対に問い返されます。


    「なぜと聞かれましても……。私の中で、所長代理は優先順位が低いからではないですか？」


    『正当な感想とは言えませんね』


    　静かに、白雪さん。


    『教えてあげましょう。それはあなたが彼を信頼しているからですよ。九音なら大丈夫だと、あなたは心の底で考えている。だから後にしても平気だと思った。九音なら秋あき口ぐちさんたちも助けてくれると。あなたがそう思っていると教えてあげれば、きっと弟は喜ぶでしょうね』


    「いつも言いますが、その手の誤解は私のもっとも忌いむべきところです。訂正を要求しなくてはなりません」


    　断固私は抗議しましたが、白雪さんは取り合ってもくれませんでした。


    　平坦な声で配下に告げられます。


    『映像を出しなさい、ティアラ』


    　白雪さんの言葉に、忠ちゆう実じつなるティアラさんが動きます。ドアの脇まで伸びたパネルを幾いくつかスイッチングし、電源をオンに。


    　モニタに光が宿りました。


    　画面が端から、各地点の画えを映し出します。


    『九音についてなら、これを見たほうが早いでしょう。これを見て、まだあなたが弟を気にかけぬと言うのなら、そのときこそ私は私の浅せん慮りよを詫わびますよ』


    「中央でございます、美み郁いく様」


    　ティアラさんの声に、私は指示された画面に目をやりました。


    　カメラは、見覚えのある場所を映しておりました。緑色も鮮やかな小ジャングルは、紛まぎれもなく第二校舎の屋上、植物園に見えます。


    　その入り口に差しかかる半はん袖そでのジャケットを羽は織おった男。


    　そこには所長代理の姿が映っておりました。


    



    



    【２００５／０６／０６／１５５５】


    　屋上に着いた久く遠おんは周囲を観察する。どこに敵が潜ひそんでいるかわからない。


    　階段から屋上へと続く扉の前には、誰の姿もなかった。用心しながら戸を開ける。


    　扉を抜けた先には、温室が広がっていた。


    　ドーム型の構造をもつ、ガラス張りの建物。学園へ入学した当初、久遠はここをプラネタリウムだと思っていた。円まるい天てん井じようだけなら、外そと見みには天体観測施設にも見える。


    　内部の広さは教室四部屋分といったところだろうか。


    　温室には、何十種という植物が栽さい培ばいされている。主に南米地域原産の草木が多い。


    　一歩、その中へと進む。


    　室内は蒸むしていた。一定温度に調節された内部は、そこにいるだけで亜熱帯の気候を思わせる。肌がじっとりと湿ってくるのを感じる。


    　そんな環境のなか、救助目標でもあるふたりは、最さい奥おうの木に縛りつけられていた。


    　美み郁いくの友人たちは、幹の根元に座る格好で結びつけられている。気を失っているのか、こちらに気づいた様子はない。


    　彼女たちのもとまでは二十メートルほど。駆け寄ろうとした久く遠おんを、階きざはしが諫いさめる。


    『気をつけろよ！　どんな罠わなが仕掛けられてるか……』


    「でもふたりをあのままにしてはおけないよ」


    『俺を間抜けだとでも思ってんのか？　そんなことはわかってるんだよ。ただ、警戒は怠おこたるなってことだ』


    　慎しん重ちように、久遠は彼女たちへと近づいていく。ティアラの姿は見当たらなかった。どこかに潜ひそんで、攻撃を仕掛けてくる機を窺うかがっているのか。


    　侍じ従じゆうの妨ぼう害がいに遭うこともなく、久遠は香こう理りと楓かえでを縛っている木に触れることができた。素早く彼女たちに繫つながっている糸を切る。


    　脚きやつ甲こうのひと振りで、糸は造作もなく断ち切れた。


    　痛みが一瞬ぶり返したが堪こらえる。足を動かす方法を転送してもらっただけで、プログラムからは痛みがフィードバックされてくるのだった。


    　倒れてくるふたりを、順番に抱き留める。依然、周囲に敵が現れる気配なし。


    　ふたりの息遣づかいは正常だった。躰からだにも変わったところは見えない。


    「良かった。どこも怪け我がはないみたいだ。美郁ちゃんに呪のろわれずに済みそうだな」


    『助けに来てやったのに呪われてちゃ、たまんねえ』


    「残りの刺し客かくが襲ってくる様子はないかい、絶ぜつ無む？」


    　久遠の躰の諸機能は、階にも伝達されている。久遠では嗅かぎ取れない気配の変化があったとしても、階ならいちはやくそれを察することができる。


    　ひととおり確認し終えた階が言った。


    『大丈夫そうだ。それにしても、ティアラは俺たちを放ってどこに行ったのか……。任務を途中で放ほう棄きするような女じゃねえ。まだ何か企たくらんでやがるのは確実だろうが。……先にお嬢ちゃんたちを運んじまおう。ここは蒸むし風呂みたいだからな』


    　久遠は賛成し、ひとりずつ外へ連れ出すことにする。


    　先に体力のなさそうな楓から運ぶかと考えていたときだった。


    　うっすらと彼女の目が開く。それを見て、意識が戻ったのかと安あん堵どした。彼女たちは美み郁いくが聖バ学園に入ったときからの友達で、久く遠おんとも面識がある。


    「あ、楓かえでちゃん、気がついた？　僕のことわかる？　この指何本だ？」


    　顔の前で立てた指を揺らす久遠の問いかけに、楓は反応しなかった。まだ朦もう朧ろうとしているようで、瞳にも生気が戻っていなかった。


    「答えはラブ＆ピースの二本です。……いや、面白くなかったのは自分でも認めるけど、何か言ってくれてもいいんじゃない？　いつもの君ならお義理でも笑ってくれるはず……」


    　久遠の話が聞こえたのか。


    　楓の顔に微笑ほほえみが浮かぶ。


    「あ、良かった。通じた」


    　やれやれと胸を撫なで下ろす久遠。そこへ。


    『久遠！』


    　背後から突き込まれた手刀が彼を襲った。


    



    　それを避よけることができたのは、階きざはしが一声早く気づいてくれたからだった。


    　攻撃は久遠の上着を掠かすめ、布を千切る。鋭い一撃。


    　命中すれば服を突き破って内臓にまで達していたかもしれない。


    　致ち命めい傷しようを狙ねらった一撃である。そしてそれを放ったのは。


    　入り口の前まで後退した久遠は、その打ち手に向き直る。


    　そこに敵の姿はない。


    　ゆっくりと立ち上がった美郁の友人たちがいるだけだった。


    　久遠から見た右に、秋あき口ぐち香こう理り。


    　左に、桃もも原はら楓。


    　久遠もよく知るふたりが、肩を並べてこちらを見ている。


    　その佇たたずまいは、ただの女子高生のものではない。


    　ふたりから放たれるのは、彼女たちが持っているはずのない暗殺者の闘気。


    『こいつらっ！　中身は別モンだぞ、久遠！　下がれ！』


    「え？」


    　久遠はその意味を理解しかねていた。


    　立ち尽くす彼に、二組の足音が迫る。


    　床を打つ音。それに呼こ応おうして、左右から迫るふたつの影。


    『ガードだ！　風穴空くぞ！』


    　階の声に躰からだが動いた。脚きやつ甲こうを持ち上げる。


    　その上を拳こぶしと突きが掠めていく。さすがに断だん銀ぎん鎧がい仗じようの防御を破るまでには至らない。硬度的に、この具ぐ足そくを破壊できる人間はそういない。


    　それでも、彼女らが打ってきた攻撃は、素しろ人うとに打てる打撃ではなかった。


    　久く遠おんにかわされたと見るや、ふたりは距離を取る。その引き際ぎわの移動も、実に軽かろやか。


    　まだ混乱している久遠に、階きざはしが怒鳴る。


    『さっきの手刀は、秋あき口ぐちの小娘が放ったもんだ！　ふたりとも、誰かのデータをぶち込まれてる！　しかもこの動き、かなりの手て練だれに違いねえ！』


    　把は握あくした事態に、久遠の声が上うわ擦ずる。


    「そんな！　誰のデータなんだ？　どうして彼女たちが攻撃なんて……」


    『ティアラがやったに決まってる。……ふたりを刺し客かくに仕立て上げた。だから見張りも置かずに俺たちを好きにさせた。これで得心がいったぜ。下の階段にいた三人は、ただの前座だ。こいつらこそ、ティアラが、白しら雪ゆきが俺たちに放った本当の刺客ってことなんだろう』


    　唇を嚙かみしめる。


    　香こう理りや楓かえでは、久遠たちの事情など何も知らないはずだった。それが美み郁いくの友人というだけでプログラムを打たれ、戦場に駆り出されている。


    　許されることではない。


    　震える久遠に、階が言う。


    『そういうふうにショック受けてるお前を見るのが、白雪には何より楽しみなのさ』


    　姉の悪あく辣らつなやりかたに怒る暇ひまはなかった。


    　前方、ふたりのほうに動きがあった。


    　彼女たちが縛られていた木の根本には、糸が放り出されたままになっている。自分たちを拘こう束そくしていた糸を拾い上げるふたり。


    　糸の先には針がついていた。それを糸から外し、それぞれ左手に持つ。


    　糸はだらりと垂たれたまま、ふたりの右手に握られていた。


    　その構えを見た階が呟つぶやきを洩もらす。


    『あれはモーティスたちの……』


    　親指の先が針の頭を空中へ跳はね上げた。


    　コイントスの要領で弾はじかれた針が、彼女らの視線の高さにまで飛び上がった。その針に向かって、彼女らは糸をあてがい。


    　糸と針が交差する。糸が針を掠かすめた瞬間。


    　糸が針に巻きついた。続いて独こ楽まを回す要領で摩ま擦さつされた針が、急速回転を始める。


    　独楽よりも、遥かに勢いよく回転する針。


    　一秒間に数十回転を数える、猛烈な回転である。針はしばらく空中で浮かんだまま落ちてこない。重力のベクトルに対抗するほどの加速力で滞空している。


    　久遠が驚くよりも早く。


    　香こう理りと楓かえでの手が翻ひるがえる。糸がその針に向けて振り下ろされた。


    　二度目の針と糸の接触は、照しよう準じゆんを調整するためのもの。


    　狙ねらいをつけられた針が、尖せん端たんを先に回転しながら飛来する。


    　ドリルのように迫る針二条を、倒れ込むようにして久く遠おんは避さける。耳元を擦さつ過か音が通り抜けていった。


    　空気を裂いてそのまま直線で飛んだ針は、ガラスの外壁に衝突する。そしてそこでも勢いは止まらず、ガラスを突き破って貫通。


    　二本の針は温室の外へと消えていった。人外の技に、久遠は驚きよう嘆たんするしかない。


    「なんだこの技！　あんな短い裁さい縫ほう針ばりが、分厚いガラスを突き破る？」


    『来るぞ、第二波！』


    　先さき程ほどを上回る速度で攻撃が放たれた。


    　今度は針ではなかった。丸い、小さな物体。


    　床を転がり、それをよける。横を通り過ぎる際に、それが何かが目に入った。


    　制服の留め具パーツ。彼女たちの上着についていた、聖バ校のボタンである。


    　久遠の回避により、標的から逸それたボタンが床に穴を穿うがつ。避けてからその弾だん痕こんを見やった久遠は、またしても驚かされることになった。


    　ボタン弾だんはどこまでめり込んだのかわからぬほど、深くまで突き刺さっていた。


    「絶ぜつ無む！　これは？」


    　舌打ちが階きざはしの回答だった。


    『旋せん技ぎ、《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》』


    　痕こん跡せきを目にしながら、階の口調は苦にが々にがしい。


    『モーティス・ブラックって、嫌いや味みな女の得意技だ。くそっ、どこまでもしつこい奴だ。データになっても絡みついてきやがる！』


    　起き上がる久遠に、階が解説。


    『《弧で抉る鉄扇》は、そこらにある物体を、糸との摩ま擦さつで回転、加速させて飛ばす技だ。もともとは鉄の扇おうぎを礫つぶてがわりに飛ばしてたらしい。だから鉄扇と呼ばれる』


    「だけど糸をどう使えばあんなふうに飛ばせるんだ！」


    　針やボタンを普通に回すだけでも難しい。ましてやそれを狙った箇か所しよに当てるなど。


    『竹トンボと同じだよ。回転させた竹トンボは上に向かって飛んでいくだけだが、奴らの技はどこでも好きなポイントに物た体まを飛ばせる。ミリよりも細かい単位で糸を駆使することで、飛んでいく角度を自在に調節してるんだ。この糸の使いかたが技の肝きもになる』


    　階はこの技をかなり詳しく知っていた。


    『糸の扱いは一いつ子し相そう伝でん。他人には教えねえし、習熟するにも時間がかかる。だが白しら雪ゆきにかかればかたなしだな。データを移植すりゃ、女子高生でも暗殺者になれるんだからよぉ』


    　ふたりは久く遠おんを狙ねらっているのか、微動だにしない。


    『糸、糸か。こいつらの使う技があればこそ、ティアラは糸を残していきやがったのか。縛られてることにすら意味がある。……白しら雪ゆきの好きそうな作戦だぜ』


    　階きざはしの分析は一足遅かった。


    　ふたりの指が次のボタンを制服からむしり取り、中空へと放る。


    　糸が一いつ閃せん。久遠に向けて、回転する小道具が飛ぶ。


    「あれは受け止められないのか？」


    『手が摩ま擦さつで燃えちまうよ。……よけろ！』


    　久遠のいた場所へ殺到する二個のボタン。植物を薙なぎ倒しながら軌き跡せきを描く。


    　威力はあれど、スピードとしてはそれほど脅きよう威いではなかった。拳銃の弾丸と同程度と見切る久遠。階のデータを以もつてすれば、避さけられぬ速度とは言えない。


    　木々を盾たてにしながら間合いを取る。


    　階はこれからだと言った。


    『ただまっすぐ飛んでくるだけの技なら、苦労はねえ。《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》が怖いのは、単体で使われるときじゃねえんだ。こいつの真価は……』


    　久遠へと連続して撃ち込まれるボタンの弾丸。


    　階の言葉を最後まで聞くこともできず、走り回る。周囲の草木は防ぼう壁へきにもなってくれたが、移動を妨さまたげもする。徐々に敵のペースが上がった。撃たれる飛礫つぶてが激しくなる。


    　次の回避先へ、ただ走るしかできない。


    　たちまち温室内は半壊状態になった。反撃しようにも、ふたりは久遠の接近を許さず、近づけばさっと離れてしまう。


    　しばらくは一方的な攻防が続いた。そして久遠が気づいたときには。


    　前には香こう理り。後ろには楓かえで。


    　巧妙に誘い込まれ、知らず知らずのうちに挟きよう撃げきされる形となっていた。


    『前門の虎こうり、後門の狼かえで。このフォーメーションがいちばんクソやべえ。……合図する！　それに合わせて転がれよ！』


    　問い返す一ちよ寸つとの間まさえ許されなかった。


    　久遠の前方十メートルで、香理が構えるのが見える。


    　ボタンは撃ち尽くしたのか、彼女が投とう擲てきしようとしているのは、割れたガラスの破片だった。掌てのひら大のそれが空に投げられると、糸がその中心を激しく摩ま擦さつし、独こ楽まの礫つぶてへと変えていく。


    　ガラスは割れた状態の、凹おう凸とつのある不揃いな形。彼女らの糸いと捌さばきにかかれば、形の整っていない部品でも弾となるのか。


    　回転をかけられ、空中に浮かぶガラス。


    　香こう理りの左手が上下へ打ち振られた。


    　直線軌き道どうで飛来するガラスを、余よ裕ゆうをもって回避する。久く遠おんの重ブーツが土を蹴り、横へとステップ。弾丸と同様、直線で飛ぶ得え物ものは躰からだの軸線を動かすだけで無効化される。世界の暗殺者たちの間で銃器がさほど信用されていないのは、その軌道が一本で読みやすいからにほかならない。


    　しかし階きざはしは、攻撃をよけた久遠を叱しつ責せき。


    『馬鹿野郎！　隙モーシヨンがでかすぎる！』


    　その意味は直後に判明する。


    　久遠の背後には、ぴったりと楓かえでが張りついていた。五メートルの間合いを崩さず、糸を手に久遠を観察している。


    　久遠が回避したガラスは、彼女へと進んでいく。それをよけようともしない楓。


    　このままでは彼女が味方の攻撃を喰らいかねない。


    　そう考えた久遠の視界に、信じ難い光景が飛び込んでくる。


    　楓は自分の糸で、ガラスの破片を受け止めていた。そしてそれを一息、遊ばせるように宙高く舞い上げると、今度は自みずからそれを撃ち放った。


    　反射した、に近い動き。壁にボールがはね返ってくるように、ガラスの礫つぶてがそこにいた楓の手を経へて打ち返される。
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    　油断していた久く遠おんを狙ねらい、軌き道どうを変えたガラスが襲来してきた。


    　さらに速く、鋭く、抉えぐり込んでくるガラスの刃やいば。


    「くうっ！」


    　回避していては間に合わない。避さける好機は逃のがしている。


    　久遠の取った対応は、迎げい撃げきだった。


    　横よこ様ざまに倒れ込みながら、迫る飛礫つぶてに足を出す。飛来する弾と相対速度を合わせ振り上げられた脚が、ガラスに叩き込まれる。


    　攻撃を防御に変えようという意図は良かった。ただしそれが成功していれば。


    　楓かえでの放ったガラスが銀色の具ぐ足そくを削り取る。


    　そして止まらない。体勢を崩した久遠を嘲あざ笑わらうかのように飛んでいく。


    　倒れ込みながら、自分の武器を確かめ、その具合に驚いた。


    「僕の断だん銀ぎん鎧がい仗じように傷をつける？」


    　右足の装甲、その踝くるぶしのあたりは刮そぎ取られ、線条の跡がついている。


    　並の破壊力ではない。久遠の脚部装甲は、戦車砲の直撃でも傷つかぬ強度を誇っている。白しら雪ゆきの配下が開発した、現代の一般技術水準を上回るテクノロジーで鍛きたえ抜かれた武具のはず。


    　それを削るのは、一流の証あかし。


    　階きざはしがデータを送ってきた。


    『旋せん技ぎ二段、《双そうで穿うがつ鉄線》』


    　脳内で流れる、詳細な技の解説。


    『《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》は、二人一組で使うことによって、単独で使ったときよりもその威力を倍増させる技へと変化する。それが《双で穿つ鉄線》』


    　攻撃の軌き跡せきはまさに直線ラインだった。


    『一度外された飛礫を、相方が受け止め、軌道を変えて再度狙いをつける。それにより、一度かわされた飛礫も生き返る。さらに折り返しのとき摩ま擦さつが加えられるから、回転が増してより速く、強力になる』


    　変幻自在に軌道を修正し、標的を狙い撃つ弾丸。


    　個人技、《弧で抉る鉄扇》。そして協力技、《双で穿つ鉄線》。


    　例えるならサーカスで披ひ露ろうされるディアボロ。それが敵を貫つらぬき殺す曲芸となる。


    　階が苦にが々にがしく呟つぶやく。


    『ディアボロどころか悪魔デイアブロスだ。悪魔が魔法で弾を操あやつってるみたいなもんさ』


    　まさしく魔技。


    　技の仕組みがわかったところで、敵からの攻勢はやまない。


    　久遠目がけて、いくつもの弾が襲い来る。


    　避さけるには走り続けるしかなかった。少しでも静止すれば、そこへと弾が集中する。


    　攻撃方法は、やむ間まのない斉せい射しやだけには収まらない。


    　飛ばされてくる礫つぶてが一いつ時とき減った。香こう理りたちは弾をばらまくのをやめ、久く遠おんの動きを見守っている。攻撃の手を休めるつもりになったのだろうか。


    　その思いつきは、久遠の希望でしかない。


    　香理が手近な木の枝を折り取る。それを弾に使うため、空中へ放り、回転をかける。


    　しかし充分にスピンのかかったそれを、香理は久遠に撃ってこなかった。


    　代わりに、彼女はパートナーへと礫を投げる。久遠に対し、左右等距離十メートルに開いた楓かえでへと礫が渡される。久遠を挟み、キャッチボールのように投げ渡される礫。


    　香理と楓の間を、幾いく度ども飛礫が往復する。それは一度行き来するごとに、回転速度を上げていく。


    　次に飛来した弾丸の速度は、高速と表現される域に達していた。


    　久遠の足下へと殺到する樹木の一枝。それほど硬くもないはずの枝が地面を抉えぐる。


    　ぎりぎりで後退。枝はそのまま、土を掘り返す勢いで刺さる。床下にまで貫通するのではないかと思われるほどに、弾の力が増していた。


    　糸が弾丸と擦すれる度たびに、回転は増す。


    　彼女らは飛礫に互いの間を往復させ、際限なく威力を高めることができるのだ。


    　これほどの威力となった飛礫を、途中で撃ち落とすことはできない。断だん銀ぎん鎧がい仗じようを抉った実演で、それは証明されている。先さき程ほどの一往復から放たれた攻撃ですら、脚きやつ甲こうは削られている。


    　階きざはしに対策を訊きく。久遠には対処法など思いつかない。


    「この技を破る方法は？」


    　階は言葉を選んでいるようだった。


    『……あるにはある。本体ごと殺やっていいなら、どちらか片方を俺が引き受けることはできるだろう。一方を先に潰つぶせりゃ、勝機はある』


    　いつになく迷う階。


    『だが参った。データは他人のだが、躰からだはふたりのもんだ。嬢ちゃんたちを殺すわけにもいかねえし……。加減すりゃ、逆にこっちが危ねえ。それにプログラムが……』


    　階と接続を開始してから、既すでに三十分が経過した。


    　断続的に久遠を襲う頭痛は、やむ気配がない。


    　身の内に危険因子を抱かかえながらの長時間連続戦闘である。躰の諸機能が低下しているのがわかる。階からデータが送られてくるだけで、脳は軋きしみをあげている。


    　無理はできない。もし今先にあったようなフィードバック過多が起これば、香理たちにとどめともなる隙すきを見せることになる。


    　打つ手のないまま、戦せん況きようは変化していく。


    　これまでは一発ずつだった飛礫の数が、ひとつずつ増え始めた。


    　香こう理りと楓かえでは、足下に散らばる物体を糸で拾い上げ、放り上げる。舞い上がったものは空中で回転をつけられ、ふたりの周囲で跳はね回る。


    　糸によるお手玉。高速で行おこなわれるジャグリング。


    　一。二。三。四。ふたりで合計八個の弾丸が糸の上で踊り、拍ひよう子しをとっている。


    　続く行動は当然、それの放出だった。


    　ひとつでも苦戦する礫つぶて。それが瞬時に大群となって押し寄せる。


    　逃のがれきれない。足に背に行く手に、突き刺さる礫を辛かろうじて避けながらただ逃れる。


    　追い詰められた久く遠おんに選択肢は多くなかった。ここで身体中を抉えぐられ、空気穴を開通されて事切れるか、それとも自みずから脱出するか。


    　温室は今にも倒壊寸前。その壁かべ際ぎわで、久遠は迷う。


    　決めかねる久遠を促すように、無数の礫が来襲する。


    　回避は飛び降りることと同義だった。


    　躰からだごと、まだ残っていた外壁にぶつかっていく。そのまま外へ。地上へ。


    　地上七階部分から、ガラスを突き破って落下する久遠の躰。


    　このまま地上へ叩きつけられれば死亡は確定。


    　それを覚さとったプログラムが、緊急コードを承認する。


    『接続！　代打俺！』


    　緊急時に一度だけ繫つながる《救世主殺しオラトリオスレイ》のサポートシステムが、信号を受けて起動する。


    『継続履り行こう／プログラムコード／《キザハシ・ゼツム》』


    　脳内を奔はしる電流に合わせ、久遠と階きざはしが入れ替わった。


    　ふたりの間で《予備電源エクスチエンジ》と呼ばれる、一時的な主格データ交替。それにより躰の使用権を貸たい与よされた階のデータが表層に現れる。


    　かつて《救きゆう世せい主しゆ》として恐れられた男は、久遠の躰ですら見事に操あやつってみせる。


    　落ちる躰を壁際に寄せ、階の爪先が壁を蹴った。


    　爪先は激しく叩きつけられ、落下の速度を減退させる。それを三度繰り返し、猫のように回転しながら着地。


    　無傷で地上へ降り立った。


    「ここまでは追ってこられねえだろう。とりあえず退ひくか？」


    　久遠の躰で話す階。その考えはすぐに否定される。


    　彼らの後を追い、上空からふたつの影が飛び降りてきた。


    　階がしたように、減速しながら降りるのではない。


    　ただ落下した。衝撃に震える地面のコンクリート。亀き裂れつが走る。


    「正マ気ジかこいつら？　一般人の躰でよくもまあ……」


    　今の飛び降りに、香理たちへの配慮は感じられない。


    「……本体へのダメージは気にしてねえってことかよ？」


    　両脚が折れようが、傷つこうが、構わないという意思表示。操あやつられている躰からだは顧かえりみられない。


    　敵のやりかたに、階きざはしは舌打ち。


    　生来が心優しき男である。かつて《救きゆう世せい主しゆ》と諱いみなを送られた男には、弱き人も間のを思いやる一面が備わっていた。


    　銀の装甲が地面と嚙かみ合い、戦場の音楽を奏かなでる。


    「こいつらをこのまま遊ばせとくのはやめだ。打ち止めにしたほうが親切だぜ。……俺が動ける間にケリをつける！」


    　憤ふん怒ぬの念が形となって現れた。


    　久く遠おんの躰が、敵影へと躍る。《予備電源エクスチエンジ》は稼か働どう時間に制限があり、階は長時間表へと出ていられない。躰を任されている今しか、攻勢に出るときはない。


    　脚きやつ甲こうを履いた足が、楓かえでへと突き込まれる。


    　階の得意は蹴しゆう打だ。連続で蹴りが繰り出される。いずれも重く、鋭利な突き。千本にも別れて見える乱脚が、敵を圧倒する。


    　本当なら使いたくはない《予備電源エクスチエンジ》システムだった。肉体の機能を極限まで引き出して振るわれる階の動きは、久遠の躰に負担をかける。それはプログラムをより消しよう耗もうさせてしまう結果をも招きかねない。


    　階も承しよう知ちはしているが、ここで決着をつけなければ、久遠ではふたりを倒しようがない。


    　彼女らを救うためにも、自みずから表に出ている間に倒しきる。そう決めた上での攻勢である。


    　幻げん惑わくする速い動きに、守勢に回る楓の躰。階の襲脚を防ぎ、避さけ、間まを取ろうと動き回る。


    　押してはいた。だが直撃を入れられない。


    　階の隣となりでは、相方を援護するべく香こう理りが糸を引き絞しぼっている。


    　礫つぶてが来た。それが攻撃の邪じや魔まをする。階の攻めに合わせ、行動を阻そ害がいするべく撃ち込まれる。


    　狙ねらう相手を入れ替えても同じこと。


    　香理を狙えば楓かえでが。楓を狙えば香理が。


    　一方が必ず背後から狙ってくる。そのために決定機を作り出すことができなかった。全力のこもった一撃を打とうと思えば、彼女らの忙いそがしい攻撃を封じなければならない。


    　階が後退する。ふたりは下がる彼を追い、前へと出た。左右に並ぶ敵たち。


    　階はその瞬間を待っていた。


    　ブーツを足下に振り下ろす。目にも留まらぬ速度でコンクリートが四度叩かれ、四つの頂点を刻みつける。


    　ふたりが糸を手た繰ぐる。階はその時間を計算に入れている。


    　脚部装甲が鋭く地面を裂いた。縦横二列。それだけでコンクリートは豆とう腐ふを切るように裁断される。四か所の頂点を結ぶように切り出されたブロックは、三メートル四方ほど。


    　階きざはしが一ひと際きわ強く、その端を踏みつけた。反動でコンクリートの床が直立する。


    　臨時にできあがった壁の厚さは、一メートルは下らない。


    　階からはふたりの姿が見えなくなった。だが彼の聴覚は、敵の位置を捉えている。壁の向こうから迫ってくるふたりを感じ取りながら。


    「これなら撃ち抜けねえだろ！」


    　階が、ブロック壁を蹴りつけた。


    　彼の脚力をもって蹴られたコンクリート壁が、ふたりへと飛んでいく。


    　広場いっぱいに進む壁の圧。すぐ傍そばまで迫っていた香こう理りたちには、回避のしようがなかったはず。また、礫つぶてを撃とうにも、壁を抉えぐり抜くだけの回転をかける時間もなかったはず。


    　そこまでやり終えたところで、階の活動時間が終了する。意識が再び久く遠おんへとスイッチ。


    　戻った久遠が悲鳴をあげた。


    「なんてことするんだ！　ふたりが圧死した！」


    　階の答えは苦にがい。


    『こっちだって、黙って死んでやるわけにはいかねえんだよ。それにあいつらを放っておけば余計に被害が出かねない。他人にも、あいつら本人の躰からだにも』


    「それはそうだけど、でも……」


    　返ってきたのは苦笑。


    『……それに、あれでも止めきれなかったみたいだぜ？』


    　壁と壁が激突し、土煙の上がる玄関口前。


    　埃ほこりと煙が収まった後には、ふたりの刺し客かくが立っていた。


    　破片で切りでもしたのか、顔や腕、肌の露ろ出しゆつした部分からは血が滲にじんでいる。だがそれはほとんど無傷といって言いくらいの怪け我がにすぎない。


    　並ぶふたりの距離は四メートルほど。


    『あのタイミングでコンクリートに潰つぶされなかったとするなら、取った回避方法はひとつ』


    　階からデータが送信されてくる。


    　激突の直前、糸を使って安全圏に逃のがれるまでには、いくらも猶ゆう予よがなかったはず。


    　ふたりは糸の反発を利用し、互いの躰を左右に弾はじき合ったのだった。その方法なら、身をかわすよりも素速く壁を回避することができる。


    　自みずからの体重ほどの質量なら造ぞう作さもなく弾き飛ばす、《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》。その妙みよう技ぎを出しきった行動と、技を信じることから生まれる判断力。


    『……こいつらは、ことによると俺たちより強いかもしれん。……奴らの技は、肉体的な制限を受ける技じゃねえ。どんな奴の躰を使っても、糸さえ使えれば、データの持ち主本人と変わらない活躍ができる。俺たちみたいに、直接殴り合うスタイルより、データ本来の特性を活かしきれる』


    　説明は現状を最悪に追い込むだけだった。


    　言われずとも、ふたりの躰からだを操あやつるデータが強敵だとは知れている。先のような回避行動まで瞬時にできるほど、コンビ間の連れん係けいは優れている。


    　ここまでの戦いでも、両者の動きには繫つながりがあった。


    　攻撃の起点となる香こう理りと、それを受け止め、軌き道どうを変える役目の楓かえで。


    　ふたりのコンビネーションは完全に一致している。呼吸は調和し、乱れていない。


    　ふたり合わせて《モーティス・ブラック》。その連係はデータとなった今でも、いささかの陰りなし。


    　彼女らに抗するには、強力な遠距離攻撃か、弾をくぐり抜けて接近する加速力が求められる。そのどちらもが久く遠おんと階きざはしには欠けていた。勝つにはもう一枚、手札が欲しい。


    　手はある。《加か重じゆう召しよう喚かん》という切り札は、あるにはある。だがそれを使うのは。


    　久遠の意識を、衝撃が駆け抜けた。


    　頭から爪先までを電流のような痛みが走る。《予備電源エクスチエンジ》の使用が、プログラム過か負ふ荷かを与えていた。


    　激痛は神経を伝って躰の隅々へ拡散していく。手足が強こわばった。嘔おう吐と感どころか、胃腸そのものが逆流してきそうな変調。必死に震えと闘い、倒れるなと躰に念じる。


    　脳を連打する痛みの信号。敵の姿が二重にぶれた。五感にまで機能障害が出始めたのか。


    　香理と楓が、再び糸を高鳴らせる。コンクリートの破片が新たな礫つぶてとなって、久遠を狙ねらう。


    　痛む躰を引きずるようにして、久遠は弾丸を避さける。一撃喰らうだけで動きは確実に鈍にぶるだろう。逃げるだけで、プログラムは抵抗の悲鳴をあげた。


    　時間は過ぎていく。体力は削られ、階との長時間連動によって精神も疲ひ弊へいしていく。


    　抗こうする手段はもはや一手しかないと、久遠の意識がそれを使うかの狭はざ間まで葛かつ藤とうする。


    　使えば死。使わずとも、死。


    　相手を殺してはならない制約と、自みずからも壊れるわけにはいかない誓せい約やく。


    　逃げ場のない戦場で、久遠は講じる手立てを封じられている。


    　この戦いに観衆がいることを、彼は知らない。
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    【今日を生きるための観察日記／⑤】


    　所長代理の躰からだは、活動限界間近と見えました。


    　モニタ越しの苦境に、私は椅い子すから立ち上がります。


    「これ以上観戦しているわけにはいきません。私は行きます」


    『そろそろそう言い出すかとは思っていました』


    　白しら雪ゆきさんは私を引き留めようとはしませんでした。


    　たとえ引き留められても、私は行かなければなりません。いかに所長代理とはいえ、見殺しにすることはできそうもありませんでした。


    　私なら、香こう理りたちを止められる。


    　状じよう況きようを打開するには、それしか手はなさそうに思われました。


    「お待ちください、美み郁いく様」


    　扉へと向かう私に声をかけたのは、ティアラさんでした。


    『ティアラ？　あなたが提示した案では……』


    　白雪さんも意外だったのか、彼女の名を呼ばわれます。それには確認の意味が含まれていました。


    「口を挟むことをお許しください、白雪様」


    　ここまではただ主の指示に従うだけに見えた彼女が、私に言います。


    　それは私にとっても意外な内容でした。


    「……白雪様に協力いただけませんか？　白雪様はあなたを必要としておられる」


    「……何を仰おつしゃっているのか、ご自分でわかっておられますか？」


    「傍そばに控えるわたくしにはわかります。あのかたのあなたへのご執しゆう着ちやくは、並なみ大たい抵ていではございません。白雪様をそこまで惹ひきつける何かが、その理由が、あなたにあるのでございましょう」


    　私は溜ため息いきがてらに言いました。


    「あなたは私が気に喰わないのかと思っていましたが」


    「そのとおりでございます。……わたくし自身、なぜあなたが白雪様のご関心を惹くのかが理解できません。なのに寵ちよう愛あいを受けている。それなのに白雪様に背を向け続けている。白雪様の一配下として、これほど気に入らぬことがございましょうか？」


    　己おのれの内心を吐と露ろされるティアラさん。


    「……ですがそれは所しよ詮せん私わたくし事ごと。白雪様の願いの前には、比べものにならぬ感想でございます」


    　冗じよう談だんには聞こえませんでした。ティアラさんはなおも条件を提示されます。


    「協力していただけるのならば、九く音おん様に向かわせているふたりは私がお引き受けいたします。そうすればあなたのご学友も、九音様も助かるはず」


    　彼女の瞳が私を直じかに見つめます。片眼鏡モノクルの奥にある瞳は燃えていました。


    　彼女は真剣に頼んでおられるのです。


    　彼女の性格、それに侍じ従じゆうという点を鑑かんがみても、主人である白しら雪ゆきさんの意向に背そむいてまで発言するのは苦労なことだと思われます。頭を下げる相手が私のような小娘であるのも、彼女の心理に追い打ちをかけるでしょう。


    　なのに予定を変えてまで、私に条件を出してくる。


    　それは彼女の忠ちゆう誠せい心しんを示す事例でもありました。白雪さんのことを思うからこそ出た行動であったのです。


    　彼女の心情は私にも伝わりました。ですが私は、彼女の申し出を承しよう諾だくすることはできませんでした。


    　私は息を吐き出してから、ティアラさんに問いました。


    「プログラムの投与は心身に悪影響を及ぼす。……そのことは知っておられますね？」


    「存じております。あるいはあなたよりも深くまで」


    「……ならなぜ無関係の彼女らにそれを打ったのです？」


    　私は事実を突きつけます。


    「香こう理りと楓かえでは、プログラムを打たれています。それもおそらく二種類。技データと、《空色々紙クリアカラー》が。違いますか？」


    　ティアラさんは肯こう定ていされました。


    　そしてその肯定こそが、私と彼女を隔へだてる最大の壁だったのです。


    「……つまりあなたは、私の友人たちに非道な仕打ちを行おこなったにもかかわらず、私に仲間になれと言う。白雪さんに協力せよと。……もしや私をお人よしだなどと考えておられるのではありませんよね？」


    　ティアラさんに悪びれた様子はありませんでした。


    「ご友人がたのことは、あなたにはご不快なことでありましょう。ですがそれは些さ事じでございます。大事の前の小事。何かを成なすためには、犠ぎ牲せいが必要となる。やむを得ぬ論理では」


    　私は目を伏せて、笑いました。


    　ティアラさんの言葉は、九ここの重え白雪の理屈とでも呼ぶべきものでした。


    　強者による一方的な搾さく取しゆと支配が優先される世界。


    　そこでは犠牲となる者たちの気持ちなど、顧かえりみられることはないのです。


    　私は首を振りました。


    　私には彼女の言葉を否定することはできません。世の中にはそうした一面も確かにあり、権力を持たぬ者は、どのように扱われても抵抗することもできないのです。


    　しかし。だからといって、その言を通すことができるでしょうか。


    　かつてプログラムを与えられ、踏みつけられた私だからこそ、強者の論理を認めることができません。


    　白しら雪ゆきさんと比較すれば、私は弱く、無力です。彼女のような思考力もなければ、組織もない。私には何もありませんでした。未来も、命も、ひとの命運を左右する力も私は持たず。


    　ただ踏みにじられた痛みだけが私にはあり。


    　それが反抗心を支え、立ち向かわせる力でありました。


    「握手する気はありません」


    　膝ひざを屈することはできませんでした。


    「あなたたちは確かに強い力を持っている。強さとはまた正しさでもあります。それは私も認めますよ。……ですが私とは、その正しさに含まれない部分なのです。私はあなたたちが不要だと切り捨てかねない部分であり、同じような立場にある人々を代弁する存在でもある」


    　その弱さこそが私なのです。


    「あなたがたが私の友人たちを平気で使うような方法を採る限り、私があなたがたと手を携たずさえることはありません。私は白雪さんに反抗を続けます」


    　己おのれの意志が絶対だという白雪さんを認められないが故ゆえに、戦う。


    　それが私の結論でした。


    　私の決意を前に、ティアラさんは短く呟つぶやかれます。


    「……さようでございますか」


    　僅わずかに笑みがこぼれます。


    　仮面を被かぶったように無表情であった彼女の顔に、初めて感情らしきものが表われました。


    　憎ぞう悪おと憤ふん懣まん。そして明確な敵意。


    　噴き上がる殺気が、素しろ人うとの私にすら感じられるほど強烈に放たれます。


    　申し出を拒絶した時点で、彼女を敵に回すことになるのははっきりしておりました。この場で一戦交えるのは、避さけられそうにありません。


    　まずはこのかたをどうにかせねば、この部屋からは出られない。


    　しかし意外にも、白雪さんの声は寛かん容ようでした。


    『美み郁いくを行かせなさい、ティアラ。ここで足止めすることは許しません』


    　ティアラさんは私以上に、驚かれたようでした。


    「なぜです？　残しておいても禍か根こんとなるだけでは……。わたくしにお任せくだされば、このような子供ひとり、すぐにでも黙らせますものを」


    『あなたの意見は聞いていません』


    　忠ちゆう実じつな配下の進言を両断される白雪さん。


    『これ以上の仲ちゆう介かいは無用です。美郁を弟のもとへやりなさい』


    「しかし……」


    『これは命令です。《オベルブシャトー》の侍じ従じゆうが主の命に逆らうなど、あってよいことですか？　早くなさい。既すでに時間を二分少々オーバしました』


    　うなだれ、引き下がるティアラさんに、白しら雪ゆきさんは慰なぐさめるように語りかけます。


    『あなたはあなたの準備を整えればそれでよろしい。作戦は予定どおりに。……それに、もうすぐ彼が来る』


    　最後のほうに発せられた言葉は、聴き取ることのできない小声でした。


    　ティアラさんも、今度は主の命に逆らおうとはされませんでした。


    「……畏かしこまりました」


    　ティアラさんは私のために入り口のドアを開け、淡たん々たんと仰おつしゃいます。


    「ではお急ぎを、美み郁いく様。死出の旅への餞はなむけに、贈るものとてございませんが」


    　彼女に応えている暇ひまはありませんでした。


    　侍じ従じゆうを残し、私は廊ろう下かを走り出しました。


    



    　私が第二校舎前へ着いたとき、所長代理は敗北の一歩手前まで踏み込まれておりました。


    　香こう理りたちの攻撃から必死に逃のがれる所長代理。その足取りは重く、動きにもキレが欠けています。疲労はもはや極限にまで達しているのでしょう。


    　私は戦場の中心へ、静かに歩みを進めます。


    　もっとも早く私に気づいたのは所長代理でした。


    「……美郁ちゃん？」


    　足を止める所長代理。


    　そんな標的の行動に、香理たちも一時停止。私のほうへ視線を向けてきます。


    　彼女らの瞳は、何の色も映しておりません。プログラムに乗っ取られた彼女たちを前に、私は込み上げてくる気持ちを抑えきることができませんでした。


    　怒りか、それとも悲しみか。


    　私は所長代理のもとまで歩きます。汗と埃ほこりで汚れた顔は、疲労の程度を語っていました。


    　驚きと心配が混ざり合った視線を受けながら、私は所長代理を一いち瞥べつ、その傷を眺め。


    　努めて明るく話しかけました。


    「さあ、私が来ましたよ。これで二対二。数の上では互ご角かくです」


    　所長代理は腹を立てたように言います。


    「何を言ってるんだ、君が来たって……」


    「無駄話をしている暇はありません。攻撃がきます」


    　私は所長代理を黙らせました。


    　私たちの正面では、ふたりが活動を再開し始めていました。私のことも標的だと設定し直したのか、糸を手に仕掛ける機を狙ねらっておりました。


    「早く安全な場所へ！」


    　焦あせる所長代理に、私は微笑ほほえみ。


    「……ご心配なく。美少女に不可能はありません」


    　勝利への方程式は計算済みでした。


    「一、二分、楓かえでを引きつけておいてください。そうすれば、後は私が引き受けます」


    「美み郁いくちゃん！」


    　呼びかけを聞くよりも先に、私は再び歩み出していました。


    　向かって左、香こう理りの前面へ、私は隙すきだらけの全身をさらして歩きます。


    　所長代理は私のほうへ飛び出してこようとしましたが、楓がそれを遮さえぎりました。奇くしくも私の思いどおりに、所長代理を狙ねらいながら正面玄関から離れていきます。


    　私の相手をすることになった香理が礫つぶてを撃つ体勢に入ります。


    　私は歩みを止めませんでした。


    　一歩一歩迫る私に、香理の手から弾が飛びます。


    　放たれるコンクリートの破片。狙いは正確。


    　しかし私の制服を掠かすめただけで、弾は逸それていきました。


    　私がそうなるように動いたのです。


    　モニタを眺めていたときに、軌き道どうは見切っていました。七なな歳とせ美郁に、一度見た技は通用しません。
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    　礫つぶての軌き道どうはあくまで直線。それがどれだけ速くとも、狙ねらいは一点。


    　そしてプロの狙いが外れることはないのです。そのコントロールの良さが、かえって彼女の不利となります。


    　私は心臓目がけて迫り来る礫を計り。


    　右へ。左へ。ゆっくりと動きながら弾をかわし、前進を続けます。


    　横から見れば散歩途中だとでも思えたでしょう。


    　まっすぐ向かってくるだけのものになる、と姉さんは私に話していました。


    　彫刻刀と相対したとき、私は直線軌道の攻撃をかわすことができていました。その経験は私に蓄積されており、であればあとは応用するだけ。姉さんのサポートなしでも、同じことはできるはず。


    　できるという認識が、私たちを決定する。


    　かつて聞かせていただいた外そと木き場ばさんの持論が、私のなかを駆け巡ります。


    　できる。怖くない。できるはず。所長代理を、香こう理りたちを助けなければならない。


    　そうしなければならないという思いが、当たれば即死という恐怖を上回り、抑え込んで、私を危険へと進ませていきます。


    　友人との距離は、手を伸ばせば届くところまで詰まりました。


    　香理の糸が私へと伸びます。この距離でも、敵の攻撃手段は変わりません。彼女を操あやつるデータは、自分の技に絶対の自信を持っているようでした。


    　小石が私を狙います。懐ふところで直撃を喰らえば、私の躰からだは制服ごと抉えぐり抜かれるでしょう。


    　死地であり、一歩しくじればそこには無が待ちうける。


    　だからこそ、私の領域。死に近づくにつれ加速する、思考と魂たましいの交差セツシヨン。


    　武器が迫り来るまでの短瞬で、姉さんとの再接続は完了していました。


    『計けい較かく白紙／プログラムコード／《ナナトセ・ミカツキ》』


    　条件を満たした私のプログラムが再起動し、香理へと襲いかかります。


    　伝達されるのはデータ破壊の血流。


    　香理の手には、素手で糸を操あやつったがための傷が無数についておりました。その他にも自みずからの攻撃で破壊されたガラスの破片で切った頰筋や、細かな無数の傷跡が。


    　それらを何とも言えない気分で見ながら、私は友人にプログラムを使ったのです。


    　彼女に埋うめ込まれたデータを削除する。


    　それは彼女自身の記憶が傷ついてしまうことをも意味しました。


    　私が手を放すと、洗脳から解放された香理は崩れ落ちるように倒れました。介かい抱ほうしてやりたいのは山々でしたが、まだ敵は残っています。


    　所長代理と戦うもうひとりの友人へと、私は歩きます。


    　所長代理は私が香理を倒したのを見ていたようでした。


    「……今どうやって彼女を……？」


    「……これが済んだら話します」


    　私はそう答えるのが精一杯でした。


    　私は所長代理の隣となりで、楓かえでが礫つぶてを撃ってくるのを待ちました。


    　楓の手の内では、コンクリート塀べいの大きな塊かたまりが回転を始めておりました。先さき程ほど所長代理が玄関口にぶつけたときに砕けたものの一部です。


    　楓はそれを二回、三回と宙へ舞い上げ、加速をつけていきます。ひとりでも回転力を上昇させることはできるようでした。


    　所長代理の疑念が吐き出されます。


    「あれだけ回転がかかれば、速度は上がるし、貫通力も普通じゃなくなる！」


    「平気です。私には当たりませんから」


    　私は当たらないと理解しており。


    「それより、私が合図したら、走っていって楓を押さえてください。お願いしますね？」


    　楓が放り投げているブロックから聞こえる回転音が、リズムを変化させました。


    　来る。それを覚さとり、私は前進。所長代理を庇かばうように一歩右前へ。


    　楓は私を狙ねらい、渾こん身しんの一投を放ちました。


    「今です！」


    　私は地面に伏せました。その上を亞あ高こう速そくで突き抜けていくブロックの弾丸。私の髪が数本切れ飛ぶほどの風圧とタイミング。


    　回避した後のことなど考えない方法で、私は敵弾をよけました。


    　コンクリートにめり込む礫。そしてそれが壁に亀き裂れつを走らせるより早く。


    　飛び出した所長代理が楓に迫ります。


    　所長代理は躰からだごと楓にぶつかっていきました。彼女の左手は早くも糸を張っておりました。しかし肝心の投とう擲てきするものがありません。


    　楓が手近な小石を探し拾うよりも先に、所長代理の手が彼女の腕を摑つかみ、後ろ手に締め上げます。


    　私は身を起こし、そちらへと近寄りました。


    　所長代理の視線が、物言いたげに私を見ます。私は無言で、自分の仕事を優先しました。


    　私から楓へ流れていく私のプログラム。


    　私は再び《非礼自在コトミカツキ》を行こう使ししました。


    　友人へ《非礼自在コトミカツキ》を使うことに、私は激しい痛みを覚えました。それでもこうするしかなかったのです。彼女らを救うには、私の力を使うしか方法はありませんでした。


    　データ侵食終了。


    　所長代理が、倒れかかる楓を支え、静かに横たわらせました。その隣となりで、私も膝ひざから崩れ落ち、地面に両手をついて込み上げる吐き気を我慢しました。


    　脱力感が襲います。プログラムを使った影響に加え、精神的な失意が私を責めます。


    　私の《非礼自在コトミカツキ》は、相手の体内に宿るプログラムを破壊する効果をもっています。そして外部から打たれたプログラムを消去し終わった後も、しばらくは活動を続けているのです。まるで食べ足りないとでも言うように。


    　そのため、プログラムを使えば、そのひとの記憶の一部が失われてしまうのです。


    　それがどの部分の記憶、どれだけの量かは人によって異なっていましたが、私は過去《非礼自在コトミカツキ》を振るった相手がどうであったかを知っていました。


    《非礼自在コトミカツキ》の副作用で消えるのは、プログラムに関わる記憶である可能性が高い。


    　おそらくは自分のことを知られるのを嫌う姉さんの特徴が、そんな現象を引き起こすのでしょう。言い換えればそれは、彼女らがプログラムを持つ私のことを忘れてしまうことを表わしておりました。


    　私は友人たちとの絆きずなを自みずから断ちきったにも等しかったのです。


    　俯うつむく私に、所長代理が躊躇ためらいがちに声をかけてきました。


    「美み郁いくちゃん、今のは……」


    　私は無理に話題を曲げて答えます。


    「ああ、飛んでくるタイミングと方向は、読めていたのです。それに、この技はふたりの連れん係けいがあってこそ真価を発揮する技。放ち手と、それを跳はね返す受け手が揃そろっていなければ、たいした技でもありません。一対一の状況を作り出せば、勝ち目はあると思っていました」


    「違う。《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》のことじゃない」


    　私にもわかっていました。


    　所長代理が尋たずねたかったのは、そのことではありません。


    　もう誤ご魔ま化かすことはできません。私は静かに告げました。


    「……これが私のプログラム、《非礼自在コトミカツキ》。プログラム破壊に特化した、私の武器です」


    　私の告白は、所長代理に衝撃を与えたようでした。


    「プログラムって。……君のプログラムは、発現しなかったはずだ！　姉さんが君に打たせたプログラムは、失敗作だったはず……」


    「ところが驚くべきことに、きちんと働いていたのです」


    　私はずっと所長代理に、真実を隠し通してきました。私の躰からだはプログラムと適合しなかったのだと、噓うそを吐つき続けて。


    「私はこれまでにもプログラムを使って、白しら雪ゆきさんからの刺し客かくを数人、撃退しました。所長代理は知らなかったでしょうが、これでも私は立派な反逆者のひとりなのです。白雪さんの被害者というだけではなく。おわかりいただけましたか？」


    　私は早口で言いました。所長代理のほうは見ないように努めます。


    　所長代理は黙っていました。考えを整理しようとしているのか。その内心に渦うず巻まく疑問と感情は、すぐに言葉にできるものでもないのでしょう。


    　私は意識を失った楓かえでの手を取りながら、呟つぶやきます。


    「……そろそろ潮しお時どきか、とは思っていたのですよ」


    　秘密を持ち続けるのも。何事もないように学園へ通うのも。


    　彼女たち、事情を知らない人々の友人として振る舞うのも。


    「彼女たちは私の大事な友人で、だからこそ私は彼女らに関わってほしくないと思うのです。……危険な目に遭あう女子高生は、私ひとりで足りています」


    　友情は、終わりにしておくべき頃合でした。


    　私のせいで、今回ふたりは酷ひどい目に遭いました。私が彼女らと関わらなければ、ふたりはいつもどおりの放課後を満まん喫きつできていたはずだったのです。


    　これ以上危険にさらすことはできません。


    　中学時代からずっと、彼女らふたりは私の友人でした。そのふたりと縁を切り、友情を失うことは言うまでもなく辛つらいことです。


    　しかし私はプログラムを使いました。それが私からの穏やかな絶縁宣言でもあったのです。


    　私は彼女らにプログラムを使うことによって、幸福な日常を切り捨てたのでした。


    　私は立ち上がり、スカートの汚れを払います。


    　声を強めて言いました。


    「ああ、それと、ふたりにプログラムを打ったことは、許しませんから。あとできっちり反省＆後悔させます。私に喧けん嘩かを売ってただで済むと思っているなら、訂正しておかなくてはなりません」


    　私の言葉を聞いているであろう人物に、この場を想像しているであろう白しら雪ゆきさんにも、私は宣言しておきました。


    「私に関わったかたは、もれなく不幸になっていただきますのであしからず」


    　監視カメラのある位置に向かって、私ははっきりと言いました。


    　所長代理はそんな私を眺め、悲しそうな表情を見せます。


    「……君のプログラムが動いてたのはわかった」


    　苦にがい声音の所長代理。


    「でもそれなら、どうして僕に言ってくれなかったんだ！　自分だけで抱かかえることなんてなかった。僕に話してくれれば、君だって少しは楽になれてたかもしれないのに！」


    　心からの叫びが、私の耳を打ちました。このときばかりは、私の胸も痛みます。


    　所長代理がそう嘆なげくであろうことは、わかっていたのです。


    　私とて、何度話そうとしたことか。


    　けれどそれを言い出すことは、より所長代理の負担を重くすることでもありました。ただでさえ彼は、自分のせいで私がプログラムを打たれることになったのだと悔くやんでおりました。もし私が私のしていることを話せば、余計心配をかけることになっていたでしょう。


    　所長代理は私を責めているというよりも、自分を責めているのです。


    「……プログラムのことを黙ってたのは、僕に気を遣つかってかい？」


    「……違います。所長代理が頼りないからです。それだけです。他に理由があるとでも？」


    　理由はあります。


    　私のプログラムは、姉である七なな歳とせ美み日か月つきのデータを基盤に造られたもの。所長代理は、姉が白しら雪ゆきさんとともにいると考え、捜しているのです。


    　その姉が私のプログラム中に存在しているということは、彼女はもうこの世に生きる存在ではなくなっているということでした。


    　私がプログラムのことを話せば、それを教えることになります。姉が死んでいると知れば、所長代理はどれほど苦悩するか。私はそれが怖かったのです。


    　姉さんのことを、私はまだ言い出せませんでした。


    　所長代理は嗤わらいました。私の言葉をまったく信じていないように、急造の笑顔を作ります。


    「まだ隠してることがあるんだね？」


    　私は言葉に詰まりました。


    　姉のことを話すべきか迷い、悩みます。


    　ですが私が釈しやく明めいする時間はありませんでした。


    　突然、スピーカからハウリング音が響いてきました。それに続く校内放送。


    『《モーティス・ブラック》への勝利、おめでとうと言わせてもらいます』


    「……白雪さん？」


    　そこから流れてきたのは、女王の声でした。私がそれを訝いぶかしく思いました。なぜ今彼女の声が聞こえてくるのか。


    　私と所長代理は顔を見合わせましたが、答えは出ません。


    　周囲を見回し、何が起ころうとしているのかを探ろうとする私たちに、放送が告げました。


    『では最後、七人目の刺し客かくをお披ひ露ろ目めしましょう。断っておきますが、《シナモン》ではありませんよ、九く音おん？』


    「七人目？」


    　所長代理が指を折りました。


    「ユウさんのところに来たひとりめ。ティアラさんに、第二校舎の三人。それに香こう理りちゃんたちを合わせると、もう七人出てきてるはずだ。なのに、七人目だって？」


    　ではもうひとり刺客が加わったのかと、私は身構えます。白雪さんは七人と言っておきながら、追加招しよう集しゆうをかけていたのでしょうか。


    　私たちがいる第二校舎の玄関前からは、北側と南東側に向けて通路が走っています。


    　その北側から、足音が聞こえてきました。


    　地面を削るような、引きずった足音。


    　足下で土煙を上げながら、こちらに歩いてくる影。その上うわ背ぜいは高く、着ている衣装の裾すそが風になびいて揺れています。


    　彼女の姿が見えるようになったとき、私は思わず名前を呼んでいました。


    「……ユウさん」


    　羽は織おりにオレンジのインナー。鉄の草ぞう履りに、橙だいだい色でまとめられたアクセサリ。


    　現れたのは、敵と戦っていたはずのユウさんだったのです。


    



    　ユウさんの胸元から声が聞こえました。


    　見れば羽織の首あたりには、小さな黒い物がついていました。


    　白しら雪ゆきさんたちが用意したのであろうマイクが、女王の声を伝えてきます。


    『彼女が七人目の刺し客かくです』


    　ティアラさんに代わり、白雪さんが言いました。


    『《シャトー》・Ｓ・ティアラ、《毒どく蝶ちよう》、《煙使いストーブリーグ》、《シナモン》、《モーティス・ブラック》のふたり、そして《洗熊ラスカル》こと、荒あら礼らい熊ゆう。これで合計七人』


    「どうしてユウさんが！」


    　私が叫ぶのと、所長代理の問いかけが同時でした。


    「僕は見た！　ここへ来る前、ユウさんの店の前には確かにフードを被かぶったひとがいた！　あのひとが無関係だとは思えない！」


    　その人物と戦っていたはずのユウさんがここにいるということは、ユウさんはそのかたと戦い、《空色々紙クリアカラー》を打たれたのでしょうか。


    　私の疑問は、所長代理の怒りにかき消されました。


    「関係ないひとにデータを打ったり操あやつったり。姉さんは何がしたいんだ？」


    　マイクからは動じない声が聞こえます。


    『刺客が普通の人間ばかりだとは言わなかったわ。あなたの勘違いでしょう？　……それに、戦わないひとを刺客には数えません。現場に関与しないのであれば、観察者は影響を与える個体と見なされない。フィールドワーカーの鉄則です』


    　白雪さんの声には、所長代理を可お笑かしがる調子がありました。


    『ユウのもとへ赴おもむいた人物は、刺客ではありません。刺客になるはずがないでしょう？』


    　一転、白雪さんの矛ほこ先さきは私に向かってきました。


    『それよりも美み郁いく、あなたは九く音おんの前でプログラムを使いましたね？　七人目の刺客は、秘密にしていたことをつまびらかにできた、あなたへの贈り物です』


    　白雪さんの言葉に合わせるようにして、ユウさんが一歩、私に近づいてきます。


    　操あやつられているためか、ユウさんの姿には常の力強さが感じられませんでした。私を見る目にも理解の色はなく、ただ躰からだを動かしているだけという印象。


    　私が感想を言う前に、白しら雪ゆきさんは告げました。


    『ユウを止めるには、お友達と同じように対処するしかありません』


    　その声音には反論を許さぬ圧がありました。


    『プログラムを使えば、ユウは元に戻せます。さあ早く、秋あき口ぐちさんたちにしたように《非礼自在コトミカツキ》を使いなさい。そうすればあなたの役目は終わりです。ユウもお店に帰れるわ。めでたしめでたしね？』


    　それでハッピーエンドといかないことを知りながら、白雪さんは言うのです。


    　私の《非礼自在コトミカツキ》はカウンタープログラム。プログラムを破壊し、その副作用として相手本来が持っていた記憶まで浸しん食しよくしてしまう効果を持ちます。


    　私が《非礼自在コトミカツキ》を使用すれば、ユウさんは《空色々紙クリアカラー》から解放される。


    　そしておそらくは、プログラムに関する記憶を失ってしまう。


    　それは、ユウさんの記憶から私についての情報が消えてしまう可能性を示し唆さしていました。


    　それが簡かん潔けつにまとめられ、マイクを通して話されます。


    『お友達程度になら、あなたはプログラムを使えるでしょう。それが彼女たちの救いになると信じて。そう理由づけして、諦あきらめることができる。なぜなら彼女たちは、あなたが多くの希望を捨て去ってから得た知ち己きだからです』


    　私と香こう理り、楓かえでたちは、中等部入学以降にできた友人でした。


    　私がプログラムを打たれてからの知り合いなのです。


    　プログラムにより体と心を損そこなったとき、私は自分の運命を受け容いれました。誰かと深く関わり合うことを避けようと決め、その考えはいつも私の頭の隅にありました。


    　ですから彼女たちにも、自分の事情を話していませんでした。


    　私の傍そばには、常に危険と死が侍はべり、私はできるだけそれらから友人たちを遠ざけておきたかったのです。


    　そんな私の生きかたを、白雪さんは知り尽くしていました。


    『だけどユウには？　彼女にも同じことができるのでしょうか？』


    　白雪さんの声が私を責めます。


    『彼女はあなたが人生に躓つまずく以前からの知り合いです。あなたにとっては、あなたの保護者である麗れい華かと同じくらい依存度が高い』


    　そう、白雪さんの話すとおりでした。


    　姉が失しつ踪そうしてからずっと、ことあるごとに私を助け、気にかけてくれたのは彼女たち、姉の友人たちです。私がプログラムを打たれる前、ほんの子供の頃から私を知っているひとたち。


    　これまで私を励ましてくれたのはユウさんであり、麗華さんであったのです。


    　彼女らは私にとっても友人であり、また姉であり、家族の代役でした。


    　彼女たちとの思い出は、私にとって何よりもかけがえのないもの。


    　それを失ってしまえば、私は。


    『ねえ美み郁いく。あなたはユウを殺せるの？　彼女の記憶から自分が消えてしまうことに耐えられるのかしら？』


    　耐えられたとしても、その結末はあまりにも無む惨ざんなものであることでしょう。


    　プログラムを使えば、ユウさんの記憶から私が消える。


    　彼女たちが私のことを忘れてしまうと考えただけで、私は震えました。


    　私の脳のう裏りでは、今朝がたユウさんと交わした会話が思い起こされます。日曜日、モール、ショッピング。そんなどこにでもある日常がたまらなく愛いとおしく思えました。そんな穏やかな時間があったからこそ、私はここまで耐えてこられたのです。


    　その僅わずかな安あん息そくさえも、儚はかなく消える。


    　もしも白しら雪ゆきさんが、私の身近にいる人たちに《空色々紙クリアカラー》を植えつけたなら、私は彼女らにプログラムを使わなくてはならないでしょう。そうして彼女たちの思い出から、私は消えていき、最後にはすべてから切り離されてしまう。


    　私が私と認識されなければ、彼女らとの会話が何をもたらしてくれるというのでしょうか。


    　想像が私を苦しめます。


    　白雪さんは、そんな私の葛かつ藤とうを憐あわれむように言いました。


    『あなたはまだまだ弱い。弱く、脆もろすぎる。決めることに対して、臆おく病びようでありすぎる』


    　私は否定され、断定されます。


    『今のままのあなたでは、あなたの敵を殺せない』


    　私には言い返すこともできませんでした。


    　私は白雪さんの言葉に打ちのめされて、どうすることもできずにおりました。所しよ詮せん私の抵抗など、白雪さんにかかれば無むにも等しい障さわりなのです。


    　ただ言葉を繰くるだけで、彼女は私から立ち上がる気力を奪うことができるのです。


    　私は崩れ落ちようとしていました。私はユウさんにプログラムを振るうことなどできず、かといって彼女をそのままにしておくことも考えられません。


    　そのとき。


    　地面を鳴らすブーツの音が、私の傍そばで立ち止まりました。


    「……所長代理」


    　見上げた所長代理の顔は、無表情に透すき通っていました。


    「……姉さんの言うことなんて、聞かなくていい」


    　歯を食い縛るようにして、所長代理が言葉を紡つむぎます。


    「自分を不幸にするだけのプログラムなんて、もう使わなくていいんだ。……姉さんが何を言おうと、君が自分を責める必要なんてない。君はひとつも悪くないんだから」


    　燻くすぶる私への同情と怒りが、所長代理から迸ほとばしります。


    「ユウさんは僕がなんとかする。だから美み郁いくちゃんは離れててくれ」


    　声を張りあげる所長代理。


    「聞いているんだろう、姉さん！　僕が美郁ちゃんの代わりに戦う！　だから彼女には構うな！」


    　白しら雪ゆきさんは弟の発言を聞き入れませんでした。


    『あなたの番ではありませんよ、九く音おん。美郁との話を邪じや魔ましないで』


    　続くのは冷れい酷こくな命令。


    『ユウ、九音を排はい斥せきしなさい』


    　ゆらりと所長代理に向き直るユウさんの躰からだ。


    　ユウさんが拳こぶしを握ります。私はその手に、断だん銀ぎん鎧がい仗じよう・繊せん指しがないことに気づきました。


    　得意の武器がなければ、さすがのユウさんも所長代理にダメージを与えるのは困難なはず。


    　その予想は、呆あつ気けなく裏切られました。


    　所長代理がユウさんに蹴りを打ちます。ユウさんの頑がん健けんさを考慮に入れた、強い蹴り。ユウさんならそれくらいでは生き残るだろうと考えられた、ノックダウンを狙ねらった蹴りでした。


    　しかしユウさんはその蹴りを楽々と回避し。


    　私の目に映らぬ一撃が、所長代理に放たれました。


    　私に見えたのは、浮き上がる所長代理の躰だけ。ユウさんの正せい拳けんが、まともに所長代理のお腹に炸さく裂れつしたのです。


    　そしてそこへと叩き込まれる乱打。左の拳が何発も突き上げられます。重く激しい連続音が、所長代理から聞こえました。


    　それへ、白雪さんの溜ため息いきが混じります。


    『ああそれと、今日のユウは強いですよ。彼女は普段、自分でも無意識のうちにリミッターをかけていますが、今はそれも外れています。彼女の躰には、ちょっとした秘密がありますからね』


    　涼しげな口調で解説する白雪さん。


    　ベンチすらまっぷたつにへし折るユウさんの拳けん打だが、所長代理を容よう赦しやなく叩きます。私の耳には重く連つらなる打撃音だけが響き、それは一度や二度では終わりません。もはやめった打ちでした。困こん憊ぱいしきった所長代理には、それをよけるだけの体力もないのです。


    　所長代理が危ないと見て取ったのか、姉さんが頭の中で叫びました。


    『美郁、九音から離れて！　くまちを九音から引き離さないと』


    「ユウさんと戦うんですか？」


    『難しいところ。けど』


    　姉さんの答えは、私には受け容いれ難いものでした。


    『私たちには、くまちを止めることができる。《非礼自在コトミカツキ》を使えば……』


    「駄目です！　そんなことをすれば、ユウさんの記憶が消えてしまう……」


    　白しら雪ゆきさんの言葉が、私の頭から離れません。


    『あなたはユウを殺せるの、美み郁いく？』


    　私はユウさんを殺せるのか。


    　私は彼女にプログラムを使い、彼女との繫つながりを断ち切れるのか。


    　できません。私にはできません。


    　姉さんが私を納得させようと言います。


    『くまちの記憶が消えたとしても、それでくまちが死ぬわけじゃない。でもこのままじゃ、九く音おんはやられる。それは、九音が死んじゃうってこと』


    　記憶は消えても、ユウさん自身が消えるわけではない。


    　データだけの所長代理に対し、ユウさんは生身にプログラムを付ふ与よされただけ。記憶の一部がなくなったとしても、日常生活を送る上では不ふ都つ合ごうはありません。


    　ですが冷静な分析など、今の私は聞いていられません。


    　私が恐れるのは、彼女が私のことを忘れてしまうという一点なのでした。


    　手前勝手な思いです。ですが私は怖い。どうしようもないほどに消失を恐れます。


    　私が生きていられる時間はそう多くありません。その時間をいっぱいに使って、私はできるだけ多くの思い出を残そうと努めてきました。それは自分に対しての思い出作りではありません。残る人たちに、私のことを憶おぼえていてほしいと思う気持ちからの行為でした。


    　それらがすべて消える。


    　ユウさんの中での私が消える。


    　拒否せずにはいられません。私は身勝手で、愚おろかで、弱いのです。


    　そうする間にも、ユウさんの攻撃は続いていました。所長代理は幾いく度ども拳こぶしを受け、地面をのたうち回ります。どうにか残った力で逃のがれようとした動きも功を成なさず。


    　冴えるユウさんの《八棋死オクテツト》。


    　間合いに入った者を瞬時に迎げい撃げきする音速の拳が、所長代理を容よう赦しやなく打ち、傷つけます。一撃が入る度たび、その痛みは私にも伝わってきました。打撃の音が、所長代理の苦く悶もんの表情が、私にことの窮きゆう状じようを告げ、私を追い込んでいくのです。


    『九音じゃくまちには勝てない。……くまちの《八棋死オクテツト》は、暗あん拳けん十二掌しように数えられる殺し技。自分より速さの劣おとる敵なら、どんな相手でも避さけられないよう工夫されてる。……九音はもうぼろぼろ。あれじゃ速くなんて動けない』


    　一ひと際きわ盛大な音を立て、所長代理が第二校舎の壁へと吹き飛ばされていきました。


    　ユウさんの諸もろ手て突きが所長代理に放たれたのです。


    　壁へ激突し、ずり落ちたきり、所長代理は動きません。断だん銀ぎん鎧がい仗じようが外れ飛び、私の足下へ転がってきました。


    　所長代理が行動不能になったところで、白しら雪ゆきさんはユウさんを制止しました。


    『その程度でいいでしょう。……あとは美み郁いく、あなたです』


    　私へと向き直るユウさん。白雪さんは続けます。


    『九く音おんか、それともあなたのどちらかを殺すよう言おうかとも思いましたが、……あなたにはこちらのほうが効きそうですね』


    　問い返すことはできませんでした。


    『ユウ。あなたの腕を折りなさい』


    　白雪さんの指令は冗じよう談だんとしか思えないもの。その指示を、操作されたユウさんは反論もせずに実行します。


    　私の目の前で、ユウさんは自分の右手を左手に添え。


    　一息に折りました。


    　目を見張る私にも、ユウさんは頓とん着ちやくしません。左手首から肘ひじにかけてが曲がり、裏返っていました。なのにユウさんは痛みも何も感じていないように、その場に立っているだけなのです。


    　あまりのことに、私は叫び声すらあげることができません。


    　白雪さんからの命令は、それだけでは終わりませんでした。


    『次は、……そうですね、そこにある得え物もので、自みずからを傷つけなさい』


    「やめてください！」


    　私の請せい願がんなど、聞き入れてくれるひとは誰もいません。


    　断銀鎧仗の欠片かけらを手に握るユウさん。幾いくつかのパーツに分解された脚きやつ甲こうは、鋭い縁を持っています。


    　それを首筋にあてがいながらも、ユウさんは無表情でした。いつもの洒落しやれっ気も陽気さも、気け怠だるそうな顔さえ見せずに、白雪さんの指示を待っているのでした。


    　そんなユウさんの様子を、私は断だん腸ちようの思いで眺めるしかなく。


    『ユウをこのまま自死させてもいいのですか？』


    　白雪さんの急せき立てる声。


    『プログラムを使えばユウの記憶は消え、彼女は助かる。そしてあなたは失意の念に駆られることとなるでしょう。使わないならその逆。あなたはユウを手にかけた罪ざい悪あく感を抱かずにいられますが、彼女は傷つく。まとめるなら、精神と肉体のどちらに、あなた自身とユウのどちらに比重を置くのかという選択』


    　精神とは記憶の言い換えでした。


    　私の目にはもう、ユウさんの姿は映っていません。代わりに映っていたのは、ユウさんとの思い出でした。


    　ふたりで買い出しに行きました。料理も作りました。お店のレイアウトを考え、意見を言い合いました。出すい納とう帳ちようをつけていたのも私です。


    　刺し客かくをふたりで撃退したこともあります。私を庇かばって額ひたいを切ったユウさんは、全然平気だと私の頭を撫なでました。そのときの掌てのひらの感触も、私は鮮明に憶おぼえています。


    　事務所のソファに寝そべって、ご飯はまだかと文句を言うユウさん。


    　嫌いやがる私に自分が縫ぬった服を着せ、似合うぜと笑っていたユウさん。


    　それらの思い出もみな、リセットされてしまう。


    『さあ、早く決めないと。時間は待ってくれませんよ？』


    　白しら雪ゆきさんの言葉が、私に焦あせりを運びます。ユウさんの指に、いよいよ力がかかりました。


    　ここまでして私にプログラムを使わせようとする白雪さんを、私は憎みました。


    　プログラムを使うか否いなか。


    　決断しなければなりませんでした。


    　私は迷います。どちらの道も、私にとっては苦く渋じゆうの選択。


    　ですがそれでも選ばなければならないのだとしたら。


    



    　私はユウさんのもとへと近寄りました。


    　ユウさんの手から破片をもぎ離し、それを足下に捨てます。


    　私は傷ついたユウさんの手を包むように握りしめ、姉さんへと合図を送りました。


    　返る答えは、破壊のプログラム。


    　私の掌を経由して、《非礼自在コトミカツキ》が送り込まれます。ユウさんの躰からだが跳はね、データが浸しん食しよくされていくのが感じられました。


    　所長代理を助けるには、そしてユウさんを助けるには、そうするしかありませんでした。


    　ユウさんの記憶が消えてしまう。


    　それを忌き避ひすることは、私のわがままなのです。


    　ユウさんの目は私を見ておりました。その無感情な目の奥に謝しや罪ざいします。


    　私はユウさんの記憶を殺すことを選んだのです。


    　私のプログラムが《空色々紙クリアカラー》のデータを喰い尽くし、ユウさんが倒れました。その首元から、語りかけてくる白雪さん。


    『……よく選ぶことができましたね』


    　満足そうな白雪さんへ、私は穏やかに答えます。


    「……もし外そと木き場ばさんならどうなさるかと、考えました」


    　私は女王に反抗する暗殺者を思い起こしておりました。


    「……外木場さんなら、ユウさんにプログラムをお使いになったでしょうから」


    　外そと木き場ばさんが私の立場になれば、迷いもせずにプログラム破壊を実行されたことと思います。それは合理的な選択でした。外木場さんなら、いつだって理屈の通ったほうを選ばれるはず。


    　私が《非礼自在コトミカツキ》を使えば、ユウさんは死なず、プログラムからも解放される。


    　生死が賭かっていることを思えば、悪くはない条件です。


    　認められなかったのは私だけでした。私だけが消失を恐れて反対していたのです。


    　しかしそんな私にさえ、得られるものはありました。


    　たとえユウさんが私の記憶をなくしても、私のほうにはユウさんとの思い出は残ります。それは私が先へと進む力となってくれるでしょう。積み重ねた過去は無駄にはなりません。


    　そう考えようとしてはみたのです。


    　そんな私の考えも、白しら雪ゆきさんの意中のうちでした。


    『ええ。おそらく、あなたの考えていることは誤りではない』


    　けれど、と言葉は続きます。


    『けれど、それは言い訳です。……外木場ならそうした、自分は忘れないからいい。そのどちらの考えも、等しく意味を成なさない』


    　私の奥深い部分にまで踏み込んでくる白雪さんの解。


    『選んだのはあくまであなたであり、荒あら礼らいを消去すると決めたのはあなたなのです。……記憶データの削除は人間を殺すことにも等しい。今近衛久遠を知るあなたなら、そのことは理解しているはず』


    　私はその答えに反はん駁ばくできませんでした。


    『人間は誰かに思ってもらうことによってしか、己おのれの存在を確認できない。そうした一面はことのほか強いのです。誰もひとりでは生きられない。そのテーゼは、記憶というものの本質を衝ついています。虚構の王は、他者からの視点によって誕生する。あなたもそれは知っていますね？』


    　私は異議を申し立てることができませんでした。


    『だから片道通行あなたの思い出などには、何の価値もないのです』


    　私には、白雪さんに論ろん駁ばくする気力は残されていませんでした。


    　私はそのひとのことを憶おぼえている。


    　それは私のような死にゆく人間にとっては、慰なぐさめからは程遠い考えかたでした。


    　打ちひしがれる私に、白雪さんは優しく告げます。


    『あなたは殺すことを選んだ。……自分が下した決断を忘れないようにしなさい』


    　それだけ言うと、白雪さんからの通信は途切れます。


    　敵が去った空白の戦場で、私はユウさんの横へ屈かがみます。


    　ユウさんの手は温かく、けれど私の心は冷えきって、その暖かさを奪うだけ。


    　肩を落とす私に、心配する姉さんの声が聞こえました。


    『美み郁いく……』


    　私は答えられませんでした。


    　私は私自身を救うことはできませんでした。


    　失ったものを思い、ただ哭なくことしかできずに。


    　私は倒れたユウさんの傍かたわらに膝ひざをつき、顔を上げられずにいたのです。


    



    



    【七歳美郁と虚構の王】


    　美郁の背中が小さく見える。


    　一部始終を、久く遠おんは見ていた。吹き飛ばされてから階きざはしの声で起き上がり、美郁が荒あら礼らいにプログラムを使うところまでを、どうすることもできないままに眺め続けた。


    　何もできないまま、失意の時間は終わってしまう。


    　今度もまた、彼女を助けられなかった。


    　動きの鈍にぶくなった躰からだをどうにか持ち上げながら、久遠は立つ。


    　躰の痛みなど無視できた。今、久遠の目の前では、ひとりの少女が苦しんでいる。


    　久遠の意識内では、これまでのことが繫つながり始めていた。


    　これまでにも数度、刺し客かくたちの記憶があやふやになっていたことがある。あれがすべて美郁のやったことだとしたら、彼女はこれまでどれだけ危険をくぐり抜けてきたのか。自分の知らないところで生きていた彼女を、久く遠おんは思う。どれだけ辛つらい思いをしてきたのかと。
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    　そして今日、彼女の心がまたひとつ死ぬ。


    　親しい友人たちに、それよりもっと打ち解けていた相手にプログラムを使用してしまったことによって傷つき、磨すり減っていく。


    　倒れた女性の傍かたわらで、少女は涙を流している。


    　荒あら礼らいの記憶も消えたのだろう。それが美み郁いくのプログラムが持つ作用であるらしかった。白しら雪ゆきと美郁の会話から、そのことは察することができた。


    　なぜ彼女がこれほど苦しまなければならないのか。


    　久遠の手が地を殴る。


    　叩きつける拳こぶしは、無力感しか伝えてこない。


    　戦闘はもう終わっていた。戦場跡では嘆なげきと恨うらみが風に嬲なぶられ、消えていく。


    　どれくらいそこで膝ひざを抱かかえていたか。


    『……久遠』


    　階きざはしの呼びかけで顔を上げる。


    　階が目を向けさせたのは、第三校舎の最上階。もっとも第二校舎側に近い、窓の一角。


    　そこには、彼を見つめる一個の影が覗のぞいていた。


    　こちらを眺めるティアラの半身が、窓に映る。


    　侍じ従じゆうと視線が交差する。


    　彼女は久遠を呼んでいた。上って来いと全身で語っている。


    　まだやることは残っていた。


    　痛む躰からだを忍おし、第三校舎の入り口へと向かう。


    　美郁はこちらを見もしなかった。互いに見られたい顔はしていない。


    　その場から離れる機会を持てたことを深しん甚じんに思うべきだった。


    　戦うべき敵が、怒りをぶつける相手が残っていたことに、感謝していたかもしれない。


    



    　ティアラは第三校舎の最上階、学生たちからはホールと呼ばれる部屋で久遠を待っていた。


    　普通の教室ふたつを繫つなげた間取りは、多目的室として使われることを前提に造られている。


    　西日が差し込み始めた室内には、備品の類たぐいはひとつもなかった。


    　そこには侍従ひとりだけしかいない。


    　やって来た久遠に対し、ティアラは礼れい儀ぎ正しく会え釈しやくする。


    「お待ちしておりました、九く音おん様」


    「……始めようか」


    　対面の挨あい拶さつは素そっ気けない。声を出すだけで、迫せり上がる痛みが喉のどを焼いた。


    　その瀕ひん死しの躰からだを引きずりながら、侍じ従じゆうに向かって久く遠おんは言う。


    「絶ぜつ無むのデータは、あなたがそう悪いひとじゃないと考えていた。だから僕も、できれば戦いたくはなかったけど。……それこそ思い違いだった」


    　ティアラの笑みが久遠を撫なでる。


    「過去形でございますね？」


    『後悔ってのはいつでも過去形なんだよ』


    「……今はあなたたちを後悔させたい気持ちでいっぱいだ」


    　階きざはしの感想を受けて、久遠は意見を吐き捨てる。


    　美み郁いくがプログラムを使うように仕向けたのは、白しら雪ゆきだった。


    　その白雪から命を受けて動いたのが、目の前にいる女なのだった。


    　その仇きゆう敵てきが言う。


    「ここまでの戦いで、あなた様の躰は半死半生。いくら階様のデータを有するといえども、わたくしにすら勝つことは難しゅうございましょう」


    　ここに至るまでの連続戦闘により、久遠のプログラムは過剰排熱オーバーヒート状態にある。


    　やはり彼女たちの計画は、自分を狙ねらったものだったのか。


    「……僕たちを戦えなくすることだけが、あなたの目的だったのか？」


    　久遠の質問に、ティアラは首を振る。


    「この身に意図などございません。……わたくしにあるのは覚悟のみ。白雪様の大たい願がん成じよう就じゆに向けて、少しでもお役に立てるよう、この身にできることをするという赤せき心しんのみでございます」


    　彼女は自分の言を信じて疑いもしていない。


    「わたくしがあなたを待っていたのは、それが白雪様のお心に適かなうことだからでございます。我が命は白雪様に捧ささげております。その白雪様が、あなたと戦えと仰おつしゃった」


    　死ねと言われれば死ぬ。


    　殺せと言われれば殺す。


    　それが彼女の在ありかたであり、だからこそ《オベルブシャトー》の侍従は天下に名高い。


    　捧げ持つ鋼はがねの忠ちゆう誠せい心しん。それが彼女らの存在意義であり、誇りである。


    　そんな理由を持つ相手に、久遠は言う。


    「あなたの事情がどうであれ、……あなたたちのやりかたは、間違ってる」


    　美郁は彼女のプログラムを使わざるを得ない状況に追い込まれた。


    　彼女がそれを望んでいたとは思えない。


    　意思を奪い、諦あきらめさせ、苦く悶もんの泥どろへと投げ込み、それを楽しみながら見物する。


    　そんなやりかたを認めることができるだろうか。


    「だからあなたと戦う。それが姉さんの意図したことなら、その計画を打ち壊す」


    　決意を聞いても、ティアラに心動かされた様子はなかった。


    「理屈を通したいとお思いになりましたなら、……どうぞ加か重じゆう召しよう喚かんをお使いくださいませ。話の通じぬ敵ならば、力で語るしかございません」


    　氷の微笑を前に、階きざはしが舌を鳴らした。


    『……使うぞ、久く遠おん』


    　階の望みも久遠と同様。


    　躰からだは痛覚の一極支配。眼は霞かすみ、肌は冷えきり、手足の感覚は消えかけていた。


    　耳鳴りが一秒毎ごとに脳を揺らす。血液の流れは緩かん慢まんにすぎた。《モーティス・ブラック》に、ユウにやられた傷口からはとめどなく血が溢あふれ、衣服を濡らす。久遠がそこにいるだけで、鮮血の溜たまりが池を成なす。出ていく血は躰中から熱を奪い、意識を彼方かなたへ流し去ろうとする。


    　破滅へと漸ぜん近きんしていく肉体。


    　脳内の警告音は鳴りやまない。スクロールされる表示はすべて赤。神経系の二割が修復不能とデータは語る。プログラムの稼か働どう率四十四パーセント。破損したプログラムが暴走し、余分なダメージとなって脳細胞を破壊していく。外部も内部も関係なく壊れていく。


    　思考が乱れた。あまりにも多くの負債ダメージに耐えきれず、躰は悲鳴をあげていた。身体の各部が機能を停止していく渦か中ちゆうにあって、精神だけがまだ死なない。


    　数分前に見た記憶だけがまだ消えない。


    　膝ひざをつく少女の姿が、頭から離れない。


    　壊れゆくプログラムに秘められた切り札。


    　この身に虚構の王を宿らせる、不可逆のシステム。　


    　使えば危険だと言われた。九十九あったデータは、前の戦いで三分の一以上も焼きついた。この上まだそれを使うことがあれば、ただのデータでしかない久遠は消しよう滅めつの危険をも冒すことになる。プログラムの停止は己おのれの死。


    　それを理解していながら、使わずにはいられない。


    　絶望が。悲哀が。失意が。痛みが、寂じやく念ねんと鬱うつ気きが、少女を弄もてあそんでいた。


    　美み郁いくの涙を見て、黙っていられるかと。引き下がるれるものかと。


    　その思いが、久遠に加重召喚を使わせる。　


    　傷ついた肉体は、戦闘準備を整えていた。


    　死に近づくにつれ加速する思考と、魂たましい。


    　その魂が、久遠に死への引き金を引かせ、生への退路を捨てさせて。


    『啓けい示じ表明／ＡＣＴ／０１』


    　身を焦こがす激しき怒りの波は濤とう。


    　残余のデータが覚かく醒せいする。


    『啓けい行こう指数／ＡＣＴ／０２』


    　疾は走しる意識の電流に答え。


    　重なり合うデータの層が、ひとつの意識を想像する。


    『啓けい蒙もう段階／ＡＣＴ／０３』


    　死者が見る偽いつわりの夢が、現実の垣かき根ねを突き破り。


    　想像による[image: ]造が、彼の虚像を描き出す。


    　意い識しき野やに構成されるデータの膜。それが積み重なり、ひとりの男を形造っていく。彼の姿を、その理想とされたパフォーマンスを具現化し、一個の存在として確立する。精神と思考が生まれ、肉体の殻からを手に入れる。


    　艱かん苦くの産さん褥じよくより生まれくる人間の虚像。


    『転送完了／プログラムコード／《ソトキバ・ウィロー》』


    　落ちる陽の先に延びるのは、最強を模した王の影。


    　電子警告が謳うたい終わった久く遠おんの躰からだは、もはや彼のものではない。


    　目を開ける陰の暗殺者。


    　静かなる落らく日じつの部屋に、ソトキバ・ウィローが降こう臨りんする。


    



    　九十九人分のデータから想像される偽にせ物ものの外そと木き場ば。


    　プログラム《救世主殺しオラトリオスレイ》によって現実の存在となるソトキバ・ウィローは、ティアラを前に躰の状況を確認する。


    　正確には九十九人分ではない。枯かれ野のとの極限戦闘における召しよう喚かんで、三十二人分のデータは使い物にならなくなっていた。


    　そして今回の召喚によって、四十ほどのデータが焼き付いた。加えて躰の破損状況は前回にも劣おとらず酷ひどい。


    　しかしソトキバは不ふ都つ合ごうはないと判断。


    　敵へと、その視線を注ぐ。


    「……《シャトー》・Ｓ・ティアラか。《オベルブシャトー》の高位構成員が主を放って出てくるとは、……白しら雪ゆきに何があった？　聞かせてもらおう」


    「何を言い出されるかと思えば」


    　歯し牙がにもかけないティアラに、ソトキバは告げる。


    「そうでもないはずだ。外木場外郎ういろーの予測は、そう的まと外れでもあるまい」


    　平へい淡たんに告げていくソトキバに、ティアラの目つきが鋭さを増した。


    「あなたが何を言おうとそちらの勝手。ですが白雪様に対する推量は、あまりにも不敬でございます」


    「ならばそれだけでやめておくか」


    　ソトキバは短く嘆たん息そくする。


    「話すのにも飽あきがくる。……外木場らしくいく。ではお前を殺すぞ、ティアラ？　俺を構成するデータの幾いくつかが、お前を殺せと語りかける」


    　そう言った瞬間、ソトキバからは殺気の烈れつ風ぷうが吹き荒れた。


    　激しく荒々しく、ティアラへと襲いかかる王の威圧。


    　常人であればそれだけで消え入りかねない怒気を受けて、侍じ従じゆうの顔がより蒼そう白はくに近く変化した。それでも怖おじ気けづく様子は見られない。


    　それどころか、そんなソトキバの態度を、侍従は嗤わらう。


    「武器も持たずにでございますか？　わたくしも舐なめられたもの」


    　ソトキバは動じた様子もなかった。


    「本物の彼に会ってもそう言えるか？　……たとえ得え物ものがなくとも、外そと木き場ばは強い。ならば俺もそうでなければならない」


    　想像によって産み出されるソトキバは、九十九の各データによる補正を受ける。


    　即すなわち、そのデータひとつひとつがこうだと考える外木場外郎ういろーのイメージが、そのままソトキバの強さとなる。


    　外木場外郎は最強であるという通念。


    　各データが抱く外木場像は、必ずしも真実であるとは限らない。本物の外木場も人間である以上、肉体的な制限は当然あり、できることとできないことはある。


    　だが虚構のソトキバ。


    　想像という実体のないものによって形作られる偽にせ物もののソトキバ・ウィローは、その限界値を規定せず、彼を構成するデータたちの各思考によってその強さを決定していく。


    　彼らが『本物の外木場ならできる』と考えたことは、できる。


    　それが真実である必要はない。想像の世界における事実とは、夢を補う一要素でしかない。


    　根こん拠きよなどなしに、ただ思考によってのみ作り出される妄もう想そう。


    　本物を超える外木場外郎。


    　それこそが《救世主殺しオラトリオスレイ》によって形成される、ソトキバ・ウィローである。


    　ソトキバは敵に宣戦布告。本物の外木場のように、敵を呑み、圧倒し。


    　征服する。


    「征いくぞ。……もとよりお前も、外木場を前に無事で帰れるとは考えていないだろう？　本物の彼を知るお前なら、彼の強さを知っているはずだ」


    　彼ひ我がの距離は一足の間合い。


    　ティアラに向かって、ソトキバは滑かつ走そうに入る。


    



    　ティアラの純粋戦闘力は、荒あら礼らいにすら劣おとる。


    　ソトキバはそう判断している。


    　暗殺者の世界では純然たる位くらいがある。拡大人的破壊以降、そのランキングはほぼ不動。


    　真の外そと木き場ば外うい郎ろーを頂点とし、そのすぐ下に枯かれ野の。


    　この二者と、それに続く者たちの差は、努力などでは埋うまらぬほど広く開いている。


    　拡大人的破壊の折、際きわ立った武芸を誇っていた暗殺者たちは軒のき並なみ暗殺されており、《女王陛下の五十二枚》に数えられる遣つかい手たちを鑑かんがみても、上の中が大半を占める。


    　ティアラはその下、せいぜいが上の下と位置づけられた。もともと《オベルブシャトー》の侍じ従じゆうは、戦闘よりも日常業務で主の支えとなるべく鍛きたえられた集団である。彼女らの任務は表の世界に関わることが大半であり、暗殺者とやり合う機会はそう多くない。最低限の戦闘さえこなせればそれでよいとされる。


    　侍従のうち上位五人に数えられるティアラは、その戦闘力でも群を抜いてはいた。だが比べられる対象が外木場外郎であるならば、到底敵かなうはずもない。


    　彼を構成するデータには、ティアラの知人も多い。だから正確な分析が弾はじき出せた。


    　走るソトキバに、ティアラの攻撃が放たれる。


    　地を這はう軌き道どうで進んでくる糸。無数の糸が一本の流れとなり、破壊力を有する束へと変化。


    　鞭むちがソトキバを打とうと迫る。指導という名の大薙なぎが襲ってきた。


    　ソトキバに焦あせりはない。


    　ティアラの糸芸など、ソトキバにとっては児じ戯ぎどころか、赤子の手て遊すさび。


    　鞭の如ごとくに束ねられた糸は、ソトキバの影にすら触れることすらできない。糸が届いたとき、ソトキバのいた空間は無むとなっている。


    　外木場ならばティアラの糸など追いつきもせぬというデータの思考が、ソトキバの速さを承しよう認にんする。


    　想像によって可能となる移動速度。床を真ま一いち文もん字じに突っ切って、ティアラへと駆けた。


    　ティアラは指先で糸を手た繰ぐる。その一本一本の動きまでが、ソトキバにはすべて捉えられる。外木場の動体視力は頭ず抜ぬけている。ならば偽にせ物もののソトキバもそうあって然しかるべき。


    　糸の間かん隙げきを縫ぬって、ソトキバが拳こぶしを放った。


    　ソトキバのデータ中には、無手での接近戦を得意としていた者たちの記憶も数多い。拳けん打だ拳闘は、武芸者にとって珍しい技ではない。


    　ソトキバ・ウィローは、彼らのデータを自在に引き出し、その技を行こう使しすることができる。


    　今彼がティアラに打つのは、そのデータのうちの、一流派。


    　気き功こうである。内的なエネルギーを、掌てのひらを通じて伝達させ、衝撃を与える拳闘法。達人の世界においては初歩の技とも言える、単たん打だ弧こ拳けん。


    　だが並の技ですら、ソトキバが振るえば必ひつ滅めつの絶技へと変化する。


    　拳の速度は、ティアラの目に捉えられる域を超えていた。


    　右の勁けい[image: ]けんが侍従に打ち込まれる。


    　ソトキバの拳は侍従の正せい中ちゆうを的確に捉えていた。重い破は砕さい音が室内に轟とどろく。
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    　両腕を交差し、完全に防御したはずのティアラが思わず膝ひざを折るほどの威力。


    　一撃を入れたソトキバは敵から離れる。彼とてこれだけで終わるものとは考えていなかったが、自分の技が決まったことは把は握あくしていた。


    　侍じ従じゆうに与えたダメージは大きかったはず。この先戦いを続けられないはずの、大打撃。


    　それを受けても、ティアラは屈することがなかった。


    　痛むはずの腕を垂たらしたまま、立ち上がる。


    　ソトキバへと向けられた瞳には、喜き悦えつの色さえ見えるほど。


    　ティアラの様子は、およそ正気とは思えなかった。


    「……わたくしに触れましたね、ソトキバ・ウィロー？」


    　立ち上がる彼女に、ソトキバは素直に感かん嘆たんする。


    「そのダメージで、よく立った。我慢強さだけは認めてやれるが」


    　侍従は首を振る。


    「いいえ。あなたに認めてもらわずとも結構。わたくしを誉ほめるのはわたくしの主だけの権利でございます」


    「ならばなぜ笑う？」


    「痛みのあまりおかしくなったのではございません。……わたくしはただ嬉うれしい。あなたにこちらの狙ねらいどおり動いていただけたのですから！」


    　侍従がそう言い放つと同時。


    　掠かすった腕に、痺しびれが走る。右手から伝わってくる鈍にぶい違和感。打撃の反動による痺れとはまた違った痛みが、久く遠おんの肉体を通し、ソトキバに異常を報しらせてくる。


    　それだけでソトキバは、ティアラの戦術を悟さとった。その不可解な配置と対応。おそらく本物のソトキバならばこのとき気づいたであろう事実を偽にせ物ものである彼も理解する。


    　第二校舎での戦闘。


    「……そうか。これまでの敵は、この戦いへの伏ふく線せんか」


    「……おわかりになりましたか？」


    　満足そうな侍従の追つい従しよう笑い。


    　ソトキバは、自分の体内にどのような変化が起き始めているのかを分析する。


    　腕を伝つたう痺れは、おそらく毒によるもの。彼の知識中にも情報のない毒素であり、専門家のみが調合法、解げ毒どく法を知る劇薬オリジナルブレンド。


    　ティアラの腕を打ったことで、ソトキバは彼女が予あらかじめ仕込んでいた毒を受けたのだ。おそらく、体表すべてに毒の膜が塗と布ふされているのだろう。


    　毒。その言葉から連想される敵は、本日階きざはしに紹介されていた。


    　第二校舎で戦った、《毒どく蝶ちよう》、崔さい壺こ娘じよう。


    　毒使いと聞いてまず思い浮かぶのはその名前である。


    　ことの全ぜん貌ぼうが摑つかめてきた。


    　なぜ三人の配下は無防備であったのか。


    　なぜティアラは彼らを並べて配置したのか。


    　なぜ刺し客かくは七人でなければならなかったのか。


    　その答えは目の前にある。


    　彼らのデータは、ティアラによって吸収されていたからにほかならない。


    　婉えん然ぜんと侍じ従じゆうは微笑ほほえんだ。平素笑みを見せない彼女が笑うのは、よほど愉ゆ快かいを感じるためか。


    「そう、わたくしひとりで四人分。刺客七人のうち、自分の意思で動いていたのはわたくしひとり。あとはわたくしが張り巡めぐらせた罠わなを活かすためだけの、囮おとりだったのでございます」


    「……前回の枯かれ野のと同じか」


    　ソトキバは三か月前の戦いを回想する。


    　あのとき戦った世界で二番目に強かった男も、白しら雪ゆきによって記憶データを摘出され、自我のないまま行動していた。


    　今回の第二校舎にいた三人も、枯野同様の扱いを受けていた。


    　彼らは戦う以前の段階で、記憶を摘出され、廃人同然と成り果てていたのだった。


    　刺客たちが事前に記憶を抜き取られていたならば、久く遠おんと階きざはしに易やす々やすと倒されたのにも納得できる。


    　腕の痺しびれが、徐々に上へ上へと迫せり上がってくる。


    　早くも毒の影響がソトキバの躰からだに表われ始めていた。


    　脳内で対処法を練ねる彼に、ティアラは語りかける。


    「あなたがこの部屋へ来る直前、わたくしは身に宿るデータを使用いたしました。わたくしが所有するデータは三つ。《毒どく蝶ちよう》、《煙使いストーブリーグ》、《シナモン》、彼ら三名はわたくしとともに戦う同士どうぐ。わたくしの内部からわたくしを支える役目の、補強要員げんざいりよう」


    　ソトキバの視界が揺れた。毒の回りは想像よりかなり性急である。


    「……よく彼らがデータの提供を承しよう諾だくしたものだ」


    　データを抜かれれば、その個人は自我を失う。進んでそのような状態になろうと申し出る者は少ないだろう。


    　ティアラはここまでの経けい緯いを語る。


    「従軍を断った《シナモン》は、わたくしが始末いたしました。それを見た《毒蝶》と《煙使いストーブリーグ》は、喜んでデータを提供してくれました。麗うるわしき奉ほう仕しの心でございます」


    　片眼鏡モノクルが残光を反射し、ぎらりと光った。


    「白雪様の配下に、怯きよう懦だな者は不要でございます。敬うやまい、畏おそれればそれでよい。何も言わず従えばそれで重ちよう畳じよう」


    　強者の理屈がここでも持ち出される。白雪に対するティアラの忠ちゆう誠せいは度ど外はずれている。


    　己おのれの知る情報も合わせて、ソトキバは推理を開かい陳ちんした。


    「それに、《モーティス・ブラック》のふたりは以前に死んでいる。……秋あき口ぐち香こう理り、桃もも原はら楓かえでにデータを与えたのは、この戦闘舞台を整えるまで久く遠おんを引きつけておくためか」


    　ティアラは答えを濁にごす。


    「当たらずといえども遠からず。そうした考えもございましたが……」


    　ソトキバの様子を眺めながら、侍じ従じゆうが毒の回り具合を指摘する。


    「それよりもその傷、早く手当てせねば、命に関わります。といっても、わたくしがそうはさせませんが」


    　ここにいるのは敵同士。


    　敵に手を貸す道理はない。


    　立ちすくむソトキバを無視して、ティアラは教室の入り口まで歩く。


    　彼女が壁に付いた電灯の切り替えスイッチ盤を押すと、それまで明るかった室内が、突とつ如じよとして闇に包まれた。


    　直後、電灯が点ともされる。それにより、なぜ急に暗くなったのかがわかった。


    　窓の外で、シャッターが降りたのだ。


    　陽の光を遮さえぎっているのは、硬度の高い金属でできた雨あま戸どのようなもの。同時に、廊ろう下か側の扉にも覆おおいが降りてくる。それらが外と内部を分断し、退路を封じる。


    　牢ろうに閉じ込められた形となるソトキバ。


    　密室状態となったことを理解する。注意してみれば、室内はところどころ手を加えられた痕こん跡せきがあった。目張りされたガラスの隙すき間まや、備品を取り除けたその手間まで。


    　ことの成り行きを静観するソトキバに、ティアラが語りかける。


    「なぜわたくしがこの三人のデータを選んだと思われますか？」


    　ソトキバは答えない、ティアラも解答を待ちはしなかった。


    　侍従のスカート裾すそから、何かが転がり出た。二十センチほどの長さの、小型噴ふん霧む器。彼女がそれを足で踏みつけると、途端に蒸じよう気きのような煙が噴出してくる。


    「これは《煙使いストーブリーグ》が開発した強酸ガスでございます。この煙に触れると金属類は腐ふ食しよくする。またそれ以外のあらゆるものにも被害を与える、凶悪な兵器。もしもあなたが断だん銀ぎん鎧がい仗じようを装備したまま戦いに来られたら、これが役に立ったのでしょうが」


    　脚きやつ甲こうは、荒あら礼らいとの戦いで久遠の足から外れていた。


    「故ゆえにさほど意味のない煙となりましたが、長いこと吸引すれば人体にも影響がございます。お気をつけられますよう。……そして次には、この香」


    　折れた手で、懐ふところから香箱を取り出すティアラ。


    　それを差し上げながら蓋ふたを開ける。空気中に、芳かぐわしい香気が霧む散さんしていく。


    「これは《シナモン》が特別に調合した魔香、《休きゆう怨おん栴せん檀だん香こう》。匂いこそ嗅かぎよいものではございますが、その実、匂いを吸い込んだ者の神経を痛めつける、危険な香りでございます。常人なら一息吸い込むだけで卒倒しかねぬと聞きました」


    　手持ちの道具をさらけ出したティアラが言った。


    「ガスが空気を焼き、金属を溶かす。香がじわりじわりと五感を断つ」


    　虫ちゆう壺こ毒どく。人工毒。植物毒。


    　三層から成なる、毒の多重結けつ界かい。


    　ティアラが準備していたのは、いずれも搦からめ手から対象の行動を制する道具ばかり。


    　ソトキバはまだ動かなかった。これらの道具立てであれば、まだ脅きよう威いとはならない。


    　しかし侍じ従じゆうは優位を主張する。


    「それだけではございません。わたくしはこの三種類のデータを組み合わせることにより、虫の毒をより強力なものに変化させる術すべを見つけ出しました」


    　足下の揮き発はつ性ガスと、香から届く細い煙。


    　それらを浴びるように吸い込んだ途端。


    　ティアラの全身が黒煙を吹いた。


    　どす黒い疝せん気きが立ち昇る。


    　白はく磁じの如ごときであったティアラの皮ひ膚ふが、鴉からす羽ば色いろに染まっていく。三毒はティアラの内外から彼女の諸器官を喰らい、我が色へと塗り替えていく。


    　結ゆわえられていた髪がほどけた。ティアラの髪が黒煙に揺れ躍る。


    　邪じや気き魔性とも見える風ふう貌ぼう。侍従の躰からだは、今や毒の集積場と化している。


    　片腕を振るえば害風が興じる。技は当然、毒どく沙さ掌しよう。


    　否いな、全身を毒に浸ひたした、毒どく身しん上しよう。


    　ティアラからソトキバへと問いが飛ぶ。


    「試こころみに問いましょう。あなたはどうやってわたくしを殺すのです？」


    　触れればその毒が攻め手にも及ぶ。


    　腕だけを気にかければよいものではない。どこを打とうとも、毒の影響は免まぬかれない。


    　躰に触れれば敗北を招く。まさに無敵の防護膜。


    　決め手は遠距離から攻める一手だったが、それも今は使えない。


    　ソトキバの手元に得え物ものはない。持っていたとしても、垂たれ流されるガスがそれを使い物にならなくしていたことだろう。


    　武器の持ち込みを封じることで、遠距離攻撃の一手をも無効化する。


    　ティアラの準備に、隙すきは見当たらなかった。


    　躰の諸機能を低下させていくソトキバに、万全の戦場を整えたティアラが迫る。


    　ティアラは糸での攻撃を捨て、手足での打撃に切り替える。


    　繰り出される毒の魔手。右と左の連打がソトキバを狙ねらい打ってくる。


    　その攻撃に触れるわけにはいかなかった。


    　回避を選ぶ。ソトキバの脚はティアラに倍する速さで動いた。避さけるだけなら容よう易い。


    　いかに毒に冒されているとはいえ、ソトキバ・ウィロー。


    　ティアラとでは速度にまだまだ開きがあった。


    　黒い蒸じよう気きを上げながらティアラの右手が迫る。指先を伸ばした突きの構え。


    　翻ひるがえるスカートが波打ち、それを隠かくれ蓑みのに足が出る。


    　横よこ薙なぎの蹴り技がソトキバへと放たれる。


    　そのときにはもう、ソトキバは攻手の届かないところへ移動している。


    　けして遅い攻撃ではなかった。だがソトキバが速すぎる。


    　同様の攻防は続く。ティアラは接近を試こころみるも、ソトキバはそうさせない。ティアラが迫れば距離を空ける。彼女のリーチ内へは踏み込まない。


    　距離を詰めきれないでいる侍じ従じゆうは、焦あせりを見せていなかった。


    　攻撃を避けている間にも、空気中に拡散した香気は、ソトキバの肺はいへと吸い込まれていく。同じく有毒な噴煙も、ソトキバを不利へ追い込んでいくのである。


    　離れたソトキバに、ティアラから忠ちゆう告こくが飛んだ。


    「この香気を吸い込めば、保もつのはせいぜい十分。あなたの強さを補強する想像の力が効果的に働いたとしても、十五分が限界。それも疑わしくございますね。はたして本物の外そと木き場ば様ですら、この技に対抗する手段は持っておられるかどうか」


    　密閉空間での戦闘。やりとりの間にも、ソトキバの躰からだへ毒は回り続けている。


    　ソトキバは状じよう況きようを整理し終えた。


    「……よく考えられているが」


    　呟つぶやきはか細い。


    　痺しびれがソトキバを襲っている。右手から迫せり上がってくる虫毒の感覚。ソトキバは右腕を思うように動かせずにいる。


    　だがその程度で音ねを上げる彼ではない。


    　たかが毒、だった。


    　外木場外郎ういろーなら毒などで負けることはない、と考える思考により、ソトキバは毒を大勢に影響のない小事として認識する。毒は彼を殺す決め手には成なり得ない。仮かり初そめの存在であるという超過オーバーマン・スペツクが、未知の毒素ですら対処できるはずのものとしてその効果を減退させている。


    　ソトキバはティアラを攻めきれずにいるが、言い換えればそれだけのこと。


    　ソトキバの優位は変わらない。


    　速度では圧倒している。多少鈍にぶくなっているとはいえ。


    　ソトキバは瞬時にそこまで判断している。そして、相手もその事実を理解していることにまで考えが及んだ。彼の識しるティアラは、愚ぐ鈍どんからは遠い女性である。


    「ひとつ尋たずねたい。……この技、使っているお前も無事では済まないはずだ」


    　ソトキバの詮せん索さくがティアラに飛んだ。


    「お前は侍じ従じゆう。所しよ詮せん雇やとわれただけの護衛にすぎない。そのお前が、どうしてそこまで白しら雪ゆきに固こ執しつする？　自みずからの生命をかけてまで、白雪に従う、その根こん拠きよは何だ？」


    　その問いに、ティアラは動きを止めた。


    　主のことを話す彼女に、いささかの迷いもなかった。


    「たとえ金銭で雇われた主従関係から始まったとはいえ、……偽にせ物ものの忠ちゆう義ぎが本物に変わることとて、ございます」


    　偽いつわりの存在に向かって、侍従は語る。


    「我われら《オベルブシャトー》の侍従は多くの場合、貸たい与よ先の主と真の主従関係を築くことはございません。そこにあるのは上うわ辺べだけの繫つながりであり、事務的に仕事をこなし別れることが大半でございます」


    　黒煙を噴き上げながらティアラは言う。


    「自分が理想とする相手にお仕つかえできたことは、この上ない幸運なのでございます。その巡めぐり合わせを無む為いにするなど、他の者にとっても申し訳の立たぬこと」


    　彼女が腕を振るえば、毒の風が巻き起こった。


    「白雪様がなさろうとしていることを全力で補佐する。昨今、それがわたくしの生きる目的に変わっております」


    「そのためにどれだけの犠ぎ牲せいを払ってもか？」


    　ソトキバの指摘は端たん的てきだった。


    「お前のことだけではない。白雪は故意に数人の者を殺している」


    「本物の外そと木き場ば様であれば、そのような戯ざれ言ごとは仰おつしゃいますまい」


    　ティアラは歯し牙がにもかけなかった。


    「わたくしも白雪様の計画がすべて善よきものであったとは言いません。なかには非道もございました。……ですがそれもすべて白雪様にお考えあってのことでございましょう。ならば、主の罪は私の罪。主に代わり、いかようなりとも罰ばつをお受けいたします」


    　責めすら一身に負う覚悟。


    「それもまた侍従の務めでございましょう」


    　会話は終わりと、ティアラは手を振る。


    　ソトキバにはまだ言うことが残っていた。


    「だがこのままでは、お前は勝てない。いくら毒を扱うようになったとはいえ、お前の躰からだもそう長くこの場にとどまれるものではなかろう。勝負を長引かせたところでどうなる？」


    　ソトキバの言うことにも一理ある。


    　ティアラはソトキバの速度に対応することはできず。


    　またソトキバも、ティアラを攻撃することができない。


    　互いに千せん日にち手て。両者はいくら戦えども勝負のつけようがない膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。


    　このまま時間が過ぎても、共倒れとなるだけ。


    　それがわからないティアラでもなかろうに、彼女は他の手を採とろうとしない。


    　続いたティアラの行動は、ソトキバさえも不可解に思うものだった。


    　その流れのなかで、侍じ従じゆうは笑みをのぞかせる。


    「それこそがわたくしどもの狙ねらいでございます」


    　会心の、心よりの、笑いだった。


    　時間経過を待っている。


    　煙えん毒どく、香気はさほど効果的でなく、直接触れるのでもなければ、虫毒もソトキバに抗し得ない。その状況下で、ティアラは待ちを選んでいる。その理由は。


    　この戦いの本当の意図を、ようやく侍従は口にした。


    「勝てずともよい。わたくしの勝利などは、もとより論外。……ただ、あなたに加か重じゆう召しよう喚かんを使わせる。その一事のみが、わたくしどもの目的だったのでございます」


    



    



    【記憶の断章／ティアラ】


    　ティアラの前には主がいた。


    　暗室。白しら雪ゆきが私室として使っている部屋である。


    　彼女は床とこに臥ふせっている。その回数は、日を追うごとに増えてきている。


    　白雪の体調が芳かんばしくない。それはティアラを始め、身近に侍はべるほんの数人しか知ってはならないことだった。


    　付き添うティアラに、白雪が話しかける。


    「例の作戦立案ですが、どこまで進んでいますか？」


    　最近彼女はそのことばかりを気にかけている。ティアラは主を安心させようと、多めに数字を見積もって答える。


    「残りは細部の詰めだけでございます。……作戦のことは我われ々われにお任せください。それよりも今は御おん身みを気にかけてくださらねば……」


    「躰からだのことはどうしようもない」


    　白雪は自分の体調すら完全に把は握あくしている。


    「それに計画のほうも、順調に遅れているのでしょう。やはり私でなければ」


    　そちらも白雪にはお見通しだった。


    　九重九音を捕縛するという今回の作戦。


    　それが実行段階に移せないまま遅れている。


    　遅ち延えんの理由はふたつ。


    　白しら雪ゆきの体調が思わしくないこと、それがまずひとつ。そしてふたつめは。


    「やはりどうしても、ソトキバ・ウィローを破るという点がネックでございます」


    　計画が進まない最大の原因は、ソトキバの存在にあった。


    　白雪が抱かかえるどの配下を差し向けたところで、想像のソトキバはそれらを簡単に退しりぞけてしまう。白雪が開発した《救世主殺しオラトリオスレイ》に対抗することができるのは《非礼自在コトミカツキ》のみ。


    　その両者ともが敵陣営に渡っている限り、ソトキバを止めようがない。


    　白雪が寝床から身を起こした。


    　白雪自みずから己おのれに打ったプログラムが、高速で演算処理を開始する。白雪の表情からは、苦痛が読み取れた。プログラムの使用が脳に負担をかけているのだろう。


    　ティアラが止める間もないほどに短時間で、白雪の思考が計算結果を導みちびき出した。


    　計算を終えた白雪は、掛け布ぶ団とんに倒れかかる。プログラム使用の影響により、彼女の肉体は着実に死へと近づいていた。


    　上半身を支え起こすティアラに、白雪は笑顔を向ける。


    　自分で躰からだを支えながら、介かい助じよは無用と首を振った。


    　そして、思案した結果を述べていく。


    「戦術レベルでは、どのような手を打とうと偽にせの外そと木き場ばに勝つ方法はない。それはこれまでの作戦からも明確です。どんな特殊能力者を差し向けようと、ソトキバは倒せません。私が出るなら対処できるかもしれませんが」


    「そのお躰ではあまりにも……」


    「そう。それに、私も百パーセント勝てるとは言いきれません。なぜなら彼は現実の存在ではないからです。本物の外木場であれば、私は勝てるでしょう。しかし彼は……。虚構はときに現実を打ち破る力を秘めている。我われながら厄やつ介かいなものを造ってしまいましたね」


    　白雪の言葉に、ティアラは肩を落とした。


    　彼女ができないと言うからには、ソトキバを打倒する方法はないのだろう。


    　白雪はそんなティアラの様子を眺めていたが、やがて言った。


    「ただ、勝たずに捕らえる方法ならあるのです」


    「勝たずに？　……そんなことが可能でございましょうか？」


    「無敵に見える加か重じゆう召しよう喚かんにも、ひとつだけ欠点がある。それが何かわかりますか？」


    　ティアラには見当もつかなかった。


    　白雪は粛しゆくと、それを告げる。


    「それは時間です。ソトキバは最強を超越する最強。ですが彼はまた、プログラムという物理上のシステムを経由してしか現出できない。そしてそのシステムには、稼か働どう制限時間がある」


    　プログラムは永遠に稼働させられるものではない。遣つかい手の精神消しよう耗もうを考えれば、使用できる時間は限られる。


    「故ゆえにその時間だけソトキバの攻撃を凌しのぎきれば、あとはこちらの思うがまま。ソトキバが九く音おんに戻った後であれば、いくらでも捕らえようはある」


    　短い演算だけで、白しら雪ゆきは作戦の大部分を練ねり終えていた。


    「そのためには幾いくつかの準備が要いるでしょう。まず彼を封じ込め、逃のがれさせないようにする場。次いで、彼を呼び出すための理由づけ。九音に加か重じゆう召しよう喚かんを使わせるようもっていくまでの策が必要になるでしょう。……九音や絶ぜつ無むも、召喚の危険性はわかっているはず。その彼らに札を切らせるためには、相応の盛り上がりがなければならない」


    　白雪は何が足り、何が不足かを逐ちく一いち挙げていく。その説明には淀みがなかった。


    「そして、彼と戦う人間。この人選が問題でしょうね」


    　誰がソトキバの正面に立って迎え撃つのか。


    　ソトキバ・ウィローと戦う。それは遠回りに自殺を仄ほのめかしているのと変わらない。


    　白雪が咳せき込んだ。衰弱した身には、話すだけで大たい儀ぎなのだろう


    「制限時間のことは前から念頭にありました。……けれど、枯かれ野のをもってしてもソトキバに対抗しきることはできなかった。世界で二番と謳うたわれた枯野ですら、勝つこと不可能な相手なのです。誰が制限時間いっぱいまで試合を長引かせられるというのか」


    　やはりそこが作戦の穴。議論は振り出しに戻ってしまう。


    　ティアラが口を出したのはそのときだった。


    「わたくしにお命じください、白雪様」


    　悩む主に、名乗り出るティアラ。


    「わたくしがソトキバと戦います。……彼を止めておく方法についても、わたくしに懸けん案あんがございます」


    　かねてから検討していた一案を、ティアラは献けん策さくする。


    　自みずからの躰からだにデータを打ち込むという案。三種類の毒から作られる防御の型。


    　それを実行するためには、三人のデータが必要となる。


    　聞かされた白雪は、計画の実用性を瞬時に判断した。


    　彼女の瞳がティアラを覗のぞき込む。白雪の視線を受けて、動じなかった者はいないとされている。


    　だがティアラはその瞳を見つめ返した。


    　そこには己おのれの心が伝わってほしいと願う気持ちしかない。


    　白雪は瞳を逸そらし、首を振る。


    「データはひとり分を打つだけでかなりの負担となる。それを三倍。無茶だとはわかっていますね？」


    「無論。ですが九十九人分のデータを持つ九音様と比べれば、三人分など知れたものでございます」


    「九く音おんとあなたでは意味が違う。彼はデータ上の存在です。もとからプログラム内に置かれた人格故ゆえ、データの多重化にもある程度は適応できるのです。しかしあなたは生身」


    　白しら雪ゆきは案ずるように尋たずね返す。


    「データを使えば、あなたは死ぬでしょう。それでもいいと言うのですか？」


    「お任せください」


    　ティアラに逡しゆん巡じゆんはなかった。


    　たとえこの身がどうなろうとも、悔くいはない。


    　ティアラのすべては白雪に捧ささげられている。


    　拡大人的破壊以前から、白雪のもっとも身近なところで彼女に接してきた。本人が何も打ち明けてくれずとも、白雪の行動を信じてついてきた。


    　白雪に余念はない。


    　でなければ自みずからの身に《多角的推理プログラム》を打ってまでそれを果たそうとはしないだろう。


    　そしてその目的は、躰からだを捨ててまでやり遂とげなければならないことなのだ。


    　寝台に横たわる彼女は、七なな歳とせ美み日か月つきの顔をしていた。


    　躰を換えるなどと簡単に言うが、それは生なま易やさしいことではない。


    　自らをデータ化し、プログラムに転移して、それをまた肉体に移植する。その過程を通さねば、躰を換えることはできない。


    　九ここの重え白雪は、既すでにこの世の存在ではない。


    　彼女は生前の意識をデータとし、プログラムと同一化することで生きているだけの存在になってしまっている。


    　そこまでして何を成なそうとしているのか。


    　新たな計画、《核かく代だい神しん的てき崩ほう壊かい》。それがいかなる計画なのかは、ティアラにもわからない。


    　だが、彼女が何かをしようとしているのなら、それを助ける。


    　その思いに、一点の曇くもりもない。


    　白雪はティアラを正視する。侍じ従じゅうの意志が固いことを知り、嘆たん息そくを洩もらした。


    「……まだ美み郁いくは使えない。ならば予定どおり外そと木き場ばを……」


    　彼女の主は、厳おごそかに命じる。


    「ティアラ、あなたに任せます。ソトキバ・ウィローを、九音を、私のもとへ連れてきなさい。弟を捕らえれば、必ず外木場が姿を見せるでしょう。居所の摑つかめぬ彼を炙あぶり出すには、それしかない」


    　白雪の言葉が重く響く。


    「そうすれば私は、私の望みに近づける」


    　主の望みが彼女の望み。


    　ティアラは命めいを受け取った。


    　ならばそれを全力で果たすのみ。


    



    　そして今。


    　ティアラの眼前で、ソトキバ・ウィローは地に墜おちようとしていた。


    　ティアラの執しつ拗ような攻撃と、鉄てつ壁ぺきの防御が、ソトキバを逃がさず、攻めさせず。


    　この場に引きつけておくことに成功している。


    　九く音おんが加か重じゆう召しよう喚かんを使用してから、十五分が経過している。


    　前回の対枯かれ野の戦で得られたデータから、予測される最大発動時間はおよそ二十分。今回はそれより短い時間で、ソトキバの力は失速し始めている。それは九音の《救世主殺しオラトリオスレイ》が壊れかけているからだと白しら雪ゆきは言っていた。


    　ティアラはソトキバと差し向かいで戦う魔の時間をくぐり抜けている。


    　時間。


    　最強を呼び出す加重召喚唯ゆい一いつの弱点、制限時間。


    「わたくしどもの作戦はすべて、時間を稼かせぐことだけを念頭に置いて組み立てられたものでございました」


    　ソトキバは足を止めていた。彼の足を動かなくさせているのは毒の効果ではない。


    　プログラムという、自己が抱かかえる問題点。


    「策はあなたが加重召喚をお使いになる前から始まっていたのでございます。……プログラムを途中で切断できぬよう、空っぽの三人を配置する。次いで《モーティス・ブラック》による襲撃。荒あら礼らい様による攻撃は想定外でございましたが、効果はあったと思われます」


    　ついにソトキバが片かた膝ひざをついた。


    「そして加重召喚を使われてからの長ちよう口こう舌ぜつ。……毒の結けつ界かいとは、わたくしを攻撃できぬようにするためだけのもの。それであなたが倒せるとは、考えてもおりませんでした。わたくしはあなたが消える時間をただ待てばよかったのでございます」


    　眼前の敵へ、ティアラは言う。


    「わたくしはわたくしが弱いことを知っており、そしてあなたは最強の影。勝てる道理は端はなからございませんでした。けれど、負けない方法ならあった」


    　それが時間を稼かせぐという手段。彼女らの行動はそこへ集約される。


    　我が身を毒に浸ひたし、けして攻撃されない障しよう壁へきへと成り替わる。そのままソトキバ・ウィローを相手にひたすら耐える。命を削って死を堪こらえる。


    　自みずからを供く犠ぎと捧ささげることでしか達成できない、決死の作戦。


    　ティアラを襲う苦痛は、ソトキバよりも勝まさっていただろう。


    　毒素の充満する室内である。毒の煙が肺はいを詰まらせ、内臓を破壊していく。この場にいるだけで猛毒を投与され続けているようなもの。侍じ従じゆう服から体皮へと、虫毒が染しみ込んでくる。粘ねばつく鉄の味が口内に広がる。迫せり上がってくる血塊を飲み込み、表面上だけは平静を装よそおう。


    　三重のデータによる脳への負ふ荷か。そして三重の毒による肉体へのダメージ。


    　忠ちゆう誠せいの一心だけが、砕けそうになる精神を慰い撫ぶし、その激痛を抑えつけている。


    　戻る道のない策を決行したティアラが、ソトキバに告げる。


    「いかにあなたが強くとも、夢はいつか醒さめるもの。夢の時間が終わってしまえば、後に待つのは過酷な現実。それが通説でございましょう」


    「……なるほど。制限時間ばかりは、俺の想像をもってしてもどうにもならない」


    　両りよう膝ひざをついたソトキバの声は、弱々しい。


    　プログラムのシステムは、想像の力が及ぶ範囲外にある。


    　彼の時間は終わっていた。ソトキバ・ウィローが彼たり得る時間は過ぎてしまった。


    　あとはただ消えゆくだけ。


    　片手を床につく体勢のまま、ソトキバは立ち上がってこない。


    「……俺をどうするつもりだ？」


    　ティアラはその問いを無視した。


    　まだ安心はできない。話をする力さえ失われていく段階にあっても、ソトキバならその短い時間でティアラを殺とることもできるだろう。


    　油断するティアラではない。答えが返らないことにも、ソトキバは怒りはしなかった。


    「どうやらここまでのようだな。……階きざはし、肉体の制御を任せる」


    　おそらく脳内で階絶ぜつ無むと交信しているのだろう。


    　ソトキバは消えていく。


    　閉じられていく瞼まぶたが、彼が再び眠りに就つくことを示していた。


    　ティアラは勝利を確信する。


    　この作戦は、本物の外そと木き場ばを誘おびき寄せるための下準備。


    　九く音おんが捕らえられたと知れば、外木場は動き出すだろう。そのときに彼を捕まえ、そして彼の知る秘密を白しら雪ゆきに持ち帰ることができれば。


    　白雪が必要としているものの情報を、外木場から引き出すこともできるだろう。


    　無論ティアラは、ソトキバにそんな内情を話すつもりはない。


    　彼が消えるまで、ただ待ちに徹する。突き上げてくる痛みを忍しのんで、ティアラは待った。


    　もはやソトキバ・ウィローはその人格を失いかけている。虚構の王が現れていた時間は終わりを迎え、ソトキバは　元のプログラムへと回帰していく。


    　残されるのは九音の躰からだのみ。


    　プログラム《救世主殺しオラトリオスレイ》が終息していく。


    　集まっていたデータの群れが、ばらばらのデータへと戻っていく。


    　ソトキバであった九く音おんが、床に崩れ落ちた。


    　ごとりと音を立て、倒れる。動かない。動けるはずがない。


    　召しよう喚かんを使った直後は、行動不能になることは確認済み。


    　その隙すきこそが、彼を捕ほ縛ばくする絶好のチャンスだった。


    　これまで九ここの重え九音の確保は困難だった。もし彼と戦い、勝てたとしても、後にはソトキバが控えている。いくら九音に勝とうとも、ソトキバに負ければ彼を捕らえることはできない。


    　今回の作戦は、ソトキバを故意に降こう臨りんさせることによって九音を捕らえるという、逆転の発想から練ねられている。


    　ティアラが腕を振ると、袖そで口ぐちから糸が九音の両手に巻きつき、彼を拘こう束そくした。これで彼は完全に動けない。


    　それを合図として。


    　ティアラの全身から力が抜けた。


    　九音を捕らえた。


    　勝てないはずの相手を敵に回して、勝利条件を満たした。


    　安あん堵どがティアラを包む。長く、綱渡りだった作戦の成功に、思わず主へ呼びかけていた。


    「……使命は果たしました、白しら雪ゆき様。あとは九音様の躰からだを御おん許もとへと持ち帰るだけ……」


    　学園の周囲には、運うん搬ぱん役が待機している。毒の回った躰により、九音を運ぶことができないティアラは、前もって九音の引き取り手を伏せておいた。学外では白雪の配下が数名、時計と向き合いながら時間がくるのを待っている。


    　時計の針があとひと回りすれば、彼らが来るはずだった。


    　ティアラは待つ。一分が長い。


    　ようやく時計の針が決められていた時間を指した。


    　十七時二十分。それが待ち合わせの時間だったはず。


    　そこから二分が経過する。連絡員たちはまだ来ない。


    　なぜ来ないのか。


    　学園に配備した部下たちは、いずれも従軍戦のプロフェッショナルを揃そろえている。その彼らが時間に遅れることなど、あってよい事態ではなかった。


    　まさか何か想定外のことが起こったのか。


    　ティアラの中で疑ぎ念ねんが募つのる。できることならこちらから合流に向かいたい。けれど白雪の弟を置いていくことはできなかった。かといって自分が彼に触れれば、今よりもっと毒が回ってしまう。配下たちを待つしかない。


    　九音から数メートル離れた窓まど際ぎわで、ティアラは時間が経つのを待った。その間にも不安は増していく。


    　外そと木き場ば外郎ういろーのことを考え、気を紛まぎらわせる。


    「階きざはし様に代わる《救きゆう世せい主しゆ》、その居場所さえわかれば……」


    　それは独白に近かった。


    　誰も聞いている者などいないはずだった。いたとしても、ティアラに敵あだすることはできなかっただろう。この部屋で、毒の結界に守られた彼女を攻撃できる者はいない。


    　そのはずだった。


    　だからその電子音が聞こえてきたとき、彼女は幻聴だと考えた。倒した彼のことを考えていたがために聞こえたように思えてしまっただけの、聞き間違いなのだろうと。


    　だがティアラの考えは、誤っていた。


    　ここは偽いつわりが支配する戦場。


    　そこでは幻聴と思える音ですら、真実の音に成り代わる。


    『啓けい示じ表明／ＡＣＴ／０１』


    　二度目の警告コーシヨンが、薄暗い部屋に響き渡った。


    



    



    【七なな歳とせ美み郁いくと虚構の王／裏】


    　その音に、ティアラは倒れた男を凝ぎよう視しする。


    『啓けい行こう指数／ＡＣＴ／０２』


    　警告は久く遠おんの躰からだから響いてくる。


    　倒したはずの相手から、不屈の歌が聞こえてくる。


    『啓けい蒙もう段階／ＡＣＴ／０３』


    　ティアラの脳のう裏りを渦うず巻まく疑問。


    　倒した。確かに彼が消えるのを見たはずなのに。


    『転送完了／プログラムコード／《ソトキバ・ウィロー》』


    　なぜここにそれがいるのか。


    　ティアラの疑ぎ心しん暗あん鬼きをよそに、彼は再びよみがえる。


    　十七時二十二分二十二秒。四つの二ｓｅｃｏｎｄが並ぶ時間に、二度目の幕が上がっていく。


    　久遠の躰に、ソトキバ・ウィローが再さい臨りんする。


    



    　尋たずねるティアラの声は、ソトキバにも聞こえていた。


    「なぜまたあなたが！」


    　彼はそう尋ねられることは予あらかじめ了りよう解かいしていた。


    　手を縛っていた糸は、彼が力を入れるだけで切れ飛んでいる。


    「再度加重召喚オーヴアーロードを使った。だからこそ俺がここにいる」


    　淡たん々たんと告げるソトキバに、ティアラは声を張りあげる。


    「加か重じゆう召しよう喚かんはプログラムに膨ぼう大だいな過か負ふ荷かを与える召喚！　一度使うだけでも危険なのに、それを二度連続で使われる？　愚おろかな！　ご自分がデータだけの存在だと、お知りにならないあなたでもないはず。なぜそんな愚ぐ行こうを！」


    　連続加重召喚。


    　言葉にするだけなら、何でもない重ね文句。


    　しかしそれは、プログラムを停止させかねない、想定外の使用方法でもあった。


    　ただでさえ加重召喚はデータの数片かを焼きつかせ、破壊してしまう。使う度たびに減っていく九十九のデータは、今の召喚で残り四つまで減少している。今後加重召喚は使えないだろう。


    　現に階きざはしの声も聞こえなくなっている。召喚中も唯ゆい一いつ交信できるはずの階すら、加重召喚の影響で消えたのかもしれなかった。


    　躰からだは重い。ソトキバになれば自おのずと軽くなるはずの久く遠おんの躰は、扱い難いほど重い。脳内の情報は危険の赤を通り越して沈黙している。


    　刻々とタイムリミットは迫っていた。彼の躰を痛みが襲う。無敵のソトキバ・ウィローを苦しめるほど、プログラムの酷こく使しは身に跳はね返ってきた。


    　それでもソトキバは平然。


    「お前の覚悟を前にして勝つには、こちらも札を出し惜しんでいる場合ではなかろう。ここで敗北すれば先はない。使用制限のある召喚とはいえ、使いきらずにはいられない」


    　ソトキバの内にあるデータが、その想いが言う。


    　少女の涙を思い出せと。


    　その記憶が、痛みなど飲み干せと叫ぶ。


    　身に宿る久遠や階の記憶が、この敵を倒せと願っていた。


    　ソトキバはティアラへと語りかける。


    「一度目の召喚後半で、お前が時間切れを狙ねらってくるのが読めた。だが残された時間でお前を倒しきることは難しく、俺は二度目の召喚にかけることにした」


    「……どのように？」


    　ティアラの問いは鋭さを失っている。


    「消える直前、階にプログラムを再起動させた。できるかどうかはわからなかったが、可能性は充分だった。なぜなら俺たちはソトキバ・ウィローだからだ。外木場外郎に不可能はない。俺のデータたちはそう信じているのだから」


    　敵に対して、ソトキバは笑みを見せる。


    「それに、面白い話まで聞こえてきた」


    　ティアラの数句は、プログラムの起動途中にあった彼にも聞こえていた。


    「白しら雪ゆきに近しい立場にいるお前なら、奴の目的を知っていても不思議はない。おかげでまたひとつ、真実に近づく」


    　本物の外そと木き場ばのように、ソトキバは言う。


    「白しら雪ゆきの狙ねらいが、本物の外木場だとわかった。彼が連れている《救世主》だと知れた」


    「……それを知ったからといって、どうなるものでもございますまい」


    　ティアラから、再び闘気が溢あふれてきた。


    　吹き上がる黒煙がティアラを包む。毒の防護結界が形成された。


    　もう一度戦うつもりになっている侍じ従じゆうが、ソトキバを睨ねめつける。


    「あなたはわたくしに敗れました。今度もそうなる。わたくしが勝てば、あなたがいくらことの本質に迫ろうとも、もはや関係なくなる」


    「できるか？」


    　ソトキバは悠ゆう然ぜんと歩き出す。


    　筋骨に走る痛み、脳内を暴れ回る激げき烈れつな痛みが彼を苦しめる。


    「俺はお前たちの計画を妨ぼう害がいする」


    　それでも、敵対の意思を鮮明にするソトキバ。


    「……本物の外木場であれば、この痛みに耐えて戦うだろう」


    　もはや加か重じゆう召しよう喚かんは使えなくなった。切り札すらも失い、僅わずかに残ったデータの欠片かけらだけが彼を支える力だった。


    　だが今この瞬間は、まだ戦える。


    　今居る死地を、全力で突破する。


    「今日を生きて、駆け抜ける。……それがこちらの方法論だ」


    　おそらく本物の外木場であれば、口にしないことであっただろう。


    　その態度を、ティアラは嗤わらった。


    「たとえ幾いく度ど再召しよう喚かんしようとも、あなたではわたくしに勝てません」


    「確かに、俺の抱かかえる九十九のデータのうちに、無手でお前の三毒を破る技はなかった。得え物ものの使えぬ現状、攻撃手段はさらに限定される。……そう知っているからこそ、お前たちはこの策を立てた。必勝を期して」


    「先さき程ほど勝ったのはわたくしでございました。お忘れなきよう」


    「一度うまくいったからといって、今度もそうなると思うか？　その目もく論ろ見みは、外木場に対する過小評価だ」


    　互いの距離が開いた。部屋の端と端で、構える両者。


    「わたくしの毒はまだ消えておりません。……わたくしが統治するこの室な内かで、あなたはわたくしを破ることができると？　どうやってわたくしに攻撃を当てるのです？」


    「手段なら見つけた」


    　ティアラに対し、ソトキバは断言。


    　一度目の召しよう喚かん時から考え続けていたアイデアを使うことにする。


    　ソトキバの指が、身に絡みついていた糸を取った。


    　室内は毒の充満する環境。武器は使えず、ティアラに触れることもできない。ソトキバにとっての敵地アウエイである。


    　そのなかでただひとつ、ティアラによって毒化されていない物質がある。


    　ソトキバが差し上げたのは、右の腕。


    　その腕の付け根から指先にかけては、どす青く染まっていた。毒が右腕へと完全に広がりきっている印しるし。


    　その右腕を心臓より高く掲かかげながら、ソトキバが気力を充実させる。


    「染せん手しゆ絶ぜつ拳けん、《堅けん竜りゆう鋼こう》」


    　技の名とともに、右腕の筋肉が大きく脈打つ。


    　染手絶拳は、枯かれ野のの持ち技。その枯野のデータを身の内に持つソトキバは、自由に彼の技を使用することができる。


    　掲げた腕の先へと、毒素が集しゆう束そくしていく。


    　目を見張るティアラの眼前で、ソトキバの右腕が暴れ跳はねた。


    　染手絶拳は、体内の血流を操作し濃度を変えて、躰からだの各部位の硬度を変化させる技である。


    　血が指先へと流れていく。それに従い、血液中の毒も運ばれていく。


    　絶拳の一、《堅竜鋼》は、指先の一本へ血を集め、硬化させる技。


    　ソトキバは血を右腕の指先へと集中させることで、体内に蓄積されていた毒素をもまとめて指先に追いやった。


    　圧縮された毒と血は、指先で混ざり合い、その色を黒に近い色へと変えていく。


    　指先に集まったそれを、一本に凝ぎよう縮しゆくさせるソトキバ。五本の指に分散していた血液が小指に集まり、色を変えたところで。


    　ソトキバの左手が一いつ閃せん。


    　鋭い手刀が振るわれ、血流で固めた指が切り落とされる。


    　切れ飛ぶ小指に、ティアラの驚きが投げかけられた。


    「何を！」


    　叫び声は大きい。


    「血迷われましたかソトキバ・ウィロー！　自みずから指を切断するとは！」


    　ソトキバの答えに外け連れんはない。


    「いかなる手段を用いても勝利する。それが外そと木き場ばの戦いかただ。外木場外郎に、二度目の敗北はない」


    　先端の一本を失った痕あとからは、濁だく々だくと血が滴したたり落ちる。見事な手刀で切られた傷は筋の収縮を引き起こし、派手に血を吹き上げることはなかった。


    　とはいえ重傷であることには違いない。一指を失った手はもはや元の状態に戻ることはない。武芸で身を賄まかなおうとする者にとっては、致ち命めいともなりかねない選択である。


    　そこまでのリスクを背負っても、戦う。


    　ただ勝つために決断する。


    　宿願。素心。闘志に決意。


    　そこにあるのはただ覚悟。


    　ここは互いの覚悟がぶつかり合う戦場である。


    　血の滴したたりにも注意を払わず、ソトキバは言う。


    「では征いくぞ。この技ならば、お前の防御結界をも突き破るだろう」


    　ソトキバの両手には、自分を拘こう束そくしていたティアラの糸が握られていた。


    　それは染せん手しゆ絶ぜつ拳けんで硬くコーティングされた小指が落下してくるのを受け止め、再度弾はじく。


    　空中で二度三度とはずみをつけながら、糸が対象物の位置を是ぜ正せい。


    　伸ばされ、棒状となった小指が高速回転に入る。


    　独こ楽まのように回転し、糸に触れ放り上げられる度たびに加速力をつけていく。


    　先立って彼を苦しめた掘くつ削さくの妙技が、振るわれようとしていた。


    「《弧こで抉えぐる……」


    　ソトキバの宣言に、ティアラは驚きよう愕がく。


    「そんな！　一度見ただけなのに！」


    　ソトキバに、攻撃を惑う気配なし。


    「……鉄てつ扇せん》」


    　彼の左手が振り下ろされると同時。


    　高速で横回転する小指が、ティアラへと撃ち放たれた。


    　それは秋あき口ぐち香こう理り、桃もも原はら楓かえでの両名が撃っていたよりも遥かに鋭い一投だった。


    　ティアラに向かって、小指を弾にした《弧で抉る鉄扇》が突き進む！


    　空気を切り裂いて飛ぶ小指。


    　咄とつ嗟さにティアラはそれを防ごうと腕を出した。だがコンクリート壁をも抉り抜く弾丸は、その程度で止めることは敵かなわない。


    　弾は侍じ従じゆうの左掌てのひらを貫通し、手の甲を抜け、左肩へと直進する。貫つらぬかれる左肩。


    　ダメージにティアラは絶叫。左肩を押さえて後退した。噴き出る血と肉の破片は、黒いドレスに鮮血の染しみを作り、流れ落ちる。


    　標的を抉り抜く旋せん技ぎが、その本領を発揮して、皮ひ膚ふと骨を喰らい疾は走しった。


    「……この技、紛まぎれもなく本物……」


    　朦もう朧ろうとしながら言うティアラ。彼女にとってみれば、ソトキバの再召しよう喚かんからこのかた、想像もしていなかった事態が続いている。


    　気が立った侍じ従じゆうを相手に、ソトキバは驕おごる様子すら見せない。


    「本物の外そと木き場ばであれば、一度見た技をなんなく使いこなしただろう」


    　だから自分もできるのだと、当然の如ごとく言う。


    　勝負の主導権は、ティアラからソトキバへと移っていた。


    　覚悟の奇策。連続加か重じゆう召しよう喚かんと、《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》の模も倣ほう。


    　己おのれの指を武器として、ソトキバが勝利を引き寄せる！


    　しかしティアラも黙ったままではいなかった。


    　両脚を広げ姿勢を正すと、ソトキバを睨にらむ。


    「……しかし！　《弧で抉る鉄扇》の弱点はわたくしも知るところ！　単一軌き道どうである技なれば、わたくしでもかわすことはできる！」


    　美み郁いくにすらかわせた技である。タネを知っておれば、これほど容易たやすい技もない。


    　今は不意を突かれて避さけきれなかったが、ただまっすぐ飛んでくる物体をよけきれないことなど考えられない。


    　さらに言えば、加重召喚の時間制限はなくなったわけではなかった。数分、ティアラがソトキバの攻勢に耐えればプログラムは停止し、ソトキバは消える。連続使用しているプログラムの稼か働どう時間は、一度目よりも短いはずだと予想された。


    　それらを理解しながらも、ソトキバは動じず、静かに語る。


    「九ここの重え白しら雪ゆきは言っていた。俺たちのデータは進化しないデータだと」


    　ソトキバの手が糸を張る。


    「……理論上はそうなのだろう。このプログラムを作った白雪は、誰よりもそれを理解しているはずだ。……だが、外木場外うい郎ろーが進化しないなどということがあるか？」


    　左手の五指と、右手の親指、人差し指で糸を挟み、弾はじいてみせる。


    「彼は常に成長を続ける」


    　ティアラの目に留まらない速度で、ソトキバは左手を煌きらめかせる。


    「そして彼の名を戴いただくからには、俺たちもその進化力を共有する」


    　左の手刀が右手と交わったかに見えたのも束つかの間ま。


    　切断された薬指が宙を舞った。


    　再び血を集めて固められた薬指が、次なる弾丸へと姿を変える。


    　それを糸で受け止め、投とう擲てきの体勢に入るソトキバ。染せん手しゆ絶ぜつ拳けん《堅けん竜りゆう鋼こう》により、鉄よりも硬く固められた二本目の指は、礫つぶてとして使うに充分な硬度となっている。


    「これで決める。避さけられるものなら避さけてみろ」


    　落ちる血の雫しずくは粒ではきかない。ソトキバの指先からはとめどなく赤いものが流れ、腕を濡らし、痛みを運ぶ。その痛みすら表に出さず。


    　追撃の投擲が放たれようとしている。


    　笑しよう止しと、ティアラは態勢を整え直す。


    　たとえ受け止めることができなくとも、回避はできる。


    　ならば恐れることはない。その心積もりが、ソトキバには読めた。


    　ソトキバは糸を操あやつり、礫つぶてに回転を加え続ける。一発目より倍する回転を加えられた薬指は、ティアラへと向かう速度も倍になる計算。


    　ソトキバの糸が発射の態シヨツト・フオームを構え終えた。


    　左手が一いつ閃せん。ティアラへと撃ち放たれる肉体の弾丸は、猛速度で中を進んでいく。空気の壁を貫通し、一輝の光となって伸びていく。


    　進む血ち潮しおの魔ま手しゆ魔ま弾だん。


    　その軌き道どうをティアラは観察し、狙ねらいを見極めて。


    　よけた。首の皮一枚を掠かすめて逸それる殺意の礫。


    　ティアラはそれでかわしたと考えていただろう。


    　だがソトキバ。


    　彼女の眼前で威を振るうのは、外そと木き場ば外うい郎ろーの影。


    　外木場外郎に倒せない敵などいない。であればこのソトキバにも、敵はいない。


    　外木場に相応ふさわしいのは勝利、その二文字だけである。


    　投とう擲てきが外されたと見るや、ソトキバは走る。


    　かわされることは予測していた。ソトキバの狙いは、一投での命中ではない。


    　旋せん技ぎ《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》は、それだけでは真価を発揮しない。


    　ふたりで使用したときに、初めて技が絶技足り得る。


    　扇おうぎは反射する。だからこその奥おう義ぎ。


    　ソトキバは走る。地を叩く足音すら彼の位置を示すには遅く。


    　この場に彼の放った一投を跳はね返してくれる者はいない。


    　しかし外木場外郎に朋ほう輩ばいなど必要だろうか。


    　ひとりであっても彼は最強。


    　孤高の強さを体現する存在として君くん臨りんするのが、外木場外郎。


    　であれば彼ソトキバもそうであるはず。


    　自みずから放った弾丸を、ソトキバは追い抜く。


    　到底可能であるはずのない移動速度。だがソトキバにはそれができる。


    　外木場なら追いつくだろうと思考するデータが、速度を速度たらしめる。


    　想像によって補ほ塡てんされる超速度が、単騎による反射を可能にする！


    　ティアラとの距離は三十メートル。それを光速の加速で駆け抜け。


    　ソトキバは弾丸が飛び行く先に回り込む。ティアラが避さけた薬指がソトキバに届き、彼を抉ろうとする直前。


    　糸がその弾丸を巻き上げた。ソトキバの指が流れるように糸を操あやつり、その弾丸へと回転を加えていく。


    　その間、一瞬。


    　溜めの間もなく、糸が振られる。


    　弾はじき返される凝ぎよう血けつ四よん指し。


    　反射された弾丸は、軌き道どうを変化させる。百八十度方向を変え、ティアラへと舞い戻り、進んでいく。


    　侍じ従じゆうの背後に迫る弾丸。


    　ティアラにこの反射技をよけることはできない。


    　彼女に振り返る時間すら与えず、曲きよく死しの弾丸はその身を貫つらぬき、抉えぐり抜く。


    　まさに抉り、かつ穿うがつ一撃。


    　躰からだの中央、腹から飛び出した弾は、床にまでめり込んでようやく止まった。


    　ソトキバの目に映るのは、喀かつ血けつし、どうと倒れるティアラの姿。


    　跳はね返された薬指は、直線軌道で彼女を穿ち抜いていた。


    「……旋せん技ざ二段、《双そうで穿つ鉄てつ線せん》」


    　告げるソトキバに答える声はない。


    　圧倒的な速度は、反抗すら許さない。


    　それが最強。


    　勝利はやはり、ソトキバのもとにあった。


    



    　ソトキバはティアラの横へと足を進める。


    　背後から撃ち抜かれたティアラは、俯うつぶせに倒れていた。ソトキバを見る視線に力はなく、彼女が瀕ひん死しの際きわにあることが窺うかがえる。


    　その状態で、ティアラは口を開いた。


    「……これで勝ったと思うな……」


    　彼女から洩もれる呟つぶやきは、日本語ではなかった。


    「……私が死んでも、まだ白しら雪ゆき様がおられる。……いくらお前でも、彼女には届かない」


    　ティアラの言葉は東欧の一言語だった。死の間際で、生まれ育った場所の言葉が口をついて出たのか。もう言語を選んでいる余よ裕ゆうがないほど、ティアラは消しよう耗もうしきっている。


    　身にまとっていた毒の煙も消えている。ただでさえデータの三重使用により弱っていたところへ、腹を貫く一撃。


    　彼女が助かる見込みはない。


    　ソトキバはティアラを見つめ、答えを返した。


    「本物の外そと木き場ばが、必ず白雪を止める」


    「……できるものか」


    　吐き捨てるようにそう言うと、ティアラは瞼まぶたを閉じていく。


    　動かなくなった彼女を前に、ソトキバが佇たたずんでいたのは数秒の時間だった。彼にも限界時間が近づいている。


    　ソトキバの意識がほどけ、データへと分解されていく。


    　ソトキバ・ウィローがプログラムへと戻ると、《救世主殺しオラトリオスレイ》も活動をやめる。


    　激闘による疲ひ弊へいが、プログラムを強制停止させたのだった。


    　部屋の中には、言葉を失ったふたつの躰からだだけが横たわる。


    　戦いが残した結果は、それですべてだった。
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    【記憶の断章／ティアラ】


    　どれくらいの時間が経ったのだろうか。


    　ティアラはうっすらと目を開ける。


    　降りていたはずのシャッターは上げられていた。密室状態から戻された部屋は暗い。


    　外ではもう夕日が沈んでしまったのか。それとも負傷した躰からだが、満足に視界を確保しきれないのかと考える。


    　その状態でも目を醒さますことができたのは、第三者の気を感じたからだった。


    　何かが傍そばにいる気配。その直感が、ティアラに危機を知らせ、動かぬ躰を無理に覚かく醒せいさせる。


    　それを探ろうとするティアラの目に、まず飛び込んできたものがある。


    　視線の先には、九く音おんの顔があった。


    　彼はまだ目を醒ましていない。加か重じゆう召しよう喚かんの影響で、死んだように倒れている。


    　再び機会が巡めぐってきたことをティアラは覚さとった。今自分の躰が動けば、彼を拘こう束そくできる。召喚を使った彼は無防備であり、動きを縛るのは容易たやすい。当初の計画どおりではないか。


    　あとは早く増援が到着すれば。


    　そこまで思いを馳はせたところで、ティアラは気づく。


    　何が自分の目を醒まさせたのか。それを探ろうとしていたことに。


    　それにこの場に漂ただよう、底冷えする空気はどこから来るのか。


    　何かがいる。それはとてつもなく静かにこちらを見ている。


    　ティアラが倒れているのは部屋の中央。苦労して顔を動かし、視線を彷徨さまよわせる。


    　入り口の隣となりに、それはいた。


    　ティアラの視線が彼の視線とかち合う。


    　背中が捲めくれ上がるような戦せん慄りつが、ティアラの躰を貫つらぬいた。


    「……まさか」


    「外の手勢はお前の仕込みか、ティアラ？」


    　その声を、ティアラは憶おぼえていた。


    　かつてはともに戦ったこともある同志であり、そして現在は憎むべき敵の旗はた頭がしら。


    　なぜ彼がここにいるのかを理解できず、ティアラは戸と惑まどう。


    　見ているのは夢か現実か。


    　もう一度ティアラは凝ぎよう視しする。


    　そこにいるのは見知った東洋人の男。


    　黒い頭髪に黒い瞳。相手を刺し抜くかの如ごとき、虚にして敵を威圧する両眼。


    　世界最強の暗殺者。


    



    　本物の外そと木き場ば外うい郎ろーがそこにいた。


    



    　外木場はティアラのもとへと歩いてくる。着衣の裾すそが音もなく揺れた。ティアラの上下よりも黒い戦闘コートは、漆しつ黒こくと呼ぶしかない色だった。紫と赤のラインが、その袖そで口ぐちからのぞく他は、完全防備の黒衣。


    　暗殺者の彩色に身を包んだ外木場は、ティアラの頭上で歩を止める。


    「彼らなら、俺が殺してきた」


    　ティアラへ投げかけられる悲痛な現実。


    　殺してきた、と男は言う。


    　それを誇るでもなく、ただ話す。そこには何の感想も宿らない。


    　ただ殺してきたからそう言っただけ。


    　いくら待っても配下が来なかったのは、この男が片づけていたからだとティアラは悟さとる。


    　ティアラには何も言わせず、外木場は続ける。


    「俺の行動が読まれているのはわかっていた。こちらを捕らえようと白しら雪ゆきが動き出すであろうことも。……だから来た。奴が俺を捕らえようと出てくるなら、それは俺が白雪を捕ほ捉そくする好機ともなる」


    　ティアラは渾こん身しんの力を振り絞る。


    　彼を白雪に近づけさせるわけにはいかなかった。


    　なんとか起き上がろうとするものの、果たせない。仰あお向むけになるのが精一杯の仕し儀ぎだった。ソトキバに貫つらぬかれた腹部からは、赤黒い塊かたまりがのぞいている。血と臓ぞう物もつが、ホールの床を紅くれない色に汚していた。


    　手足に力が入らないことを覚さとり、ティアラは叫ぶ。


    「……私を殺せ、外木場！」


    　躰からだの動かないティアラにできるのは、何とかして彼を自分に触れさせることだけだった。そうすればティアラの毒によって、この男を倒せる。


    「……私はもう死ぬ。この苦しみを止めてくれ」


    　外木場はティアラの言葉に耳も貸さない。


    「さすがは《シャトー》の侍じ従じゆうだな、ティアラ。そのような状態からでも、主の利となる行為をなそうとは。……だが慣れないことはすべきではない。お前が殺してくれと頼むような女でないことは知っている」


    　手の内は見抜かれていた。


    「外木場外郎に慈じ悲ひを求める。……それがどれほど見当違いなことか、お前にはわかっているはずだ。お前の策には乗らない」


    　ティアラの全身を観察し、外そと木き場ばは冷徹に言う。


    「俺が手を下さずともお前は死ぬ」


    　死を運ぶ男はそれだけを告げる。


    　死にもっとも近づいた男、外木場外うい郎ろー。


    　彼に殺された者は数知れない。ただ見つめるその視線だけで、死が呼び込まれる。


    　そう感じてしまうほど、彼は死に親ちかしい。


    　ティアラの全身から残っていた活力が抜けた。


    　死を宣告してきた男の一言が、彼女から最後の気力を奪っていく。


    



    　外木場外郎は倒れるふたつの躰からだを見下ろす。


    　久く遠おんは声も洩もらさず、生きているのか死んでいるのかも判然としない。


    　外木場はしばらくその場で沈黙に浸ひたり、考えていた。


    　ティアラの瞳は、もうその光景を見ていない。


    



    　外へと、外木場は歩く。その足取りは無音の独歩。


    　彼が去ったとき、そこにあった久遠の躰も消えていた。
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    あとがきハンター２ｎｄＧ


    



    　お買い上げありがとうございます。某国の金融危機はお前がデビューしたからだ、と目もつ下か評判の、陸くが凡ぼん鳥ちようです。さすがの僕も、まさかそんな理由で文句言われるとは思ってませんでした。どんなバタフライ効果なんですか。言いがかりもいいとこです。


    　ということで、『七なな歳とせ美み郁いくと虚構の王』、二巻をお届けします。


    　今回、身内で「あとがきで読んでみたいネタ」について投票を実施しました。陸が挙げたお題は三つ。


    



    一、メイドさんについて。


    二、国内の食料自給率問題について。


    三、ポストモダン以降における郊外型都市生活について。


    



    　全会一致で一番でした。個人的には二番がおすすめでしたが、みんなの意見を無視するわけにはいきません。メイドさんについて語りたいと思います。これが数の暴力というやつか。


    　本シリーズの舞台設定は、二〇〇五年になっています。今でこそメイドさんは世間に浸透しましたが、二〇〇五年当時はそうでもなかったように記憶しています。少なくとも陸が住む奈良県にはそんなハイカラ文化は存在してませんでした。町には鹿しかいなかったのです。恭うやうやしく給仕してくれるどころか、せっかく持っていったお弁当を勝手に食べてしまう獣しかいなかったのです。


    　そんな折、『西の秋葉原』こと、大阪は日本橋へ行く機会がありまして、そのとき友人Ｍ氏に連れられ、メイド喫茶なるものに初入店しました。


    　感想は、異文化コミュニケーション、○ックデカルチャー。


    　可か憐れんなメイドさんが登場する小説を書こうと思ったのはその瞬間でした。シャイなあんちくしょうである陸くがは、その素敵空間にいたたまれず早々に店を出ましたが、この商売を考えたひとは天才かと思いましたね。なんですか、この甘くせつないどきどき感は。


    　そういった感情諸もろ々もろの集大成として本書は刊行されています。ですが、どこがメイドさん小説なのかと異論も聞こえてきそうです。メイド愛を謳うたう国際秘密結社から、異端狩りに会うかもしれません。そうなったときは身の潔白を訴うつたえてみますが、駄目なら仕方ありません。鹿の角でぐさぐさ突かれる拷ごう問もんにも、甘んじて耐えようと思います。もし陸が志こころざし半なかばで倒れても、必ずメイド魂を持った第二、第三の作家が現れるであろう！


    　まあそういうことで、半分くらい鹿の話なんですけど、つけ加えておきたいのは、鹿は奈良県全域に生息しているわけではない、ということです。奈良公園周辺にしかいません。そこのところ勘かん違ちがいされておられるかたが多いです。お気をつけください。


    　これだけ観光アピールしたので、来年あたり県から表彰されてもいいんじゃないですかね？


    



    　以下、謝辞です。


    　まずはイラストをいただきました甘あま塩じおさんに。今回も魅力ある絵をありがとうございます。引き延ばして部屋に飾らせてもらってます。


    　また、前巻及び『ライドバック』小説版のアンケートにご協力いただいた皆様にもお礼を。


    　あとがきのネタ募集は随ずい時じ受け付けてますので、陸本人か、編集部にご応募ください。


    



    　では最後、宣伝を。


    　今巻、結構引っ張ってます。三巻はどえらいことになりますので、そちらもよろしくお願いします。鹿ＶＳ美み郁いくの、激烈バトル編です。


    　本当かどうかは、買って確かめてください。たぶん噓予告ですが。

  


  
    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    立命館大学卒。他人様の電子機器にコーヒーをぶちまける能力は世界屈指。次はそろそろ紅茶でいくか、と考えている。
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    七歳美郁と虚構の王Ⅱ
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